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　夜の騒動





〝サトゥーです。夜よ這ばいを掛けた事も掛けられた事もありませんが、機会があるならぜひ色っぽいお姉さんにお願いしたいですね。〟






　寝苦しさに目を覚ますと、裸の幼女が腰の上に跨またがっていた。

　……ナニコレ、夢だよね？

　昔、長期休みに田舎の祖じ父いさん家ちで、妹や従姉妹いとこが寝ているオレに飛び乗って起こしに来た時に似ている。

　違うのは乗っている幼女が裸な事と、従姉妹達ほど無邪気な雰囲気でもない事だ。

　小刻みに動いていた幼女が最後に大きく震えた後、オレの剝むき出だしの胸板にしな垂れかかってくる。その表情は幼女というよりは女の顔というべきか？

「あら？　起こしちゃった？」

　オレが起きたのに気がついた紫色の髪の幼女──アリサが啄ついばむようなキスをする。

「うふふ、キスしちゃった」

　悪いた戯ずらっぽく囁ささやき、オレの胸に手をついて体を起こして、少し恥ずかしそうに微笑む。

　その幸せそうな顔が愛おしくなって、優しくアリサの頰を撫なでた。

　──愛おしくなって？

　確かに愛らしい顔立ちだが、こんな幼い子に対して抱く感情じゃない気がする。

　オレはそんな些さ細さいな戸惑いを煩わしげに思考の片隅に追いやり、アリサを見つめる。

　アリサの体の輪郭が薄っすらと薄い紫色の光に包まれている。

　とても神秘的だ。

「そんなに見つめられたら恥ずかしいわ」

　いつの間にかアリサの顔を凝視していたらしい。アリサが満更では無さそうな顔で、オレの鼻をつつく。

　まるで心まで少年に戻ってしまったみたいな恥ずかしさを感じ、視線を顔から逸そらす。

　さっき見えた薄い紫色の光は気のせいだったのか、もう僅わずかな痕こん跡せきをその紫色の髪に残しているだけだ。

　髪の流れを目で追うと、アリサの薄い胸を隠している場所まで視線が流れてしまった。

「もう、男の人はえっちなんだから……」

　アリサが恥ずかしそうに髪の上から軽く胸を押さえる。

　オレはアリサに詫わびの言葉を呟つぶやき、この状況に至るまでの出来事を思い出していた。

　奴隷商人から二人を手に入れた後、オレ達は……。
















　　　　◆




「昼も夜も奉仕の手を休めず、精力的にご主人様にお仕えします」

　紫髪の幼女──アリサは、契約の儀式のときにそんな事を言っていた。リザ達や黒髪の美少女──ルルは無言だったので彼女なりのアピールだろうか？

　奴隷契約の儀式も終わり、奴隷商人のニドーレンに代金として金貨一枚を支払う。

　獣娘達を奴隷の身分から解放しようと思ったのだが、ニドーレンから止められた。

　シガ王国北部の亜人差別の酷ひどい場所だと、妖よう精せい族のような一部の例外を除いて、平民の亜人は都市に入れて貰もらえなかったり奴隷以下の扱いを受ける、と教えてくれた。

　何より、獣娘達に「捨てないで」と泣いてすがられたので、この話は無しになった。

　シガ王国南部の公都とかにお邪魔した時にでも、改めて検討する事にしよう。

　オレが奴隷に関する知識をあまり持っていない事に気づいたニドーレンが、色々と奴隷についての知識や躾しつけについてレクチャーしてくれた。

　明後日あさつての午前中までさっきの場所にいるそうなので、何か知りたい事があったり、追加で奴隷を買いたくなったらいつでも来て欲しいと言われた。相談はともかく、奴隷を増やす予定は全く無い。

　さっき行った奴隷契約の儀式の時に「契約コントラクト」というスキルが手に入った。これで自前で解放できそうなモノなのだが、そうは甘くない。

　この「契約コントラクト」には詠唱が必要なのだ。〝契約〟に特化した魔法系スキルなのだろう。

「契約コントラクト」は奴隷契約以外にも一般的な契約にも使われるスキルだそうだ。




　オレ達は天幕の外で、互いの自己紹介をしてコミュニケーションを取る事にした。

「では改めまして自己紹介させて頂きます。今は亡きクボォーク王国に生を受けました、アリサと申します。当年で一一歳、成人まで四年ありますが、拙いながら夜の御奉仕も喜んでさせていただきます。幾久しく可愛かわいがってくださいませ」

　年に似合わない流りゆう暢ちような挨あい拶さつを済ませ、アリサが裾の両端をちょこんと摘まんで一礼する。動作は優雅で気品があるのだが、裾の丈が短く前で合わせてあるだけの簡素な服なので足の付け根がむき出しになっている。

　なので視線を顔に戻し「こちらこそよろしく、名前はサトゥーだ」と簡単に返答しておいた。

　もっとも、幼女の夜のご奉仕とかノーサンキューだ。

「……ルルです。一四歳です。クボォーク王国出身です。この様な醜しこ女めで体も貧相で……夜のお相手は務まらないと思いますが、牛馬の様に働きますので……お見捨てにならないでください」

　ルルは前髪で顔を隠すように俯うつむきながら自己紹介した。その声は澄んでいてソプラノの聞き心地の良い声だ。震えていなければもっと良かっただろう。

　本人は貧相と言っているがＢカップ近くありそうだし、一四歳でＢなら将来有望だと思うんだが、こちらは巨乳至高主義なのか？

　柔らかければいいじゃないか！

　まあ、中学生くらいのルルに、夜のご奉仕をして貰うつもりは毛頭無いわけだが。

　アリサと一緒にルルまで買ったのは、そういう目的では無くアリサに懇願されたからだ。

　あんな小さな子から、たった一人の姉と別れたくないと目に涙を浮かべて訴えられて断るほど薄情にはなれなかった。

　それに日本関係の情報を提供して貰ったら、アリサを奴隷から解放するつもりだったので身内がいるなら一緒の方がいい。

　二人とも美人だが明らかに人種が違うので、片方の親が違うか義理の姉妹だろう。

　それはともかく、この子の美び貌ぼうで醜女とか言うのは謙けん遜そんでも無理がある。

　顔を伏せているが、昔ＴＶで見た全国美少女コンテストとかの優勝者と比べても、ぶっちぎりで勝利しそうなほどの正統派美少女顔だ。

　ありていに言えば好みの顔立ちだ。これで性格が好きなタイプだったら、彼女が成人ハタチになった後にでもプロポーズを考えたいくらいに。

　おっと、余計な事を考えてルルを見る視線が邪よこしまになっても困る。オレは軽くこめかみを叩たたいて邪念を振り払った。

　二人に続いて獣娘達にも挨拶させる。

「ポチ、なのです」

「タマ」

　ポチとタマは人見知りしているのか言葉が少ない。

　二人の名前を聞いたアリサがピクリと反応して口の端を震わせたが、特に感想とかは出てこなかった。

「橙とう鱗りん族のリザと申します。生まれ故郷の橙鱗族の里は鼬イタチ人族に滅ぼされ、奴隷としてシガ王国に売られました。幸いにして素晴らしいご主人様に拾われて──」

　リザ、長い。

　アリサとルルは亜人に偏見が無いのか、獣娘達がフードを取って顔を出しても嫌悪感を見せなかった。他国出身の人からすると亜人も嫌悪対象では無いのだろうか？

　アリサとルルが普通に対応していたせいか、獣娘達もすぐ二人に馴な染じんだようだ。

　アリサはポチとタマの耳を触らせて貰いながら、くりんとこちらを見上げて話し掛けてくる。

「それにしても耳族の子なんて、良く奴隷におできになりましたわね」

「ああ、ちょっと縁があってね」

　そういえば犬人族や猫人族が多いので勘違いしていたが、セーリュー市だけでなく伯爵領全体でも猫耳族や犬耳族はポチとタマの二人だけだった。

「この子達は人族の体に獣人の耳や尻しつ尾ぽが生えているのを気味悪がられて捨てられたのですが、良い子なので嫌わないであげてください」

　リザがそう言って、アリサ達にポチとタマのフォローをする。

　ポチとタマの称号には「サトゥーの奴隷」「取り替え子チエンジリング」「迷宮探索者」の他に「～殺し」のような戦闘系のがある──このうちヤマト石で表示されるのは最初のヤツだけみたいだ。

　非表示になっている「取り替え子チエンジリング」がファンタジーな意味でないなら、隔世遺伝とかの先祖返りなんじゃないかと思う。

「ええ、こんなに可愛いのに嫌ったりなんてしませんわよ」

「可愛い～？」

「タマは可愛いのです！」

「ポチも可愛い～」

　アリサの褒め言葉が嬉うれしいのか、ポチとタマがクネクネと恥ずかしがっている。

　それなりに相性は良さそうだ。

「では宿に戻るか」

　いつまでも奴隷商の天幕前にいても仕方ないので、五人に声を掛けて通りに戻る事にする。

　アリサがするっと自然な感じで左腕を取って腕を絡めてきた。スキンシップ過剰だが、迷子にならないように手を繫ごうと思っていたから丁度良い。

　残ったもう片方をポチとタマが取り合うが、決着がなかなかつかなかったのでリザが二人を荷物のように両手に抱え持った。

　二人は諦あきらめたのか両手足をぶらーんとさせて大人しくなる。

　……あのポーズ好きなんだな。

　槍やりを抱えたままだと二人を運べそうにないので、リザから槍を預かる。

　ルルが「持ちます」と申し出てきたが、華きや奢しやな女の子に持たせるには重過ぎるのでオレがそのまま持ち続けた。




　日が落ちかけて夕食時になったのか、広場の露店から良い匂いが漂ってきている。

　西街では外食が基本なのか、裕福そうでない服装の人も屋台で食事をとっていた。

　よく見たら首輪を付けた奴隷らしき人も平民に紛れて食事を取っているようだ。ただし、平民と同席ではなく地べたに座り込んで食べている。

　きゅるきゅるきゅ～～。

　可愛い音がした。振り返るとルルが赤くなっている。

　美少女の恥じらう姿が愛らしい。今のところ恋愛対象にはならないが、将来が楽しみだ。

「いい匂いがしているし、この辺で夕飯を食べて帰ろうか」

　答えを聞くまでもないが「何が食べたい？」と皆に聞いてみた。

「にく～？」

「肉がいいのです！」

「ご主人様の饗きようしてくれる物なら何でも構いませんが、あえて選べと仰おつしやるなら鳥肉が至高だと思います」

　うん、この三人の答えは予想通りだ。

「奴隷の食事など、与えて貰えるだけで上等だと思うのですが？」

　アリサが不思議そうな顔で首を傾げるので、どんな物を食べていたか聞いてみた。

「セーリュー市に到着するまでの間は、黒パンと温かい塩スープが一番のご馳ち走そうでした」

　ある意味定番だ。

　でも、アリサに続いて獣娘達の答えを聞いて引いてしまった。

「どんぐり～？」

「ざっそ～」

「私達のような亜人奴隷の場合、日に一度与えられれば良いほうで、空腹を紛らわすために公園の木の実や草花、それこそ食べられるものなら何でも口に入れました。小動物などが取れた時は奴隷仲間で分け合った物です」

　でも、そんな極限状態でも食べ物を分け合えるのか。獣娘達の性格の良さは生来のモノもあるだろうけど、お互いに助け合う環境で育ったからなのかもしれない。

　せめてオレと一緒にいる間は、好きなものをお腹一杯食べさせてあげたいね。




「若わか旦だん那な！」

　大きな声が広場に響く。

　呼ばれているヤツは耳が遠いのか、何度も「若旦那」と呼ばれているのに聞こえていないみたいだ。

　リザに「ご主人様」と呼ばれて振り向く。

「どうした？」

「露店主殿が呼んでいるのは、ご主人様の事のようですが……」

　控えめに指摘されて、声の方に視線をやると見覚えの無い男が手を振っている。

「やっと気が付いた！　若旦那！」

　誰だっけ？

「ご主人様、スライムから助けた男性です」

「ああ、いたね」

　こっちに来てから人の顔は完かん璧ぺきに覚えられるようになったつもりだったけど、覚えようと思っていない相手だと普通に忘れるみたいだ。

　取りあえず、無視するのも感じが悪いので、そちらに歩み寄る。

「若旦那、良かったら喰くって行ってくれ！　もちろん、奴隷の嬢ちゃん達も！」

　中年店主が満面の笑みで、オレ達を露店の裏の飲食スペースに案内してくれる。

　せっかくだし、この店で食べるか。

　肉料理らしき匂いもしてるし、何より獣娘達に好意的な店は貴重だ。

「なんだい、アンタ大声で──おや、客かい？」

「ああ、さっき話しただろ？　迷宮で命を救ってくれた亜人の娘達と、城の地ち下か牢ろうで良くしてくれた若旦那だ」

「城の地下で肉料理が出たとかいう与太話かい？」

「与太話じゃねぇよ」

　両手に水の入った桶おけを下げた恰かつ幅ぷくの良い中年女性が戻ってきた。

　話の流れからして、この店の女将おかみさんだろう。

「はいはい。ウチの亭主の命を救ってくれてありがとうよ。今日はタダで食わせてやるから、動けなくなるまで喰いたおしな！」

「やった～？」

「わ～い、なのです！」

「ご厚意に感謝いたします」

　タダと聞いてポチとタマが文字通り諸手を挙げて喜ぶ。

「おや、奴隷にしては丁寧だね。知識奴隷ってやつかい？」

「いいえ、労役専門です。シガ国語を教えてくださった知識奴隷の方が丁寧な口調でしたので」

　リザが昔を懐かしむように静かな口調で語る。

　そんなリザの横顔を愛めでた後、飲食スペースに視線を巡らせる。まだ開店前なのか、オレ達以外は誰もいない。

　オレは店主夫妻に奴隷娘達を椅子に座らせる許可を貰もらった。

　初めは奥さんに眉まゆを顰ひそめられたが、店主の命の恩人だと思い出したのか一転して愛想良く許可してくれた。

　ただし、他の客に見られるとトラブルになると言われたので、風除けの衝立の陰になる場所に席を確保して食事を注文した。

「はいよ、お待たせ。知り合いの肉屋から解体したての赤あか鹿じかの内モ臓ツを分けて貰ったんだ」

　店主が自慢そうに言って、深皿にたっぷりと入ったモツ煮込みを人数分机に並べる。さらに、蒸かし芋が入った大きめの篭かごがテーブルの真ん中にドスンと置かれた。

　モツ煮込みは、内臓だけでなくスジ肉やソラ豆サイズのシガ大豆という緑の豆と銀杏いちようのような見た目の木の実が殻ごと煮込まれている。黒くて細いのはゴボウかな？

　たっぷりの肉を見てポチとタマの目がキラキラと輝く。

　お澄まし顔のリザも、尻尾は正直なのかピタピタと地面を叩いている。

「さて、冷めないうちに食べよう」

　アリサとルルは「いただきます」と言ってから食べ始めた。ルルはアリサに教えて貰って習慣になったそうだ。

　オレは社会人になってから外食が多かったので、獣娘達に「いただきます」とか「ご馳走さま」は教えていなかった。

　食事の前に手を洗うとか、食事の時に食器を使うとかは教えていたんだが。

「あちち、なのれす」

「はふはふ～？」

　慌てて食べたポチとタマが料理の熱さに目を白黒させている。

「ふーって、冷ましてから食べなさい」

「あい！」

「はいなのです！」

　オレが息を吹きかける仕草をポチとタマに教えているのを見て、アリサが口元を手で押さえて顔を伏せた。

　聞き耳スキルが「萌もえ死にさせる気なの」というアリサの呟つぶやきを伝えて来たが、全力で黙殺した。

「うまうま～？」

「美お味いしいのです！」

　ポチとタマはフォークを順手で握り締めるようにして持っているせいか、犬食いっぽい。二人の髪が皿に入りそうなので紐を出して括くくってやる。羨うらやましそうにしていたので、他の面々にも紐を配った。

　もちろん、二人以外もちゃんと食べ始めている。

　リザは肉を一欠片かけらフォークに突き刺して口に入れると真剣な顔で咀そ嚼しやくする。食事をしているのに、まるで修行でもしているような印象を受ける。

　アリサとルルは無言だが、口に合わないわけじゃなく食べるのに必死なだけのようだ。

　アリサは上品っぽく振舞っているが、よほどモツ煮込みが口にあったのか小さな頰が膨らむほど詰め込んでいる。必死な様子がリスっぽくて可愛かわいい。

　ルルも遠慮がちながら、一生懸命食べている。

「実に美味です」

「くにゅくにゅ～？」

「こっちはコリコリしているのです！」

　リザがモツ料理の味を賞賛すると、ポチとタマも少ない語ご彙いながら感想を口にする。

　アリサとルルも、口を手で押さえながらコクコクと頷うなずいて同意していた。

　さて、食事風景を楽しむのはこの辺にして、オレも食べようか。

　香りは十分楽しんだし、モツ煮込みのスープをスプーンで掬すくって口に運ぶ。

　うん、少し塩味が強めだが、なかなか美味い。

　この辺は肉体労働者が多いみたいだから、それに合わせた味付けなんだろう。

　元々モツ料理は多彩な食感や味が楽しめるのが良いのだが、特有の臭みが苦手と言う人もいる。ここのは下した拵ごしらえが丁寧なのか、一緒に煮てある香草が特殊なのかは判らないが臭みが無い。

「若旦那、味はどうだい？」

「ええ、お城の料理にも負けないほど美味しいですよ」

「そいつは褒めすぎだぜ」

　店主は鼻の下を擦って、照れ隠しにガハハと豪快に笑ってみせた。

　褒められたのが嬉しかったのか、しばらくしてから追加の料理を持って来てくれた。

「若旦那、よかったら、こっちもどうだい？」

　店主がそう言って差し出してくれた皿には、腸をニラのような香草と一緒に炒いためた所いわ謂ゆるテッチャン焼きがこんもりと盛られていた。

　もう片方の手に持っていた皿には、心ハ臓ツと肝臓レバーをスライスして焼いた物が載っている。こちらは少量だ。

「これは豪勢ですね」

「おう、熱々の内に喰ってくんな！」

「最近、猟師達がやたらと獲物を持ち込んでくるんでね。いつもより、安く仕入れられたから気にせずお食べ」

　流星雨が原因で獲物が減ったとかじゃ無くて良かった。獲物が増えたのが、山奥に凶悪な魔物が出現したとかのフラグじゃ無い事を祈りたい。

　さて、そんな心配はともかく、奥さんもそう言ってくれたので遠慮なく頂く事にする。

　ルルは気が弱そうなので、先に小皿に少しずつ取って渡してやる。

　その流れで何故か全員分の小皿に取り分ける事になってしまった。
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　変なスキルを手に入れてしまったが、スキルポイントを割り振る気は無い。

　大皿の料理はどれも美味かったが、特にレバーが良い味だ。食中毒が怖いが、これなら刺身で食べたかった。

　新しい肉料理にテンションの上がったタマとポチが、あっという間に小皿の肉を平らげ、今度はテッチャン焼きに取りかかる。

「からうま」

「か、かりゃいのです」

　早速一口目を口に放り込んだ二人だが、苦手な辛い味付けだったらしく何とも言えない表情をしている。

　マンガだったら目がバッテンで表現されそうな顔だ。

　確かに辛いが、激辛料理に慣れたオレの舌には普通の味だ。痛カユイくらいで無いと辛い気がしないのは少しマズい気がする。

「唐辛子の粉を一緒に炒めているようですね。ポチ、タマ、辛いのが苦手なら無理しなくて構いません。私が責任を持って食しましょう」

　リザはポチとタマを気遣いながらも、モリモリとテッチャン焼きを口に運んでいる。

　早くもモツ煮込みを食べ終わっていたポチとタマが、フォークを咥くわえて羨ましそうにリザを見上げる。

　それを哀れに思ったのか、アリサが自分の皿にあったレバーをポチとタマの皿に移してあげている。単に苦手なだけだったのかもしれないが、ポチとタマはイスの上に立ち上がりそうなくらい嬉うれしそうだ。

　アリサとルルはともかく獣娘達は食べ足りないようなので、主人に追加注文しようと腰を上げた。

「ご主人様、何か御用なら私が代わりに行います。ご命令を」

「いや、いいよ。追加注文のついでに、近くの露店でアリサとルルの外がい套とうと靴を買ってくるだけだ」

「か、買い物なら私が！」

　リザとルルが立ち上がる。

　ポチとタマはレバーを齧かじった姿勢で止まり、視線だけでこちらを見上げる。

「みんなはそのまま食べなさい。これは『命令』だよ」

　外套とかは食べ終わってからでも良かったんだが、正面に座ったルルの胸元がチラチラ見えて落ち着かなかったんだよ。その横に座っていたアリサの平らな胸は丸見えだったが、そっちは別にいい。

「どうした？　若わか旦だん那な」

「ああ、モツ煮込みを追加注文したい」

「おう、任せとけ！」

　奢おごりの上に追加注文までするのは心苦しかったので、店主が料理を用意している間に追加注文代として奥さんに大銅貨を数枚渡しておいた。

　ついでに奥さんに他の露店の商品を持ち込んでいいか尋ねたら、簡単に許可が貰えた。

　奥さんが持ち帰りの客の対応に呼ばれたので、料理を準備している店主にヤキトリの美味い店を紹介して貰う。

「ヤキトリなら、あの赤い旗をあげてる店がいいぜ。他の店は下拵えが雑だからな」

　店主の話によると、適当にぶつ切りにして焼いただけのヤツまでいるらしい。

　オレは店主に礼を言って、赤い旗の店に向かった。

　甘辛いタレのヤキトリは無く、塩味のヤツばかりだったが鳥の脂が焼ける匂いに負けて、その場で一本試食してしまった。

　さすが炭火の焼きたてだ。一口嚙かむだけでジュワッと鳥の旨味が口いっぱいに広がる。

　程よい塩加減だが、食塩じゃなく岩塩っぽい複雑な塩味だ。

　──ああ、よく冷えたビールが飲みたい。

　オレは店主にヤキトリの美味さを絶賛した後、焼きたての三〇本を買って皆の待つ場所に向かった。

　近くの路地の間からキラリと光が見えたので、そちらに顔を向ける。

　幾つもの双子の光が闇の中に浮かんでいる。

　──犬？

　目が慣れる前にＡＲ表示がその光の正体を教えてくれる。

　犬人族の奴隷の子供達のようだ。猫人族の子供もいる。

　一歩近付くと、光が動揺したように蠢うごめく。

　もう一歩近付くと、ようやくその姿が闇の中に見えるようになった。

　まんま直立する犬のような姿だ。日曜の子供番組にでてきそうな愛らしい姿で、ヌイグルミのようだ。これを迫害するとは……。

　彼らの目がオレが手に持った食べかけのヤキトリに固定されている。

　何人かは目を閉じてうっとりと匂いを楽しんでいるようだ。

「食べるかい？」

「……[image: ]ぃ、いの、れす？」

　犬人族の子供が、聞き取りにくい声で答える。どうやら、口の構造が違うからシガ国語が喋しやべりにくいようだ。

　それにゆっくりと頷いてやりながら、買ったばかりの大きな葉で包まれたヤキトリを全部プレゼントする。

「みんなで仲良く食べるんだよ」

「ぅあい」

「ぁいがとぉ」

　口々に礼を言う子供達に手を振って、さっきの赤い旗のお店に戻る。今度こそちゃんと買って帰らないとね。

　新しいヤキトリが焼けるまでの間に、買い忘れていたアリサとルルの外套と編み上げサンダルを調達しておく。

　ヤキトリは大好評で、アリサだけでなくルルも笑顔を浮かべていた。

　リザに至っては感涙に噎むせぶほどだ。

「まんぷく～？」

「幸せ一杯なのです！」

　煮汁まで残さず平らげたポチとタマが、幸せそうな吐息を漏らす。もちろん、他の三人も満足そうだ。特にリザは言葉も出ないほど満足そうな顔で余韻に浸っている。

　店主夫妻に美味しい食事の礼を告げて、皆を引き連れ宿へ帰った。




　　　　◆




「いらっしゃいませ──サトゥーさん?!」

　門前宿の前まで辿たどり着ついたオレ達を迎えたのは、マーサちゃんの元気な声だった。

　取り落としたお盆を拾うのも忘れて駆け寄ってきたマーサちゃんが、軽く抱き付いて再会を喜んでくれる。

　入り口から興味津々にこっちを見ている客達を搔かき分わけて、女将さんが出てきた。

「マリエンテールのお嬢様から聞いているよ、災難だったね。部屋はそのままにしてあるから、すぐにでも休めるけど……ずいぶん、人数が増えたもんだね」

「ええ、この子達がいなかったら迷宮から生きて帰れませんでしたよ」

　アリサやルルは迷宮を出てから会ったのだが、説明が面倒だったので省略した。後ろでアリサが「迷宮？」と呟くのが聞こえた。後で説明してやろう。

「それで、この子達の分も部屋を取りたいんですけど、空きはありますか？」

「それが生あい憎にく満杯でね……」

　女将さんは歯切れ悪く言葉を詰まらせると、店の奥で腕組みしてこちらを睨ねめ付つける旦だん那なさんの方に視線をやる。

　旦那さんだけでなく入り口からこちらを窺うかがっている客達からも、獣娘達に対して害意というか悪意ある視線と誰に聞かせるでもないヒソヒソとした声で罵ののしり言葉を交わしている。

　何か陰湿なイジメみたいでムカムカする。

　ポチとタマを視線から庇かばうように、オレの背後に隠す。

　──別の宿を探すか？

　夜も遅いしアリサとルルだけをオレの部屋で寝かせて、獣娘達と一緒に近くの公園で野宿しよう。野宿でも迷宮の石の床で寝るよりはマシだろう。

「マーサちゃん、こっちの二人を部屋に案内してあげて。女将さん、二人の追加料金はいくらでしょう？　私はこの三人と、どこかで野宿でもしますよ」

　吐き捨てるような口調にならないようにするのに、少し努力が必要だった。

　内心の苛いら立だちに震えるオレの手を、小さな手が包んだ──アリサだ。

「ご主人様、落ち着いてくださいませ。皆様もそんなに睨にらんだら怖くて震えてしまいます」

　アリサがオレの前に歩み出て、女将さんや後ろの酔客達に話し掛ける。

　怖いと言いつつ、子供とは思えない余裕のある口調だ。

「奥様、よろしければ納屋か厩きゆう舎しやの一角をお借りできないでしょうか？　この子達は迷宮で数多あまたの人族を助けたのです。信賞必罰とは軍人の言葉ですが、この子達の善行に少しばかりの慈悲を頂けませんか？」

「あ、ああ……、納屋は無理だけど、馬車の客は少ないから厩舎なら使って構わないよ。マーサ、案内してやりな。サトゥーさんの部屋にはもう一つベッドを運ばせるから、あんた達はしばらく酒場の端で待ってな」

　小さなアリサの言葉に吞のまれたのか、女将さんがあっさりと獣娘達を厩舎に泊める許可をくれた。酔客達も急に毒気の抜けた顔になって、すごすごと自分達の卓に戻っていった。

「少しはお役に立てましたか？」

「ああ、助かったよ」

　ちょっと得意そうな顔で見上げるアリサの頭を撫なでて、素直に礼を言った。




　マーサちゃんに厩舎に連れて行って貰もらい、真新しい干し草をたっぷり束ねて敷き詰める。

　初めは渋っていたマーサちゃんだが、対価に渡した銀貨の威力はすばらしく、好きなだけ干し草を使って良いと許可してくれた。なので、お言葉に甘えて遠慮無く使わせて貰った。

　干し草の束の上に防水製の天幕を敷き、その上に肌触りの良いシーツを被せる。これで寝てるときに干し草でチクチクする事も無いはずだ。

　干し草のベッドを作る時に、何故か「裁縫」スキルが手に入った。意味不明だが役に立ちそうなスキルだし、ラッキーだったと思う事にする。

　掛け布団代わりに、戦利品の中にあった毛皮を何枚かと柔らかそうな布束を置いていく。

　明日にでも、もっと暖かい毛布や掛け布団を買おう──いや、別の宿か借家を探す方が先だな。

「ふかふか～？」

「お城のベッドみたいなのです！」

　ポチとタマが嬉しそうに藁わらの寝台に飛び乗る。

　二人を微笑ましそうに見ていたリザに、食料や武器の入った鞄かばんを預ける。

　市内では奴隷が武器を携帯する事は禁止されているのだが、「主人の財産を預かっている」という建前にして持たせるのは可能だと奴隷商人のニドーレンが教えてくれた。

「もし、不ふ埒らちなヤツが忍び込んできたら、殺さない程度に排除する事。大声を上げてくれたら、すぐにでも助けに来るからね」

「はい、ご主人様からお預かりした品々は何としてでも守り抜きます」

「リザ達三人の方が大事だから、自分達の身の安全を最優先して欲しい。いざという時は物品は破棄していいから」

　拳こぶしを握りしめて使命感に燃えるリザに、釘くぎをさしておく。品物は幾らでも買い替えられる。三人の命や貞操の方がはるかに大事だ。

　預けた品の中に入っている食料品は、お腹が減ったら自由に食べて良いと許可しておいた。

　朝寝坊したせいで、この子達がお腹を空かせているとかイヤだからね。




　予備のベッドが運び込まれて手狭になった部屋に、アリサとルルを連れて入る。

　獣娘達の寝台を作るのに思ったよりも時間がかかったので、二人とも少し眠そうだ。いや、ルルは眠いというよりは疲れたのか、顔色が少し青い。

　寝る前にアリサから日本語を知っている理由とかを聞き出したかったんだが、別段急ぐ事でもないし明日でいいだろう。

「今日はもう寝ようか」

　明かりは蠟ろう燭そくの載った燭しよく台だいだけなので、けっこう暗い。

　オレが外套を脱ぐとルルが慌てて駆け寄ってきてそれを受け取り、部屋の壁に掛かった木製のハンガーに吊してくれる。ローブを脱ぐのまで手伝ってくれようとするのを、やんわりと止める。

「手伝いはいいよ。自分達の事をしなさい」

「……は、はいっ」

　ルルが少し沈黙したのを不思議に思って様子を窺ったのだが、オレと目が合うと焦ったように後ろに下がって、ベッドの木枠に足を取られて仰向けに倒れこんだ。

「大丈夫か？」

「だ、だいじょ、大丈夫です！　大丈夫ですから！」

　起き上がるのに手を貸そうとしたのだが、慌てたように拒否された。

　ルルは少し男が苦手なのかも。

　──いや、初対面の男相手なんだから、ごく普通のリアクションか。

「そうか？　なら、支度をしなさい」

　自分達の寝る準備をするように告げたのだが、どうも間違って伝わったらしい。

　彼女達の着替えを見ないように、背を向けて脱いだローブを畳む。後ろで衣擦れの音がやんでしばらくして、「準備できました」とアリサが報告してきたので振り返る。

　──なぜ、全部脱いでるんだ？

　内心の驚きを「無表情ポーカーフエイス」スキルの助けを借りて押し殺す。

　この子達は裸族？　裸族なのか?!

「二人とも、ベッドの掛け布団は薄いから全部脱いだら風邪を引くぞ」

　なるだけ平静な態度で、二人に服を着るように促す。

　幼いアリサの裸は別に何とも思わないが、テレビの向こう側にしか居ないようなルルの清純な肢体に息を吞みかけた。そんな自分に、少し自己嫌悪する。

　ルルと恋愛関係になりたい気持ちは特に無いが、ここで動揺を見せて、そういう性癖だと思われるのは御免だ。

　オレはルルの意外にある胸に留まろうとする視線を、意志の力で捻じ伏せた。

　セクハラに走る前に、セーリュー市の歓楽街にお邪魔せねば。

　今のオレは一五歳の外見だが、幸いな事にこの国では成人年齢らしいし、歓楽街に出向いても門前払いを受ける事もないだろう。

　裸のままの二人に、改めて服を着るように促す。

「寝巻きにはさっき渡した裾すその長いシャツを着なさい」

「あっ、あの、ご奉仕は……」

　ベッドの上でいそいそと掛け布団を捲まくっていたアリサが、呆ぼう然ぜんと言葉を途切れさせた。

　この世界の奴隷は夜よ伽とぎをするのが標準なのだろうか？

「いや、要らないよ。明日は朝から身の回りのモノを買い出しに行って貰うから、今日はもう寝なさい」

「──要らない?!」

　愕がく然ぜんとした表情のアリサよりも、オレの言葉を聞いてポロポロと大粒の涙をこぼし始めたルルのフォローを優先させる。

　シーツを被せてルルの身体を隠し、ハンカチを手渡してやる。

　初めて会ったばかりのオッサン──見た目は同い年くらいだが──に身体を許すのは、奴隷という身分に落ちても辛いものだろう。安心して泣いてしまうのも当たり前だ。

　彼女達が妙齢の美女だったら理性が危なかったが、少女相手にセクハラをする気は無いので「今後も夜の奉仕は必要無いよ」と言い含めておいた。

　ルルは男性が苦手なようなので、ルルの涙を拭ふきながら慰める役をアリサと交代する。

　その姿を見ていると、どちらが年上か判らない。

　やがて泣き疲れて眠ったルルと、釣られて眠ってしまったアリサの上に、薄い布団と獣娘達に渡してきたのと同じ毛皮を載せてやる。これで朝まで暖かいはずだ。

　目を閉じたアリサの頰が、ぷっくりと不満そうに膨らんで見えたのは気のせいだろうか……。

　そんな事はさておいて、オレも疲れた。さっさと寝ようと、もう一つのベッドに潜り込む。目を瞑つぶっても表示されるメニューを、思考操作で全てＯＦＦにして眠りについた。




　　　　◆




　そして冒頭の状態に飛ぶ。

　──おかしい、アリサと同どう衾きんした記憶が無い。

　アリサの髪を梳すきながら、その艶つややかな感触を楽しむ。

　擽ったそうに微笑むアリサが、愛おしくて堪らない。

　──確かに整った顔立ちだが、オレはいつから幼女趣味ロリコンになった？

　アリサはクスクスと小さく笑みを零しながら、オレの胸を指で優しくなぞる。

　その白い指先が色っぽい。

　──色っぽい？

　オレは二重人格のように、アリサの愛あい撫ぶを受け入れている自分と、それを疑問の目で分析する自分に分かれていた。

　前者に主導権があるのか、後者をすぐに思考の片隅に追いやってしまうが、後者はしぶといらしく、オレが何か疑問を抱くたびに勢力を盛り返す。
















　そんな一進一退の鬩せめぎ合いが終わったのは、アリサが耳元、鎖骨、胸板と順番にキスをしている時だった。

　オレはアリサの愛撫に応えて、彼女のうなじから首筋を撫で返した時に「欲しい」と思ってしまった。

　幼女相手にこの思考はおかしい。幾らなんでも違う。

　ぼやけていた思考が少しクリアになる。オレは思考操作でメニューを開きログの表示設定をＯＮにする。

　──ログの中に見つけた！

　オレはゆっくり体を起こし、こちらを見上げてきたアリサの両脇に手を差し入れて持ち上げ、首筋に顔が来るように抱きしめる。

　少し慌てつつも、愛おしそうにオレの頭を抱きしめるアリサ。

　オレはその耳元で優しく、だがハッキリと「命令」する

「アリサ、魔法とスキルの使用を禁止する。これは命令だ！」

　アリサは手を緩め、驚きよう愕がくに歪ゆがんだ顔をこちらに向ける。

　その空白を突いて、さらに命令を重ねた。

「続けて命ずる！　既に効果を発揮している魔法とスキルの効果を、今すぐ解除しろ！」

　命令は速やかに受理されたらしく、ログに魔法効果が解除された事が表示される。ＡＲ表示の情報も変わっていく。

　念のためにログに出ていた「精神耐性」スキルを最大まで取得しておいた。「暗視」や「精神魔法」スキルも手に入れていたみたいだが、今はいいだろう。

「どうして……」

「それは、こちらのセリフだよ？　精神魔法でオレを操って何が目的だ？」

　そう、彼女は宿の入り口とさっきの二度、魔法を使っていた。

　宿の時は良い。使っていた魔法は二つ「平静空間カーム・フイールド」と「倦怠空間ウエアリネス・フイールド」──恐らくだが、獣娘達への悪意を中和するためのモノだろう。

　だが、さっきオレに掛けていたのは「魅了チヤーム・パーソン」「誘惑空間テンプテーシヨン・フイールド」と「発情空間ヒート・アート・フイールド」の三つだ。

　明らかにオレを誘惑し、意のままに操ろうとする強い意図を感じる。

　アリサが日本語を理解できた驚きで忘れていたが、ＡＲ表示された彼女のスキルは「不明」──そう、「なし」ではなく「不明」だったんだ。

「……精神魔法と言われましても」

「誤魔化したり惚とぼけたりするのも禁止する。命令だ、目的を言え」

　オレは逃げ道を塞ふさいで尋問する。




[image: ]「尋問」スキルを得た。




　よし、丁度良い。ポイントを割り振って有効化アクテイベートする。とりあえずスキルレベル五くらいにしておこう。

「重ねて言う、噓偽り無く目的を話せ」

「……ご主人様に奉仕したかったのよ」

　彼女は観念したのか、どこか不ふ貞て腐くされたように話し出した。

　さっきまでのお淑しとやかな感じが消えている。

「意味が判らないな、もう少し判りやすく話せ」

「もう！　だから言ってるじゃない。最初に会った時に一ひと目め惚ぼれしたの！」

　──はあ?!　一目惚れ？

　予想外の言葉に、呆あつ気けに取られて追及の手を止めてしまった。

「細く柔らかそうな黒髪！　無防備そうな表情！　バタくさくない童顔！　華きや奢しやな体たい軀く！　ムダ毛の無いスベスベの手足！　こんな人が旦だん那な様になってくれたら！　そう夢想していた人がご主人様になってくれたのに、ご奉仕は要らないなんて言うんだもの！　そんなの許せないわ！　だから魔法を使ったの！　わたしに夢中になって貰もらえるように！」

　その隙を突いて彼女はマシンガンのように言葉を重ねる──少し自や棄け気味だ。

「それで惚ほれさせた後に、洗脳でもしようとしたのか？」

「違う！　ぜんっぜん違う！　わたしは奴隷になる時に誓ったもの。『昼も夜も奉仕の手を休めず、精力的にご主人様にお仕えします』って！　だからご主人様を誘惑して気持ち良くなって貰うのは奴隷の責務なのよ！」

　どういう理屈だ？

　やっかいな事に噓をついている雰囲気じゃない。

　そもそも奴隷は主人の「命令」に逆らえないはずだ。

「建前は判った、それで本音は？」

「ご主人様が夜よ這ばいに来てくれるのを待ってたら本当に寝ちゃうし……仕方無いからベッドに潜り込んで寝顔を見てたらムラムラしちゃって」

　テヘッと擬音が出そうな顔だ。ちょっとムッとしたので頰を引っ張る。これくらいの制裁はかまわないだろう。

「いひゃい、いひゃいれす。いふぁいのははきゃのろきらけにひて～」

　薄い頰なのに良く伸びる。

　楽しくなってきたが、アリサの目め尻じりに涙が浮かんでいたので止めてやる。

「ちゃんと初めは一人で我慢してたのに～」

「では劣情に負けて襲っただけなのか？」

「そうよ」と彼女は頷うなずく。

「まったく、なんなんだお前は……」

　ＡＲ表示にはこう出ている──





名前：アリサ

年齢：一一歳




レベル：一〇




称号：「サトゥーの奴隷」




「亡国の魔女」

「乱心王女」




スキル：「精神魔法」

ギフト：「自己確認セルフ・ステータス」




「能力鑑定ステータス・チエツク」

「技能隠蔽ハイド・スキル」

「宝物庫アイテムボツクス」



特殊能力アビリテイ：


「不撓不屈ネバー・ギブアツプ」

「全力全開オーバー・ブースト」






　──まったく、見た事の無いスキルだらけだ。

　アリサはオレの問いに悪戯っぽく答えた。

「わたしは橘たちばな亜あ里り沙さ、あなたと同じ日本人よ」







　アリサ





〝サトゥーです。会社のオフィスがサブカルの聖地にあったせいか、最寄りの食事処がメイド喫茶でした。毎日通っていたので「ご主人様」呼ばわりされるのに抵抗がありません。〟






「正しくは橘亜里沙という日本人の記憶を無くさずに、クボォーク王国に転生した元日本人ね。あなたも転生？　いいえ、その黒髪からしたら勇者として召喚されたのかしら？　佐さ藤とうさん？」

　ＡＲ表示される彼女の情報には、元日本人だとか橘亜里沙という日本名は表示されていない。

　オレのステータスにも日本人とか鈴すず木き一いち郎ろうとか書いてないから同じか。

「どうしたの黙っちゃって？　わたしが会った日本人はあなたで二人目」

　その言葉にオレの視線が、もう一つのベッドで寝ているルルに行く。

「ルルは違うわよ？　会った事は無いけど、あの子の曽そう祖そ父ふが日本人だったそうよ。隔世遺伝って残酷よね。日本で生まれてたらアイドルにだってなれたのに」

「どういう事だ？　ルルは自棄に自分の事を卑下していたけど。彼女ならシガ王国でもモテモテだろう？」

「やっぱり佐藤さんには、そう見えるのね。ニドーレンも言ってたでしょ？　こっちの人にとって、あの子は美人じゃないのよ」

「お前が精神魔法で──」

「違うわよ」

　ルルの貞操の為に精神魔法で不細工だと思わせたのかと聞こうとしたが、被せるように否定された。

「こっちの美的感覚だと、ノッペリした起伏の無い顔に薄い口唇、白くない肌、ちいさなお尻しり。好まれないポイントが巧みに集まってる感じなの。お陰で奴隷として買い手が付かなくて良かったけどね」

　あれ？　もし日本人顔が嫌悪の対象なら、オレも不細工だと思われているんじゃないか？

　そんな考えが顔に出たのか、アリサが補足してくれた。

「一般的な美形とはほど遠いけど、佐藤さんは普通の外国人顔扱いだと思うわよ。ルルは奇跡的なまでに少しずつ歯車がズレているっていうか、普通の不細工よりも嫌悪の対象として映るっぽいわ」

　時代と場所で美人のタイプが変わると言うが、不運な──いや、境遇を考えたら幸運なのか。

　微妙に納得いかないが、ルルは現地人には不美人に見られると認識しておけばいいだろう。

　ルルの話はそれでお仕舞いとばかりに、アリサが話を変えた。

「それで佐藤さんは転生者か転移者のどちらなの？」

「佐藤さんは止めろ」

「は～い、ご主人様」

　サトゥーならいいが、佐藤と呼ばれ続けると鈴木という本名を忘れそうになる。大して変わらないけどさ。

「話を戻すけど、ご主人様はどっち？」

「それはどう区別するんだ？」

　オレはアリサの問いに質問で返した。「転生者」と「転移者」のどちらかと聞かれても、どちらも馴な染じみが無い単語なのでイマイチ違いが判らない。

「転生者は元の世界で事故とか寿命で死んで、この世界に生まれ変わった人。転移者は召喚魔法で無理矢理この世界に拉ら致ちされた人。勇者とかは転移者ね」

　拉致って……。

　偏見がたっぷり込められたセリフだが、オレはどちらに該当するんだろう？

「転生者は必ず赤ん坊からなのか？」

「物語だと成人した姿で転生とかあるけど、この世界だと赤ん坊からしか無いわ」

　ずいぶんキッパリと断定するな。そう思って確認してみると──。

「転生の時に神様にそう言われたもの」

　──という答えが返ってきた。

　神に会ったのか？

　日本でそんな事を言うヤツがいたら、その場からフェードアウトして他人の振りをするか正気を疑うに違いない。

「転移者は元の姿で召喚されるのか？　服装とか持ち物とか容姿とか」

「召喚された人はその時に着ていた服装のままらしいわ。もちろん容姿もそのまま」

　服装はそのままだったが、オレが若返ったのはどうしてだ？

「それは伝聞か？」

「サガ帝国の勇者から直接聞いたし、間違い無いと思う。異世界から勇者を召喚できる国はサガ帝国だけだから」

　ならサガ帝国へ行けば帰る方法も判るのかな？

　シガ王国の観光が終わったら、次の目的地はサガ帝国にしようか。

　さっきアリサが言っていた二人目の日本人は、この勇者の事だろう。

　さて、それよりもアリサにどう話すべきか──オレの事情を正直に話すか秘密にするか？

　精神魔法で心を操ったり押し倒してくるようなヤツだが、色々な意味で手がかりなのは間違い無いだろう。

「なるほど、だがオレはどちらでも無いな。仕事場で仮眠を取って、気がついたら荒野に立っていたんだ」

「神様には会わなかった？」

「会ってないな」

　アリサは腕を組んで唸うなっている。そろそろ服を着せないと。

「それじゃ、この世界に来た時に召喚陣の中に出た？」

「いや、荒野に一人だけだ」

「なら最初から高レベルとか？　魔力が無限にあるとか？　スキルが沢山あるとか？」

「最初はレベル一だったし、魔力も一〇だった。スキルも無かったな」

　……いや、流星雨とかの使い捨てのアイコンがあったっけ。

「何ソレ、無理ゲーもいいところね？」

　おっと、オレが同情されたり尋問されてどうする。

「オレの事よりお前の事だ。持っているスキルを順番に全部言っていけ。ギフトや特殊能力なんかもだ。一応言っておく、『命令』だ」

「命令されなくても答えるわよ」

「まずは精神魔法、スキルレベル五よ。なかなかでしょう？　生後手に入ったスキルポイントは全部これにつぎ込んだわ」

　──全部？

　アリサのレベルは一一だ。オレと同じだとしたら、一一〇ポイントのスキルポイントがあるはずだ。

　精神魔法のスキルだけなら、一〇ポイントあれば最大にできるだろう？

「アリサ、質問だ」

「ほい、何でも聞いて。バストサイズは──」

　余計な情報を伝えようとするアリサの口に枕を押しつけて塞ふさぎ、質問の続きを言う。

「レベルアップ毎に手に入るスキルポイントはどのくらいだ？　あと精神魔法のスキルレベルを上げるのに必要なポイントは？」

「ん、もう乱暴なんだから。スキルポイントはね、レベルアップ毎に２ｄ６くらい。あ、２ｄ６ってのは六面体のサイコロを二個振った値ね。二から一二ポイントで平均七よ。精神魔法スキルを上げるポイントはスキルレベル毎に違うわよ。具体的にはね──」

　アリサの語る情報を交流欄のメモ帳に記入していく。

　──どういう事だ？

　オレとアリサでレベルアップで手に入るスキルポイントや、スキルレベルを上げるのに必要なスキルポイントが違い過ぎる。

　オレが特殊なのか、何か法則があるのか？

「どうかした？」

「いや、ちょっとな」

　気遣わしそうに尋ねてくるが、オレは言葉を濁して誤魔化した。

　アリサの話が事実だとして、オレがスキルを覚える効率は普通の人の数倍──もしかしたら数十倍の可能性がある。

　ある意味、「流星雨」や「全マップ探査」の魔法に匹敵する特異性と言える。

　この事を教えるのは、アリサが本当に信用に足ると判断できてからで良いだろう。それまで秘密にしておく事にしよう。

「アリサ、新しいスキルを覚える時はどうしてる？」

「普通にリストから選んで覚えるわよ」

　その辺は同じか──いや待て。何か勘違いしている気がする。

「そのリストに新しいスキルが増える契機は何だ？」

「スキルポイントが増えた時ね。必要な条件──スキルポイントとか下位スキルとか──を満たしたらリストに並ぶわ。必要ポイントの半分でリストに増えるから、ポイントを溜ためておくか使うか選べて便利よ」

　ふむ、この辺も違うか。

　オレの場合は行動する事で、その行動に即したスキルを取得する。少々イージー過ぎるほど簡単に手に入る点を除けば、獣娘達のスキル取得もオレに近いモノがあった。

　オレの事を伏せて、獣娘達のスキル取得条件とアリサの話す条件が違うと言ってみたのだが、アリサからは自分達転生者や転移者の方が特殊なのだという答えが返ってきた。




　少し話が横道に逸それたが、アリサのスキル説明の続きを聞く。

「『自己確認セルフ・ステータス』は、文字通り自分のステータスを確認するスキルよ。ヤマト石で見るのより詳しいの。一番重要なのは、レベルが上がった時に筋力ＳＴＲや知力ＩＮＴとかの能力値やスキルポイントの割り振りを自分で決められる事ね」

　さっき言っていたスキルリストから任意のスキルを選べるのは、この「自己確認」スキルの効果らしい。

　それにしても能力値も任意に割り振れるのか。オレのメニューには無い機能だ。

　どうもオレのメニューは、このスキルの亜種みたいな感じがする。

「『技能隠蔽ハイド・スキル』は自分の持ってるスキルを隠すスキルよ。一度使うと解除するまで鑑定アナライズやヤマト石で調べても『スキルなし』に見えるの」

　オレのメニューだと「スキル不明」になったという事は鑑定アナライズとは違う系統の能力なのだろうか？

「『能力鑑定ステータス・チエツク』は他人のステータスが見られるスキルなの。本当は『鑑定アナライズ』の方が良かったんだけど、転生特典ポイントが足りなかったのよね」

　試しにオレのステータスを読み上げさせてみたが、ヤマト石と同じく交流欄で設定した内容だった。

　アリサによると「鑑定アナライズ」スキルは「能力鑑定ステータス・チエツク」などの「鑑定」系スキルの包括スキルとの事で、ステータスを確認する場合は「能力鑑定」と同じ性能しか無いらしい。

　ちなみにアリサの「技能隠蔽ハイド・スキル」は神から授けられたものなので、いかなる「鑑定」系スキルでも見通せないらしい。

　オレのＡＲ表示でも「不明」になっていたっけ。

　普通に「技能隠蔽ハイド・スキル」を覚えた場合、スキルレベルが一つ上の「能力鑑定ステータス・チエツク」で見破られてしまうらしい。

　隠蔽性能は、メニューの交流欄の設定の方がアリサの「技能隠蔽」よりも融通が利く分、上位互換っぽい。

「宝物庫アイテムボツクスは名前の通り。ゲームとかでよくあるアイテム収納庫ってヤツね。勇者達が標準で持ってる無限収納インベントリと違って、収納数が有限だけど嵩かさ張ばらないし重さも無いし、便利よ～」

　収納数を聞いたら、アイテムを一〇〇種類、同じ種類のアイテムなら一〇〇個まで重ねて持てるらしい。実にゲームっぽい仕様だ。

　一方で、水のような不定形なモノは約一リットルで一個扱いになるそうだ。

　裏技として、雑多な小物を大きな袋に入れて保存すると水と同様に体積で個数割り当てにする事が可能だと、アリサが自慢気に言っていた。

　オレのストレージはどちらかと言うと無限収納インベントリに近い機能だと思う。

　名前が違うだけなのか性能そのものが違うのかは判らないが、多少違っても便利だから別に良いだろう。

「喋しやべりすぎて、ちょっと喉のどが渇いたわ」

　アリサが喉を押さえて咳せき払ばらいしたので、水を貰もらってきてやろうと腰を上げたのだが、手で制されてしまった。

　アリサが「宝物庫アイテムボツクス」の実演を申し出てきたので、使用許可を与える。

「アイテムボックス・オープン」

　アリサが囁くようにそう詠唱し、芝居がかった動きで手を横に振ると、彼女の前に平面の黒い穴が開く。

　あれがアイテムボックスなのか？

　オレのストレージは出し入れの時に、エフェクトやああいう黒い平面の穴は発生しない。

　アリサがその黒い穴に手を差し入れると、中から水差しを取り出した。そのまま水差しに直接口をつけて喉を潤す。その横顔が得意そうだ。

　口の端から零れた水が裸の胸を伝う。水を飲む仕草が年不相応にエロい。

　中身は何歳なんだコイツ？

　行儀が悪いので「せめてコップを使え」と言ったのだが、取り出すのにも片付けるのにも魔力がいるから出し入れは最小限にしているとの回答が返ってきた。

　出し入れに魔力が必要なのか？　そこもストレージと違うな。

　アリサが飲み終わった水差しを戻そうとするので、戻す作業をやらせて貰った。なんというか薄ぼんやりと品物の見える黒い箱に品物を置くような感じだ。




[image: ]「宝物庫アイテムボツクス」スキルを得た。




　ストレージの下位互換みたいなスキルは要らないんだが……。

　それよりも残った「不撓不屈ネバー・ギブアツプ」と「全力全開オーバー・ブースト」のどちらかの能力が三〇〇ものレベル差を越えて精神魔法を届かせたのかが知りたい。

「ふふふん、どう？　お買い得だったでしょ？　これだけスキル持ってる奴隷なんて、めったにいないんだから！」

「他には無いのか？」

「うっ……」

　アリサは少し口くち篭ごもった後に「もう、欲張りさんね」と芝居がかった感じに外国人みたいにお手上げポーズを取る。

　ちょっとムカッとしたので、頭にチョップを落としておく。

　もちろん、怪け我がをさせないように、たっぷりと手加減してある。

「乱暴反対！　他にはね、固有ユニークスキルが二つあるの！」

　凄すごいでしょ？　とポーズを取るので乱暴に頭を撫なでる。「髪がみだれるぅ」と言いながらも少し嬉うれしそうだ。

　しかし、特殊能力アビリテイでは無く固有ユニークスキルなのか？

　そんなオレの疑問を遮るように、アリサの説明が始まる。

「この能力はルルも知らないわ。一つ目はね、全力全開オーバー・ブーストって言うの。全部の魔力やスタミナを消費して一撃の効果を何倍にも跳ね上げるのよ！　素敵でしょ？　まさにヒロインのための能力よね～」

　むしろ、使い捨ての大砲みたいだな。

「もう一つはね、不撓不屈ネバー・ギブアツプ。どんな強敵が相手でも絶対諦あきらめないための力よ！　具体的にはどんなに防御力が高くてもレベル差があっても、最低でも一〇％くらいの確率で魔法や攻撃が通るの！　凄いでしょ」

　確かに凄い。オレの魔法抵抗を突破するのに利用したのはこっちのスキルだろう。ログに「～の魔法に抵抗した」というのが沢山あったから間違い無いな。

「ただし三回までしか使えないの。使っても一ヶ月毎に一回分ずつ回復するんだけどね。ご主人様に魔法がなかなか効かなかったから、ムキになって三回分全部使っちゃった」

　やっかいなスキルだ。敵じゃなくて良かったと言うべきか？

　これは後で聞いた話だが、このスキルの効果時間中でも、完全耐性を持つ相手には意味が無いそうだ。例えば火炎攻撃が無効の火竜に「火炎放射フレイム・スロワー」なんかを使っても無駄らしい。




「ところでご主人様の固有スキルは何個あるの？」

「聞きたいのは『どういうスキルか？』じゃなくて個数なのか？」

「そうよ。それに固有スキルはわたし達の切り札なんだから、誰にも言っちゃダメよ？」

　てっきり、探りを入れてきたのかと思ったんだが、喋るなと忠告されてしまった。

　しかし、個数も何もオレには「固有スキル」なんて物は無い。

　このメニュー表示や、最初の流星雨とかが「固有スキル」なのかもしれないが、どうやって確認するんだろう？

　メニューの各タブを調べてみると、設定タブに目立たない字で「特殊能力アビリテイ」と書いてあった。

　選択してみると四つの名前が並んでいる。

「──四つだ」

「へ～、凄いわね。神様の話だと固有スキルが多いほど、魂の器が大きいそうよ」

　器ねぇ。オレみたいな小市民の器が大きいとは思えない。

　ちなみに、四つの特殊能力アビリテイは、それぞれ「メニュー」「ユニット作成」「ユニット配置」「不滅」と表示されていた。

　このメニュー表示は特殊能力アビリテイだったのか。アリサの固有ユニークスキルと同じ枠組みみたいだし、ややこしいので以後は固有ユニークスキルに統一して考えよう。

　固有ユニークスキルにストレージやレーダー、マップが無いという事は、これらの機能もメニューの一部という事だろう。

　こっちに来た当初だったらショボイ能力だと思ったかも知れないが、迷宮でメニューの有用性を見せつけられた後ではそんな感想も出ない。

　ユニットで始まる二つはシミュレーションゲームっぽい名前だが、グレーアウトしたままで選択する事はできなかった。これは不滅も同じで、ゲーム的に考えると何らかの条件を満たすと解放されるのではないかと思う。

　不滅というのは、ゲームみたいに死んだら教会で生き返れそうな能力みたいな気がする。だとすると解放条件は、死ぬ事ではないだろうか？　試す気はサラサラ無いので、それが条件だとすると解放は遠い先の事だろう。

　さて、考察しても答えの出ない事に思考力を割くのも勿もつ体たい無いので、棚上げしておく。




「幾つか確認したい事がある」

「どうぞ～」

「精神魔法を詠唱無しで使っていたがどうやったんだ？」

　宿屋の前で使っていたはずだが、詠唱した様子は無かった。

「ん～と、自己確認セルフ・ステータスの隠し機能なんだけど、一度覚えた魔法なら呪文の最後の発動語句コマンドワードを頭の中で読み上げるだけで使えるの」

　期待して聞いてみたが、覚えるには一度唱える必要があるらしい。

　やはり裏技は魔法の巻物スクロールを使うくらいしか無いのか。

　資金ならたっぷりあるし、ゼナさんにでも魔法屋を紹介して貰って巻物を買い集める事にしよう。

「もしかして魔法使えないの？」

「呪文の詠唱で躓つまずいていてね……」

　うん、噓はついてない。

　三つほど使えるがあれはイレギュラーだ。

「そうよね～。わたしも最初に他の人の詠唱を聞いた時は諦めかけたもん。結局一年くらい掛かったわ」

「そうだなチャレンジを始めてまだ二日、実質二時間ほどだしな」

「なにそれ、短すぎ。それで覚えられるなら魔法使いはもっと増えてるわよ」

　もっとも過ぎて何も言い返せない。

　黙ってしまったオレの隙をついて、寒くなってきたと言いながらアリサが抱きついて来た。それを軽く引き剝はがし、ベッド脇に落ちていた服と掛け布団を押し付ける。




「次だ、アイテムボックスの中身を言え。寝ている間に取り出したナイフや毒で殺されたら堪らん」

　今までの様子からしてオレに害意は持っていないようだが、オレに一ひと目め惚ぼれしたとかありえない事を言っているし、しばらくは油断しない方がいいだろう。

「えっとね～、『精神魔法』なんかの魔法書が五冊」

　アリサが革張り装丁の重そうな本をベッドの上に積み上げていく。時代を感じさせる古い本の匂いが微かにした。

　相場スキルの教えてくれる魔法書の値打ちは、アリサとルルの買値よりも遥かに高い。

「この本を売れば、自分を買い取る事もできたんじゃないのか？」

「奴隷の持ち物だもの、取り上げられて終わりだわ。それに、こんな紫髪のわたしが、忌み嫌われる精神魔法の魔法書なんて出したら何をされるか……」

　確かに精神魔法の字面的に、洗脳とか扇動とかヤバそうなのがありそうだ。

「迫害されそうな魔法じゃなくて、もっと別のを覚えれば良かったんじゃないのか？」

「これしか手に入らなかったの。魔法が使いたかったから独学で覚えたわ」

　うん、魔法が使いたいという気持ちは良く判る。

　それよりも──

「紫髪は不吉なのか？」

「紫の髪や目は不吉なモノとされているの。理由まで知ってる人は少ないけど、何か悪い事があったら全部の責任を押し付けられる感じね」

　そういえば奴隷商人のニドーレンも同じような事を言ってたっけ。

「ふ～ん、お婆ちゃんのオシャレ染めみたいなモノなのに」

「な、なんてものと一緒にするのよ……」

　アリサががっくりと脱力していてベッドに両手をつき、綺き麗れいな色の髪が広がる。こんなに綺麗なのに、訳も判らず忌み嫌うなんて勿体無い。

　おっと、話が逸それた。話題を戻そう。

「アイテムボックスの中身はそれで終わりか？」

「あとはさっきの水差しと服が数着だけど、全部出す？」

「ああ、出してくれ。さっきの水差しはいい」

　アリサが出していく服を見て頭が痛くなってきた。浴衣ゆかたにセーラー服、作りかけのメイド服……。なんでも、自作したそうだ。アリサに裁縫スキルは無かったが、転生前の特技だったらしい。

　魔法書もタイトルだけメモしておき、全てアイテムボックスに戻させた。

「取り上げないの？」

「魔法書は今度読ませて貰もらうが、取り上げる気は無い」

　不思議そうに小首を傾げるアリサに、キッパリと言う。

　幼女サイズのセーラー服やメイド服なんて持ってたら、変態扱いされちゃうよ。

「そうだ、アイテムボックスにコレも入れておいてくれ」

　そう言って布団の陰でストレージから出した小袋をアリサに渡す。

「重たっ。中見ていい？」

「ああ、構わない。全部で金貨一〇枚分ある。緊急事態になったら躊ちゆう躇ちよ無く使え」

　シガ王国の貨幣だけでなくサガ帝国の貨幣も交ぜてある。

　都市の中をデートしているだけで、暴動や迷宮の誕生に巻き込まれるような波は瀾らん万ばん丈じような世界だ。万が一の時の為に、多少は持たせておいた方が良いだろう。

「奴隷に金貨って……ご主人様って、すっごいお金持ち？」

「ちょっと棚ぼたで手に入れただけだ」

　アリサが小袋の中の金銀の輝きに目を奪われている。

　少額のつもりだったのだが、後で聞いた話では市民の平均月収が金貨一枚に届かないらしい。物価が違うから一概には言えないが、オレの感覚だと金貨一枚は五万から一〇万くらいなんだが……。よく生活できるものだ。

「判っていると思うが、緊急時以外は使うなよ？」

「もちろんよ！」

　アリサが曖あい昧まいな感じの返答で誤魔化したのには気がついていたが、他に金銭を安全に保管できる人材がいないのでスルーした。

　裁縫スキルもある事だし、他の子達には金貨を縫い込んだお守りアミユレツトでも作って持たせておこう。




「アリサ、最後にもう一つ聞きたい」

「おっけ～、ばっちこ～い」

　アリサが野球選手のような口調で気軽に答える。

「奴隷になった理由を聞いてもいいか？　これは命令じゃない。言いたくなければ黙秘して構わない」

　少し迷っていたアリサだがポツポツと語り始めた。

「転生前の知識で故郷を豊かにしようとして失敗したの」

「これでも王女様だったのよ」とアリサがおどけるように言う。

「最初はうまくいってたんだけど、不自然なくらい失敗しだして国は荒れ内乱は起こり、最後は隣国に乗っ取られたの」

「何をやったんだ？」

「普通の農地改革よ。腐葉土とか肥料とか四輪農法とか内政チートの基本よ」

　内政チートとか聞き覚えの無い単語だ。内政改革と脳内変換しておこう。

「失敗しても国が荒れる程なのか？」

「だから『不自然なくらい』って言ったの。腐葉土を集めた山が枯れたり。発酵中の肥料の中から蟲系の魔物が大量発生したり、クローバーやカブで地力が回復するどころか土地がやせ細っていったりね」

　いかにもファンタジーな現象だが、『不自然なくらい』と付け足すって事は……。

「誰かが妨害していたのか？」

「そうよ、でもそれを知ったのはもっと後。その時は異世界と地球の違いのせいだと思い込んで落ち込んだわ。『亡国の魔女』とか『乱心王女』なんて呼び方もされた」

　あの称号はソレか。

　すまん、アリサ。精神魔法で国王を操って美少年ハーレムを作ったとかだと思ってた。

「それにしても国を乗っ取るためなら、乗っ取った国から利益が取れないと意味が無いだろう？　国土を荒らしたら本末転倒だと思うんだが？」

「彼らには貧乏国の国土なんてどうでも良かったの。城の地下にあった『枯れた迷宮』が欲しかっただけだったのよ」

　アリサが悔しそうに折り曲げた指を嚙かむ。

「国を乗っ取った後、彼らは国民の不満を解消するために、国王と王太子、妃達を公開処刑にしたわ」

　悔しそうな顔に涙が浮かんでいる。

「そして残りの王子と王女達を集めて、こう言ったわ──。『国を滅ぼしたのはお前達が愚鈍だからだ。お前達に王族たる資格は無い』。──彼らに命令された宮廷魔術士は、わたしを始めとする王子と王女に強制ギアスのギフトを使ったの。『死ぬまで奴隷として生きろ』って。自分のせいで国を滅ぼしたと思い込んでいたわたしは、甘んじてその強制ギアスを受けて奴隷になったの」

　布団の下でストレージから取り出したハンカチで涙を拭ふいてやる。

「どうして奴隷にしたんだろう？」

「さっき言った『枯れた迷宮』を復活させる儀式の為だったの。奴隷なら逆らったり逃げ出したりできないし、契約コントラクトと違って強制ギアスを解けるのは国に一人しか居なかったから……」

　アリサがハンカチごとオレの手を握り締めながら続ける。

「毎月、満月の晩に一人ずつ迷宮の奥で怪しい儀式の生いけ贄にえにされていったわ……」

　手を握る力が抜けていく。

「一年後、迷宮が復活したみたい。生贄の儀式は終わり忌み色の髪を持つわたしと父様の庶子だったルルだけが生き残ったわ。わたし達は幽閉されていた塔から近くの離宮に移された。その場で処分されなかった理由は判らないけど。迷宮がまた枯れた時の予備だったのかもね」

　ルルが国王の庶子という事は、血筋的には王族なわけか。

　人種が違っていそうだったのでアリサとルルは義理の姉妹かと思っていたのだが、ちゃんと血の繫つながった肉親だったみたいだ。

「そして次の満月の晩に悲劇は起こったの。どこかから魔族が現れて、城とその城下町を破壊していったわ。わたしのいた離宮も焼かれ、ルルと二人で山に逃げ込んだのよ」

　外出禁止命令を受けていたアリサだが、城が壊された時に主人として登録されていた奸臣が死んだお陰で離宮から脱出できたそうだ。

「あのまま焼け死ぬしか無いと思ってたけど、ルルの称号が『主人なし』になってるのに気づいたお陰で間一髪逃げ出せたの。わたし一人きりなら、そのまま死んでいたわ」

　オレの手を巻き取るように抱きこみ膝ひざの上に座るアリサ。手が少し震えているのでしたいようにさせてやる。

「そのまま山を彷徨さまよって、死にそうな所を奴隷商人のニドーレンに拾われたの。主人のいない奴隷は街に入れないしね。変態貴族とかに売られないように、程よい立ち回りをするのに苦労したわ。それこそストレスで胃に穴でも開きそうだったもの」

　オレの腕に小さな頭を預けてくるので表情は見えない。

「精神魔法でニドーレンを操って娘のような扱いにして貰えば良かったんじゃないのか？」

「そうなのよ。上手く立ち回るのに必死すぎて、その事に思い至ったのは契約でニドーレンの奴隷になった後だったの」

「後からでも魔法で操れば良かったのに」

「そんな事したら契約違反で首が絞まって下手したら死んじゃうもの」

　ん？　ちょっと待て。

　アリサをこっちに向かせる。

「さっき魔法を悪用してオレを押し倒してなかったか？　どうして契約違反にならない？」

　見上げた顔が苦笑いになっている。

「あれは奴隷としての奉仕だもん。契約コントラクトの時にちゃんと宣誓したじゃない」

　──昼も夜も奉仕の手を休めず、精力的にご主人様にお仕えします。

「だから魔法も使って全力で奉仕するのよ！」

　手をわきわきさせながら「だから抱いて～、わたしの青い肉体を貪むさぼって」と抱きついてくるのをチョップで撃墜する。




「ところでその魔族の目的は何だったんだ？」

「知らないわ。魔族の事だから魔王を育てる為に迷宮を物色しに来たんじゃない？」

　そんな托卵するカッコウじゃあるまいし。

「迷宮は魔王を育成する為の物なのか？」

「そう主張している学者がいるだけで、神々は肯定も否定もしてないわ。ただ、今まで現れた魔王のほとんどが迷宮の近くで出現しているのよ」

　ならワガハイ君は、このセーリュー市に魔王を出現させる為に迷宮を作ったのだろうか？

　そういえば門前宿の女将さんからも似た話を聞いた気がする。

「そうだ、わたしも一つ聞いて良い？」

「なんだ？」

「宿に入る前に、リザさん達がいなかったら『迷宮から生きて帰れなかった』って言ってたわよね？」

　アリサの言葉に首肯する。

「迷宮都市セリビーラに行った事があるの？」

「いや、無いよ」

　確か、亜人差別の少ない都市だったっけ。

　街路が迷宮になっているのか、都市の近郊に迷宮への入り口があるのか判らないが、一度行ってみたい。

「じゃ、他国の迷宮？」

「違うよ、このセーリュー市にできた迷宮の事だよ」

　アリサが「うそっ」と呟つぶやいて呆あつ気けに取られたあと──

「ニドーレンが巻き込まれた騒動って、迷宮だったの?!」

　──と、勢い込んで迫って来た。顔が近い。

　アリサを押し戻しながら、暴動騒ぎや魔族が迷宮を作った事なんかを搔い摘んで話してやる。

　オレが銀仮面を被って上級魔族を討滅した事は省略した。

「魔族が新しく迷宮を作ったって言うの？」

　愕がく然ぜんとするアリサに頷うなずいてやる。

　それは驚くポイントだったのか。

「だって、この大陸に生きた迷宮は六個しか無いの。最後に迷宮ができたのは一〇〇年以上も昔よ。魔王の屍しかばねの上に迷宮が産まれたって本に書いてあった」

「下級魔族が作っていたから、迷宮なんてありふれたモノだと思っていたよ」

「そんな安いものじゃないわ。伝説級の秘宝アーテイフアクトでも使わないと迷宮創造なんて無理なはずよ。いったい、何が目的で……」

「魔物を量産して勇者と戦うとか？」

　オレの適当な答えを黙殺し、アリサは真剣な顔で考え込む。

　オレの肩に両手をかけるのはいいが、足をオレの腰に回してガッチリ固定するのはヤメロ。

「それならセリビーラとかの古い迷宮で十分よ。古い迷宮ほど規模が大きいから、新しい迷宮をわざわざ作る意味は無いと思う」

「なら、単なる陽動か、将来の為の布石とかじゃ？」

　勇者の目を引きつけるためとか、植林みたいな感じで。

「それはあるかもね」

　納得いかない様子のアリサの頭を撫なでる。

　魔族が何を考えているかなんて、情報が少なすぎてさっぱりだ。少なくとも伯爵領や迷宮内には魔族はいないし、目玉腕魔族みたいにミミックに擬態している様子も無い。

　ワガハイ君みたいに召喚されて来るかもしれないが、それこそ心配するだけ無駄だ。

　そんな状況まで憂いていたらハゲそうだ。

「わたしもセーリュー市の迷宮に入れないかしら？」

　アリサが真剣な顔でオレを見上げながら言う──のはいい、どうして平らな胸を押し付ける？

「無理じゃないか？　当局の知り合いから聞いた限りじゃ、当分は封鎖するみたいな話をしていたよ」

「そう……」

　当局の知り合いこと、ゼナさんも明言していた訳じゃ無いが、城にいた時に似たニュアンスの事を言っていた。

「どうして迷宮に入りたいんだ？　魔物がいるような危険な場所に何か用でもあるのか？」

「魔物がいるから入りたいのよ」

「何か魔物に恨みでも？」

「そんなの無いわよ。レベル上げがしたいの」

　レベル上げって……、ゲームじゃあるまいし──いや、現実だからこそレベルを上げたいのか。

　獣娘達だってレベルが上がる事で、基礎ステータスが底上げされて生存能力がアップしていた。こんな危ない世界なら、レベルを上げるのは重要に違いない。

　でも、その割に市民のレベルって低いんだよね。兵士だってレベル五から七くらいだし。

「そんなに入ってみたいなら知り合いに聞いてみてあげるよ」

　思い詰めたようなアリサを見かねて、ついそんな事を口走ってしまった。

「ほんと?!」

「ああ、入れるかどうかは微妙だから、あんまり期待するなよ？」

「うん、ありがとう！」

　ぱあっと明るい笑顔になった現金なアリサを引きはがして、今度こそ頭からシャツを被せる。

「でも魔物を倒す以外にレベルを上げる方法は無いのか？」

「もちろんあるわよ。でもね、一番効率がいいのよ」

　効率と聞くとＭＭＯ─ＲＰＧを思い出す。

　経験値効率の高いモンスターばかりを狙って狩ったものだ。

「人間や獣を殺すよりも魔物を殺した方が経験値が何倍も多いらしいの。城の兵士や騎士達から盗み聞きした話から推測しただけだから、詳しい理由は知らないけどね」

　もし同じだったら、経験値を得るために奴隷や平民を虐殺する貴族や、食べるためじゃなく殺すために家畜を育てるヤツが出てきそうだ。

「アリサもレベルを上げるために魔物を殺したのか？」

「それができたら早かったんだけどね。本を読んで上げたの。知ってた？　新しい知識を手に入れると経験値がたまるのよ。お陰で王城に篭こもったままでレベルが上がったわ」

　なるほどゲームじゃないし、戦闘でしかレベルが上がらないはず無いか。

　この日はアリサが寝落ちするまで、この世界のシステムについて語り合った。







　勘違いは恋のスパイス





〝サトゥーです。古今東西のラブコメでは誤解やすれ違いが物語を盛り上げる事が多い気がします。現実だと別れ話に直結するので遠慮したいですね。〟






　窓の外から雑踏の音が聞こえる。少し寝過ごしたか？

　ベッドの温もりに負けそうになりながら、昨日の事に思いを馳はせる。

　昨夜は色々な知識が手に入ったし、アリサが奴隷になった過去も判った。

　アリサが寝落ちする直前くらいに、アリサに「奴隷から解放してやろうか？」と尋ねてみたのだが、「強制ギアス」で縛られているから無理だと言われてしまった。

　奴隷から解放されると「強制ギアス」の命令に逆らった事になり、全身から血を噴き出して死んでしまうらしい。呪いみたいなスキルだ。

　公都や王都なんかの人の多い所まで行けば「強制ギアス」を解除か上書きできるスキルを持つ者もいるだろうから、奴隷から解放するのはそれまでお預けだ。

　アリサに魔法で魅了された事が判った時は、朝になったらクーリングオフする気だったんだが色々と同情する事も多かったし、同郷の子供を異邦の地で身寄りも無いまま突き放すほど薄情にもなれなかった。

　この甘さを将来後悔する事になるかもしれないけど、その時はその時だ。

　レベル三一〇の武力と国を傾けそうな財力で切り抜けよう。

　そんな慢心に溢あふれた決意を叩たたき壊こわすように、扉がズバンと勢いよく開かれる。

　──ノックは無い。

「サトゥーさん起きてる？　恋人さんが来てるよ」

　マーサちゃんは朝から元気だ。

　その後ろから、ゼナさんが「こ、恋人じゃ……」と呟きながら、わたわたとマーサちゃんの口を塞ふさごうとしている。

「おはようございます」

　上半身を起こし挨あい拶さつする。

　肌寒い──そうか、シャツは昨日アリサに剝むかれたままだった。

「おお、なかなかイイ体だね」

　マーサちゃんは興味深そうに半裸のオレを眺める。ゼナさんは、その後ろから赤くなった顔を掌で隠しているのに、指の隙間からこちらをガン見している。

　軍人なら男の裸は見慣れてそうなのに。

「すみません、お見苦しい姿で。すぐに着替えますから」

　ベッドから下りようと手をつく。

「あんっ♪」

　──生温かい。

　下を見下ろすと半裸の幼女。ついた手はむき出しの胸に──そうか昨日はあのまま眠ってしまったんだった。

　同どう衾きんする幼女を見てゼナさんの顔色が赤から青に変わっていく。

「……ご主人様、……そんなにされたら……壊れちゃいます……」

　そこにルルの寝言が狙ったようなタイミングで入る。

　そちらを見ると寝返りをうったのかこちらに背を見せて横向きに寝ている。ただ短い服が捲まくれて可愛かわいいお尻しりが丸見えになっている──そういえば下着を穿はいてなかったな。

　さらにシーツには赤い染みが……。

　あれ？　襲ってないよね？

「ふ、ふ、不潔です！　サトゥーさんのばかぁぁぁ～～～～！」

　泣きながらゼナさんが部屋を飛び出していく。

　マーサちゃんはポリポリと頭をかきながら「お邪魔しました～。ごゆっくり～」と言って扉を閉める。

　──リアルで不潔って初めて聞いたな。

　そんな風に、どこか人事のような感想を抱いてしまった。

「ご主人様、清潔な布切れがあったらくれない？　ルルが月経みたいだから」

　オレはカバンから布切れを取り出して渡す。

「ありがと。それよりも追わないの？　早く行かないと拗こじれるわよ？」

　別に恋人というよりは友人なんだが。

　もっとも、友人に幼女趣味ロリコン疑惑を持たれるのも嫌だし、追いかけて誤解を解こう。

　半裸で飛び出すわけにもいかず足元に落ちていたシャツを着る。言うまでもないがズボンははじめから穿いている。

　レーダーで確認すると、ゼナさんは宿を出て中央通りに入る所だ。さすが軍人、足が速い。このままだと、あと少しでこの部屋の前を通る。

　──この機能って便利だけど、ストーカーが手に入れたら怖すぎる。

　バカな事を考えながらも、タイミングを計って窓から通りに飛び降りる。

　ゼナさんの進路を塞ぎ、着地する。驚いて足を止めたゼナさんを抱きとめ、くるりとダンスのように一回転して勢いを散らす。




[image: ]「舞踏」スキルを得た。




「ゼナさん、誤解ですよ」

　ゼナさんはオレを拒否するように、両手でオレの胸を押し戻そうとする。押し戻す力が弱い──こういう時は離しちゃダメだ。

　ここで手を離したら、信じられないけど信じたい──そんな矛盾した乙女心を、悪い方向で固めてしまう。
















「だって、あんなに可愛い子と一緒に寝てたじゃないですか！」

「寝ぼけてベッドを間違えたんでしょう」

　子供と同衾してもセーフだよね？

　昨日だってオレはちゃんとトランクスを穿いていた。声を大にして無実を主張したい。

　──幼女趣味ロリコンじゃないと！

「もう一人の黒髪の子とも！　う、うぅ……」

「寝相の悪い姉の方なら、月のものらしいですよ」

　あまり往来で口にするような内容でもないので、ゼナさんの耳元でそっと囁ささやくように告げる。

　ようやくゼナさんの力が緩んできた。

「で、でも、男の人が女奴隷を買うのは、夜の奉仕のためだって、リリオが！」

　──リリオめ。

　今はセーリュー市の外へ巡回に出ているリリオに、心の中で罵ば声せいを浴びせる。

　ゼナさんの護衛兵にして親友らしきリリオにとっては、純情ピユアな友人を守るための助言なんだろうけど、事実無根にもほどがある。

「人によりますよ。あの姉妹は小間使い代わりですよ？　護衛はリザ達ができますが、買い物をさせたりするのには向いてませんから」

「……でも」

　頭では理解しても感情がついて来ないとかかな？

　ここで「そういう目的なら色っぽい大人の女性を買う」とか言っちゃうと、さらに怒らせそうだしやめておこう。

「今日の衣装は前のと雰囲気が違いますね。フリルが豊かで清せい楚そさの中に華やかさがあります。ゼナさんの魅力を引き出してくれてますよ」

　こういう時は誉めて有う耶や無む耶やにするのがいい。

　ゼナさんも「そんな……服だけです……」とか恥じらいつつも少し嬉うれしそうな表情になってきた。

「素敵ですが、すこし薄着で寒くありませんか？」

「いえ、鍛えてるので大丈夫です」

　女の子のセリフじゃありませんよ、ゼナさん。

　そこは男の腕を取って「こうしてれば暖かいですよ？」とか言って翻ほん弄ろうしないと！

「そうだ、この先の店で素敵なストールを売っていたんですよ。一緒に見に行きませんか？　きっと、ゼナさんに似合いますよ」

「本当ですか？　見に行きたいです！」

　よし、話を逸そらせた！

　セーリュー市に来た初日に、マーサちゃんの視線がロックオンしていた服飾店だ。

　その後、何十本というストールやショールを比較したあと、ゼナさんが選んだピンク色のストールをプレゼントする。

　受け取ってくれるまで一ひと悶もん着ちやくあったが、店を出る頃には完かん璧ぺきに機嫌が回復していた。

　……女性の買い物って長いよね？




　ゼナさんを連れて宿前まで戻ると、宿の入り口から少し離れた場所でアリサが手招きしていた。あそこは宿の中庭へと続く馬車用の出入り口だったはずだ。

「おかえりなさい、ご主人様。誤解が解けたみたいで良かったね」

　拗こじらせた原因が人事みたいに言うので、軽くデコピンしておく。

「あうっ……」

「ただいま、こんな所でどうした？」

「お腹が減ったから、リザさんに食べ物を分けて貰もらいに来てたの」

「もう食べたのか？」

「うん、ルルはまだ向こうで食べてる。でも、ちょっと食欲が無いみたいで……」

　そうか、体調が良くない時にチーズとか燻くん製せい肉は辛いだろう。アリサに銅貨を数枚渡して果物を買ってきてやるように言う。

　オレは服を着替えに一度部屋に戻った。

　ゼナさんには宿一階の酒場で果実水でも飲んで待って貰っている。

　部屋に戻ってテーブルの横に立てかけてあった銅の洗面器に奈な落らくの水瓶ウオーターボトルで水を注ぎ顔を洗う。寝癖は無いようなので少し濡ぬらした手で髪を梳すいておく。今度、この世界の整髪料を探してみよう。




「お待たせしました、ゼナさん」

「いえ、マーサさんとお喋しやべりしていたので大丈夫です」

「邪魔者は消えるね」とマーサちゃんが仕事に戻っていく。

　入れ替わるように入り口から戻ってきたアリサに、リザ達を呼びに行って貰う。

　ルルは顔色が悪かったので部屋に戻らせる事にした。通りかかった小間使いのユニちゃんに部屋まで水差しを持っていくように頼んで、チップ代わりに賤貨を渡しておいた。

　ゼナさんと外に出ると、アリサがリザ達を連れて出てきた。

「この金で皆の衣服と日用品を買い揃えてきてくれ。計算や値引き交渉はアリサに任せる。リザはスリや人攫さらいからアリサ達を守ってやってくれ」

　銀貨が一〇枚ほど入った小袋をリザに渡す。アリサには小袋に入った銀貨二枚分の小銭だ。

　一箇所に金を集めると危ないので、海外旅行の時にするような用心をしておく。

　アリサが小声で周辺警戒用の魔法や、隠いん蔽ぺい系のスキルの使用許可を求めてきたので与えておいた。そういえば、昨晩禁止した後に許可するのを忘れていた。

「ポチも守るのです！」

「タマも～？」

「ああ、二人はアリサの左右を守ってあげるんだよ」

「はい、なのです！」

「あいあい～」

　気合を入れるポチとタマの頭を撫なでる。

　うん、お城で毎日風ふ呂ろに入っていたから、出会った時と違って髪もさらさらだ。

「そうだ。生活魔法を使う呪い士を見つけたら、洗浄魔法で綺き麗れいにして貰っておいで」

　アリサ達にそう告げて、生活魔法代に銀貨を数枚追加する。

「ねえ、ご主人様。お金が余ったら買い食いしていい？」

「大銅貨一枚までならいいぞ。昼も込みだからオヤツばかり買うなよ」

「は～い」といい返事をして、アリサがテプタ通りへと続く裏道に突撃していく。

　ポチとタマを両翼に引きつれて、ガキ大将のようだ。後ろをついて行くリザが保護者に見える。

「随分、砕けた感じの奴隷なんですね？」

「奴隷としては相応ふさわしくないんでしょうが、あの方が気楽なんですよ」

　周りから仰々しく傅かしずかれ続けたらダメ人間になる自信があるから、アレくらいで丁度いい。

　ニドーレンから奴隷について色々と教えて貰ったけど、あのくらいなら許容範囲のはずだ。




　　　　◆




「今日はお仕事がお休みなんですか？」

「はい、迷宮の調査が一段落したので、今日は一日お休みを頂いています」

　ゼナさんは嬉しそうに笑うが、迷宮脱出から半休一回しか無かったなんて、ブラック企業も真っ青なくらい過酷な労働環境だと思う。

　本人は気にしていないようなので指摘はしないが、過労で倒れないか心配だ。

「明日あしたからは原隊に復帰ですか？」

「いえ、新設される迷宮選抜部隊に引き継ぎがありますから。今までの領内巡回隊に戻れるのは、早くて五日くらいはかかりそうです」

　ゼナさんによると、領内巡回隊は一度出発したら二、三日戻ってこられない長期巡回と一日だけの短期巡回の二種類があるらしい。

　魔法兵を含む部隊は基本的に長期巡回ルートに派遣されるとの事なので、原隊復帰したら中々会えなくなりそうだ。

　──そう言えば、アリサが迷宮に入りたがっていたっけ。

「ゼナさん、例の迷宮って、領軍の関係者以外は当分入れないんですか？」

「はい、少なくとも数ヶ月は閉鎖されるはずです。もしかして、誰か知り合いが迷宮から帰って来ないんですか？」

「いえいえ、そういう訳では無いんです。ちょっとした興味本位で伺っただけなんです。ご心配をお掛けして申し訳ありません」

　どうやら、アリサの要望は叶かなえられそうに無い。

　獣娘達の事もあるし、セーリュー市の観光が終わったら迷宮都市に足を延ばしてみるか？

　ゼナさんと会えなくなるのは少し寂しいが、また遊びにくればいいだろう。

「サトゥーさん、今日のご予定はありますか？」

　そんな事を考えていたせいか、ゼナさんの問いに深く考えず素で返してしまった。

「ええ、何でも屋で借家か亜人でも泊まれる宿を紹介して貰いに行こうかと。リザ達を何時までも厩きゆう舎しやで暮らさせるわけにもいきませんから」

「あ、あのっ、ご一緒してもいいでしょうか？」

　両手を握り締めたゼナさんが、不安そうに見上げてくる。

「構いませんが、折角の休日をこんな事に潰つぶして良いんですか？」

「はい！」

　しかし、家探しに付き合っても楽しくないと思うんだが……。こうも良い笑顔でキッパリと言われると邪険にもできない。

　オレはゼナさんを連れて、門前広場を挟んだ対面にある何でも屋へと向かった。




「こんにちは、どなたかいらっしゃいますか？」

　何でも屋の一階には誰もいなかったので、大きな声で人を呼ぶ。

　レーダーで二階に人がいるのが判っているので、必要十分な音量に調整した。前に手に入れた「拡声」スキルのお陰か、大声を張り上げても喉のどが痛まない。

　二階から「はーい」と落ち着いた声が聞こえ、パタパタと階段を駆けて来る足音がする。

　何でも屋の中は、入ってすぐの所に木製のカウンターがあり、その奥にソファセットや重厚な執務机が置いてあった。

　ソファセットのテーブルの上には雑多な書類が積みあがっている。まるで、一昔前の探偵事務所のような雰囲気だ。

「お待たせしました。何でも屋のナディと申します」

　階段から姿を見せたのは、赤毛を編み込んでアップにした二〇歳くらいの女性だ。白いシャツにジャンパースカートのような濃い緑色のスカートを着ている。

「本日は、どのようなご用件でしょう？」

「はい、宿か借家を紹介して頂きたいのですが──」

　オレは亜人奴隷がいても滞在できる事と、防犯がしっかりしている事を条件に付け加えた。

　できれば閑静な場所が良かったが、それは前二者よりも優先順位が下がる。

「亜人が一緒となると、西街か職人街の西街よりの場所になりますね。西街の宿ですと防犯面で不安が残りますので借家が宜しいかと存じます」

　ナディさんが、不動産らしきファイルをめくって調べてくれる。

　ちゃんと帳簿のような物があるのが意外──と言ったら失礼だろうか。

「ご予算は、如何ほどでしょう？」

「そうですね、銀貨二枚程度を考えています。足りなければ金貨一枚くらいまでなら大丈夫ですよ」

「それでしたら何軒かあったはずです」

　ちょっとお高い門前宿の宿賃が、一泊大銅貨一枚だったので、それに人数を掛けた金額に少し余裕を持たせて銀貨二枚と見積もった。

　けっこう奮発したつもりだったが、ナディさんの反応だと相場ギリギリだったみたいだ。

「この三軒ですと、先ほどのご要望にお応えできると思います。ただ……」

　ナディさんが口ごもってから、続きを答えてくれた。

　どうも、どの家も曰いわく付きの物件らしい。

　せっかくなので一度現物を見せて貰って、借りるかどうか決める事になった。




　一軒目。持ち主が犯罪ギルドの人間に暗殺された三〇〇坪ほどの二階建てのお屋敷。石壁に蔦つたが這はわせてあって、落ち着いた洋館といった風情だ。

　マップで立体図を確認した所、正門から見えない場所に大穴が開いているのを見つけた。

　恐らく暗殺者が侵入に使った場所が、そのまま放置されているのだろう。

　屋敷の外側からは植木が邪魔で見えない場所だったので、中を案内して貰った時に大穴の場所に誘導した──もちろん、道に迷った振りをしてだ。




　二軒目は、移動に使っていた辻つじ馬車を止める事無く通り過ぎた。娼館の立ち並ぶ通りのすぐ裏だったからだ。

　ナディさんがそう説明し始めた途端に、ゼナさんが硬い声で「行ってください」と御者に指示していた。

　伏せた横顔が真っ赤になっていて少し可愛かわいかった。




　三軒目は外壁近くの幽霊が出ると噂うわさのボロボロの館だった。

　一〇〇年前までは貴族の屋敷だったそうで、これまでで一番大きな洋館だったが、ここに住むわけにはいかない。

　ホラーやスプラッタ物が苦手なのもあるが、それ以前に、この屋敷の地下が犯罪ギルドの巣そう窟くつだったからだ。

　そこに潜んでいたのは、殺人などの重犯罪を犯した者が多かった。

　きっと、ほとぼりを冷ますまで潜伏する為に、幽霊が出るという噂を流していたのだろう。

　──うん？

　レーダーの光点の動きが妙だ。屋敷の範囲外に光点が移動している。

　不審に思ってマップで確認してみた所、市外に抜ける地下道が存在していた。おそらく、貴族の屋敷だった頃からある物だろう。密輸とかに使われていそうだ。

　オレは中に入ろうとするナディさんを引き止める。

「ここは何か不穏な気配がします。止めておきましょう。呪われそうです」

　オレの言葉にゼナさんが意外そうな顔をする。確かに、骨の魔物スケルトンとかがウロウロする迷宮から脱出した人間が言う言葉じゃない。

「幽霊ゴーストなどの不死の魔物アンデツドがいるなら神殿にお布施して祓はらって貰えますよ？」

　ナディさんがファンタジー世界らしい対処方法を提案するが、本当に神官を呼んでも、地下の犯罪者達は身を隠すだけだろう。

　後でこっそりと密告文書を作成して、衛兵の詰め所にでも投とう函かんしよう。

　きっと、「暗躍」スキルが役に立ってくれるだろう。




　　　　◆




　結局、見に来た屋敷が全て要件を満たさなかったので、借家見学は終了した。

「──小月毎に銀貨二枚の予算なら、きっと他にも出物があるはずです。私は午後から商会の方を回って良さげな物件を探してみます」

　ナディさんが力強く請け負ってくれたので、夕方にもう一度、何でも屋に寄る事にする。

　一日銀貨二枚のつもりだったのだが、家賃は小月──一〇日単位の金額だったらしい。

　やっぱり、ちゃんと確認しないとダメだね。

　夕方までヒマになったのでゼナさんに行きたい所は無いか尋ねてみた。例のレストランは事前に予約が必要なので今日は無理なのだそうだ。

　言いよどんでしまったゼナさんに、ナディさんが助け船を出す。

「この先の広場で昨日から蚤のみの市いちが開かれているんですよ。掘り出し物が一杯なので、私も最終日に店長と見切り品を買って回るんです」

　ナディさんに「デートに良いですよ」と勧められてゼナさんが頰を染める。

　せっかくなので、ゼナさんと蚤の市を冷やかして帰る事にした。

　ナディさんによると、蚤の市に設置された野外ステージで催されている「ムーノ侯爵領の悲劇」という悲恋物の演劇が大人気らしい。

　蚤の市は人が多いので、レーダーの感知範囲を狭めて自分から半径五メートルほどを拡大表示する。これくらいなら近寄ってくる人間も良く判るだろう。

「ご主人様、なのです！」

「みっけ～？」

　ポチとタマが勢い良く腰の辺りに抱きついてきた。

　後ろにはリザとアリサの姿もある。

「おや？　買い物はどうしたんだい？」

「荷物なら嵩かさ張ばってきたから宿に置いて来たわよ。見て見て！」

　アリサがフード付きの外がい套とうを脱いでリザに手渡し、その場でクルリと横に一回転する。

　薄桃色のスカートがふわりと広がって脚線美が露あらわになるが、子供の足だと色っぽさは皆無だ。

　テプタ通りで買った新しい服だろう。

　ポチとタマもフード付き外套の前を開けて新しい服を見せてくれた。タマは可愛いフリルのついたピンクのワンピース、ポチはマーサちゃんと似た白いシャツと黄色いスカート、リザは軍服のような頑丈そうな服だ。スカートの下にズボンを穿いている。

　ポチとタマもアリサの様にくるりと回って見せようとしたが、人が多くなってきたのでリザが止めた。

「みんな、可愛いよ」

　フードの上からポチとタマの頭に手を乗せて、皆を褒める。

　社交辞令ではなく、本当に可愛い。

「ところで、そのカツラは？」

「えへへ～、忌み色対策なの」

　そう、アリサは金色のカツラを被っていた。

　どうやら、紫色の髪を誤魔化すために買ったらしい。

「いいよね？」

「ああ、もちろん」

　トラブル対策だし、必要経費だろう。

「でさ、ちょっとおねだりしたい物があるんだけどなぁ」

　アリサが平らな胸を押し付けながら、媚こびるような視線で見上げてきた。

「くっつくな。それより、何が必要なんだ？」

　アリサを引き離しながら、用件を確認する。

　微妙にゼナさんの視線が痛いし、ポチやタマがマネをしても困る。

　ゼナさんに断りを入れてから、アリサの買いたい物を見に行く。連れて行かれた露天にはカルタのようなカードが広げられていた。

　若い店主に断って一枚手にとって見る。

　表に「井戸」や「桶おけ」などの絵が描かれてあり、裏側には絵に相当するシガ王国語の単語が書いてあった。

　絵はモノクロだが特徴を強調してあるので何を描いてあるか良く判る。「水」を指すカードは何を描いてあるのか良く判らなかったが、そういうのは少数みたいだ。

　一〇〇枚一組になっていて、一枚一枚丁寧に描いてある。

　これはポチやタマに文字を教えるのに良さそうだ。

「面白いカードだね」

「ボクが考えたんですよ、故郷の子供達に文字を教えようと思って」

　彼が言うには元々は端材に炭で描いていたらしい。これは売れそうだと思った彼は、知り合いになった絵師に頼み込んで一セット作って貰もらい、商会に売り込みにいったそうだ。

　だが、製作コストと売値の折り合いが付かず、売り込みは失敗だったらしい。製作コストが銀貨四枚かかるのに商会が示した金額は銀貨一枚だったそうだ。

「これは一枚一枚描いて貰ってるのかい？」

「ええ、それはもちろんそうですが……」

　版画にすればコストが下がるんじゃないか？

　そう提案しようとしたのだが、アリサに手を引かれて邪魔された。口の前に人差し指を立てている。

「なんだ？」

「版画を提案しようとしなかった？」

　アリサが小声で話してくるので、それに合わせてこちらも小声で答える。

「何かまずいのか？」

「城にいた時も版画は見た事が無いの。迂う闊かつに技術を教えるのは危険よ？」

「印章があるのに、版画は無いのか？」

「技術って、そんなものらしいわ」

　うろ覚えだが、地球の歴史でも印章ができてから活版印刷ができるまでに、一〇〇〇年以上もかかっていたはずだから、ある分野の技術を別の分野に応用するのには時間が掛かるモノなのかもしれない。

　この世界にやってきた転移者や転生者が、活版印刷や版画を普及させなかったのが不思議で仕方無いけどさ。

　一度失敗した事のあるアリサが主張するんだ、版画を提案するのは止めておこう。

　内輪の話をそこで切り上げ、若い店主に向き直る。

「すまない、難しい話が嫌だったみたいでね」

「こちらこそすみません、興味を持ってくれる人が少なくて……」

　興味を持つ者が少ないのか？　それなりに売れそうなのに。

「一セット買いたいんだが幾らだい？」

　彼は憂ゆう鬱うつそうな表情を少し明るくして一セット銀貨四枚を提示してきた──原価じゃないか。

「いいのかい？　それじゃ儲もうけは無いだろう？」

「いいんです。この商品の良さが判ってくださる方に買って貰えるなら」

　ちょっと黄昏たそがれている彼を見かねた。

　せっかくのアイデアを腐らせるのは勿もつ体たい無い。

「次に作る時はどんな工夫をするんだい？　需要はあるみたいだから、後は値段だね。安い素材を探すか、安く量産する方法を探すか、色々試行錯誤するのは楽しいよね」

　代金を払って受け取った時に、いらない一言を口にしてしまった。……少しくらいの助言は良いだろう。

　若い店主の瞳ひとみに力が戻るのを目の端に確認しつつ、その店を後にした。




　購入した学習カードをアリサに渡す。

「あとは何を買うんだ？」

「身の回りの小物とかね。予算が足りたら裁縫道具や手鏡を買ってもいい？」

「ああ、予算の範囲で必要な物なら構わない──手鏡は予算を超えてもいいから一枚買っておいてくれ」

　洗面器に映して確認するのも面倒だから、一枚欲しかったんだよ。

　竜の谷の戦利品にも「割れた鏡」というのがあったんだが、ヘタに使うと怪け我がをしそうだからね。

　買い物の続きをする皆と別れて、ゼナさんを連れて演劇を観に行こうとしたのだが、アリサに呼び止められた。

「ご主人様達は、野外ステージの演劇は観に行かないの？」

「行く予定だよ」

「それなら、蚤の市の入り口で売ってた観劇券は買った？」

「いや、買ってない」

　そんな場所でチケットを売っていたのか。

　混み合っているが、人ごみの流れに乗ればすぐに行けるだろう。

「リリオの話だと、入場時に賤貨一枚を渡すだけって言ってましたけど？」

「それでもいいけど、後ろの方から立ち見よ。銅貨二枚するけど、観劇券があれば席に座って見られるわよ」

「座って観るだけで一〇倍もするんですか？」

　ゼナさんが驚いているが、立ち見の値段がリーズナブルなだけだと思う。

　劇がどのくらいの長さか判らないが、座って見た方が良いだろう。

　アリサ達も観に行くそうなので、六人分の観劇券を買って来よう──そう、皆に告げたところ、リザが代わりに買いに行ってくれると請け負ってくれた。

　リザに銅貨が一二枚入った小袋を預けて、オレ達は野外ステージ方面に向かって進みながら蚤の市を冷やかす。

　ゼナさんには悪いが、成り行きでコブ付きのまま露店を回る事になってしまった。

　一応、ゼナさんに詫わびたのだが、ポチやタマと手を繫つないで楽しそうに露店を見て回る姿に不満は見て取れない。それでも、後でちゃんとフォローを入れるのを忘れないようにしよう。




　蚤の市の露店は玉石混合だ。

　ガラクタにしか見えない骨細工のアクセサリーに交じって、銀製の可愛かわいいイヤリングが並んでいたりする。

「これなんかゼナさんの金色の髪に似合いますよ」

「──素敵ですね」

　ゼナさんが嬉しそうに耳元に持って行って「似合いますか？」と尋ねて来たので、称賛の声を返す。

　横から、アリサが自分にも欲しいと主張して来たので、隣の露店で売っていたリボンを買ってやる事にした。

　もちろん、アリサだけでなく宿で留守番をしているルルも含めて全員分だ。

　ゼナさんが名残惜しそうにイヤリングを戻す。アリサみたいに素直にねだってくれた方が買ってあげ易いんだけど。

　アリサ達がゼナさんの手を引いて次の店に突撃したので、今のうちに先ほどのイヤリングを購入しておく。帰りにでもプレゼントしよう。




　観劇券を買って来てくれたリザと合流し、彼女を労ねぎらう為に槍やり用の房飾りを買ってやる。

　どの店でも相場スキルが教えてくれる価格より安い値段で買えた。これは蚤のみの市いちだからなのか「交渉」スキルや「値切り」スキルのお陰なのかは判然としない。

　野外ステージに辿たどり着つくまでに二度ほどスリや恐喝なんかにも遭ったが、敵意を持って近づく者はレーダーが教えてくれるので速やかに対処できた。

　捕縛したスリなんかは、蚤の市を開催している顔役の雇った強面の男達が巡回していたので引き渡しておいた。

　こういった犯罪者は強硬な対処が可能なので良いのだが、ゼナさんをナンパしようとする男達の対処が面倒だった。

　それもゼナさんに手を伸ばした時点で、オレかリザが物理的に排除した。




　　　　◆




「麗しの乙女よ。私は月明かりの下ではなく明るく輝く太陽の下で、君の笑顔を愛めでたいのだ」

「ああ、愛しのゼン。貴方あなたの魔法で私をこの牢ろう獄ごくのような城から連れ去って」

　舞台の上で、フード付きローブを着込んだ魔法使い風の男優がドレス姿の黒髪の女優に愛を囁ささやいている。安っぽい書き割りの満月が色あせるような熱演だ。

　……ゼンか。アリサと出会ったせいで、日本人っぽい名前を見かけると漢字に置き換えられないか考えてしまう。ゼンなら、さしずめ「禅」とか「善ぜん」か。

　オレは悲恋モノの劇が余り好きじゃないので、どうにも話に集中できず、そんな余計な事を考えてしまっていた。

　一方、アリサとゼナさんの二人はこういう話が大好物なのか、身を乗り出すようにして物語にのめり込んでいる。

　この劇は実話を元にした悲恋物だけあって、登場人物が少々ややこしい。そのせいかポチとタマが話について行けずに、さっきからオレの膝ひざを枕にして眠っている。

　リザは真剣な顔で舞台の方を向いているが、劇を観ているのでは無く、野外ステージから漂ってくる串くし焼やきの香りに神経を集中しているようだ。

　風に乗って鳥の脂が焼ける匂いが漂ってきた時に、獲物を狙う目になったから間違いない。

　居眠りするポチとタマの鼻を摘まんでイタズラしている間に、舞台のストーリーが進行していた。

「追い詰めたぞ！　たかが平民の魔術士の分際で、このムーノ侯爵の許嫁いいなずけたるリルティエナ姫を攫さらうとは！　この罪は重いぞ！」

　騎士達を引き連れた侯爵役の太った男優が、主人公達を追い詰めるシーンのようだ。

　主人公側は崖がけの上を模したセットの上でヒロインを守るように雄々しく杖つえを構えている。何故か二人の後ろには侍女っぽい服装の女性が控えていた。

　──この侍女さん、凄すごくフラグっぽいよね。

　セリフの最後に大仰に手を振ると、舞台の手前にあった暗幕に隠されていた書き割りが白日に晒さらされる。

「キャッ」

「うげっ」

　ゼナさんとアリサが乗り出していた身体を引き戻して、オレの両側から腕に抱き付いてくる。

　書き割りに描かれていたのは、処刑台と斬首された人々の絵だった。

　趣味が悪いと思ったのだが、客席から悲鳴と歓声が上がっている様子から、受けているようだ。

　なかなかバイオレンスな表現が受ける都市だ。

「父上！　母上！　おのれ侯爵、幼い弟妹達や親類縁者まで手に掛けたのか！」

「何を憤る事がある！　平民が侯爵に逆らったのだ。反逆者の一族郎党など、斬首されて当たり前！　拷問の一つもせずに済ませた慈悲に感謝するが良い！」

　主役の目から赤い液体が滂ぼう沱だのように流れる──どういう仕組みだ？

　主役の魔法が吹き荒れ、侯爵を守る騎士達を舞台袖そでへと吹き飛ばす。

　もちろん、本当の魔法では無く描き割りの絵に効果音を付けたチャチなものだが、客席から大きな歓声が上がった。

　リアル魔法使いのいる世界なんだから、光とか風の魔法で演出して欲しいモノだ。

「キサマには過ぎた騎士だ！　だが、もはやキサマを守る者はいない。我が一族の仇かたきを取らせて貰うぞ」

　主役が長ちよう杖じようを振り上げる。

　そこに予想通り侍女役の女性が動き出した。

　わざわざ観客の方に向き直ってから、懐剣を取り出してゆっくりと抜く。

　観客達が主役に「後ろだ！」とか叫んでいる。うん、気持ちは良く判る。

　ゼナさんも声こそ出さないが、物語に引き込まれているようだ。オレの腕を摑つかむ手に力が篭こもっていて、ちょっと痛い。

　当たり前だが、主役は客席の声に反応せず呪文を唱えつつ侯爵役の俳優に向かってゆっくり歩を進める。

　そこに後ろから駆け寄ってきた侍女役の女優が、短剣を主役の背中に突き立てる。

「おのれ、侯爵の手の者だったのか！」

「貴方は姫君に相応ふさわしくないのです！」

　短剣で刺されたのに、主役は張りのある声で侍女役の女優を糾弾する。そしてセリフが終わったと同時に、大げさに苦しんで地面に膝をつく。

　今更ながらにヒロインが主役に駆け寄って来た。

「その短剣にはワイバーンの尾から取り出した猛毒が塗られております。決して助からないでしょう」

　侍女が説明過多なセリフを観衆に伝える。

　ヒロインは苦しむ主役にすがって泣くばかりだ。

「愛しい人よ、来世で会おう──」

「ああ、ゼン！」

　ついに主役が事切れる。

「姫様、侯爵様の許もとに」

「いいえ！　この身はゼンのモノ。侯爵の好きにはさせません！」

　ヒロインはそう叫ぶと、ゼンの身体に刺さったままだった短剣を自分の胸に突き立てる。

　観衆──特に女性客からヒロインに感情移入した声が上がる。

　ポチとタマがその声に驚いて、周囲をキョトキョトと見回したので「劇の歓声だよ」と囁いて落ち着かせる。

　二人とも、ぽてんと膝の上に頭を落として擦り付けてくる。二人の耳の付け根を搔かいてやりながら舞台に視線を戻した。

　しかし、悲恋物とは聞いていたけど、救いの無い話だ。

　これで終わりかと思ったが、まだ舞台は続くようだ。

　崖の上に打ち棄てられた主役の死体がアンデッドとして復活して、次々と侯爵家の人間に復ふく讐しゆうを遂げていく。

　先ほど主役を殺した侍女が、再び毒の短剣で主役の胸を突くシーンでは「不死族のこの身に毒など効かぬ！」と叫んで自分の仇を取ったりと、前半での主役との絡みを上手く伏線にした倒し方をしているので、なかなか興味深い。

　ただし、最後の最後で侯爵に復讐を遂げる直前に、ぽっと出の聖騎士に倒されてしまうのが、腑ふに落おちなかった。

　オレと同じ事を思った者は多かったみたいで、客席からブーイングが上がる。

　笑顔でブーイングを上げている者もいるから、ここで侯爵役と聖騎士に罵ば声せいを浴びせるのは「お約束」みたいだ。

　お、まだ続きがあるのか。

「私はこの地で朽ち果てる！　しかし、この領地も道連れにしてくれる！　呪われろムーノ侯爵よ！」

　主役のいた場所から黒い煙が噴き上がり、煙が消えた時には背景の書き割りが廃はい墟きよみたいな絵に変わっている。

「聖騎士よ！　我が行いで我が民が苦しむのを見るに耐えん。その為ならば、いかなる事でもしてみせよう！」

「おお、なんと高潔な！　さすがは王祖ヤマト様の代から続く名門ムーノ家の御当主！」

　侯爵の性格が急に変わってる気がする。聖騎士も、やけに持ち上げるし。

　結局、侯爵がその身を犠牲にして侯爵領の呪いを引き受けて死に至るシーンで終了した。




　劇が終わった後、熱心に見ていたアリサが喉のどの渇きを訴えたので、近くの木陰で果実水を与えて休ませる。

「ゼナさんも、どうぞ」

「ありがとうございます」

　礼を言って素焼きのカップを受け取ったゼナさんが、勢いよくカップを傾ける。

　やっぱり、ゼナさんも喉が渇いていたみたいだ。

　一緒に買いに行ったリザがポチとタマにも果実水の入ったカップを渡してやっている。

　少し小腹が空いたので、近くの屋台に行って薄いパンのような物を買いに向かう。

　醬しよう油ゆの焼ける匂いに誘われて来てしまった。薄ガボパンという名前で、例のファンタジー野菜のガボの実を使ったパンらしい。お値段は二個で賤貨一枚と格安だ。

　普通のと薄めた醬油を塗ったネギ入りの物の二種類があったので、一個ずつ注文した。演劇が終わって流れてきた見物客が買いあさった後だったみたいで、作り置きが残っていなかったのだ。

　隣の屋台で売っている薄いお好み焼きみたいな物も美お味いしそうなので注文する。こっちはクラップという聞いた事の無い名前の軽食だ。

　待っている間、クラップ待ちの中年女性が話し掛けてきた。さっき前の席に座っていた人だ。

「あら、後ろの席にいらした方ね？　外国の方かしら？」

「ええ、行商人のサトゥーと申します」

「あら、ご丁寧に──」

　彼女は自己紹介した後、クラップが焼きあがるまでの暇ひま潰つぶしに劇の最後の茶番の理由を教えてくれた。

「さっきの劇の最後の方酷ひどかったでしょう？」

「前振り無く聖騎士が出てきたり、侯爵の性格が変わった事ですか？」

「そうよ、本当はね──」

　彼女が言うには、二〇年ほど前に劇の脚本が書かれた当初は、魔術士が侯爵に復讐を果たした後に聖騎士に討たれて終わる話だったそうだ。ところが、貴族から物言いが入ってこのような流れに変更されてしまったらしい。

　それにリルティエナ姫も元の話では平民の娘で、好色な侯爵が人妻だった彼女を略取したのが事件の始まりだったそうだ。

　──なるほど、後からねじ曲げられたから、微妙な展開だったのか。

　パンやクラップが焼き上がった所で、彼女に礼を告げて皆の所に戻った。




「何買ってきたの？」

「薄ガボパンの普通のとネギ味み噌そ、それからクラップっていう軽食だよ」

　皆、興味津々で小さく千切ったガボの実のパンに手を出す。

　ゼナさんは苦笑いっぽい表情で拒否していたので、他の者達で分け合って食べてみた。

　──にがっ。

　えぐみがキツく、嚙かみしめる毎に吐き気がするような奇妙な味だ。

　慣れた現地の人には美味しいのかも知れないが、オレには無理だ。苦痛耐性を有効にして、一気に咀そ嚼しやくして飲み下した。

　果実水を飲んで口直しをする。

　ようやく人心地ついた所で皆を見回すと、獣娘達は微妙な表情ながらも普通に食べているが、アリサが泣きそうな顔で咀嚼している。

「アリサ、辛いなら、ここに吐き出して良いよ」

「あいがと、こりは無理だわ」

　オレがハンカチを差し出すと、アリサは速やかに口の中の物を始末した。

　そういえば、ゼナさんに「ガボの実はマズイ」って教えて貰もらってたっけ。醬油で臭いが誤魔化されていたから油断してしまった。

　一方、クラップは普通に美味しかった。

　こちらは固めに焼いた薄いお好み焼きみたいな感じだが、味付けがとんかつソースでは無く味噌味なので、別の料理と考えた方が良いかもしれない。

　オレ達は木陰でクラップを囓りながら雑談に興じる。

「お約束の熱い展開の連続で堪らなかったわ～」

「リルティエナ姫が魔術師ゼンの後を追って自殺する所で泣いちゃいました」

　ゼナさんが、少し赤い目元を擦る。

「え～、あそこは、こっそり短剣を回収して侯爵に復讐しないと！　死んだら何にもならないじゃん」

　アリサがクラップで頰を膨らませながら、ゼナさんに反論する。

「コリッとしてて、パリリなのです！」

「おいし～？」

「出だ汁しは何を使っているのでしょう、仄ほのかに肉の旨味を感じます」

　一方で、獣娘達三人は劇では無くクラップの話題オンリーだ。

「だから、愛する者同士を引き裂こうとする侯爵が元凶でしょう？」

「でも、家同士で決めた許嫁いいなずけを先に裏切ったのはリルティエナ姫ですから、悲劇の発端は彼女じゃないでしょうか？」

　アリサとゼナさんは価値観が少々違うのか、どんどん語調が強くなっている。

　アリサは「愛こそ全て」、ゼナさんは「貴族なら家の為に嫁ぐのは当たり前」という主張をぶつけ合っている。

「だったらさ！　ゼナたんは、ウチのご主人様より家の人が決めた許嫁の方がいいの?!」

「……わ、私には許嫁なんていませんから」

　アリサの言葉にゼナさんが怯ひるむ。

　別段、ゼナさんとは恋人同士では無いし、もう四、五年くらい経ってくれないと恋愛対象にはならないんだが。

「それって、許嫁が決まらないように軍に入ったんじゃないの？　この辺の国だと軍に入ったら五年くらいは退役できないもんね」

　アリサのヤツ詳しいな。

「退役と許嫁に何の関係があるんだ？　軍属でも結婚はできるだろう？」

「こっちの女は結婚したら家に入らないといけないのよ」

　なるほど、だから軍に入ると五年は結婚できないから、退役が近づくまではそういう話が来なくなるのか。

　上位貴族だったら事情が違うんだろうが、ゼナさんは下級貴族だったはずだから、早い段階で話が来る事が無いのかもしれない。

「女だったら、好きな人の為に全てを捨てる覚悟くらいしなきゃ恋もできないわ！」

「でも、当主の意向を無視してまで……」

「そんな良い子ちゃんだと、最愛の人を別の誰かにかっ攫さらわれるわよ！」

　アリサが少し暴走気味なので、オレはアリサの頭をスパンと軽く叩はたいて舌戦を止めた。

「言い過ぎだ」

　アリサの言い分は良く判るが、文化の違う国で日本の価値観を押しつけるのは良くない。

　目の端に涙を浮かべたゼナさんに詫わび、アリサにも頭を下げさせる。

　初めは不服そうだったが、ちゃんと「ごめんなさい」とゼナさんに謝っていた。意外に素直なヤツだ。
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　オレ達が喧けん嘩かをしているとでも思ったのか、ポチとタマが不安そうにしていた。

「クラップをもう一枚行くかい？　それとも、あの肉串くしにするか？」

「肉串～？」

「クラップも美味しいけど、肉串の方が良いのです！」

「何本買って参りましょう──ご主人様？」

　雰囲気を変えるために提案したのだが、獣娘達の反応は速かった。

　特にリザは、いつの間にか立ち上がり肉串の屋台に向かおうとしている。

　──素早過ぎるだろう。

　リザに「人数分買ってきて」と小銭を渡す。アリサが「値切りは任せて！」とリザについて行った。

「いっしょ～？」

「お手伝いなのです！」

　それを追ってポチとタマも走って行く。

　少々硬いスジ肉の串を悪戦苦闘して食べ終わる頃には、ゼナさんの表情から硬さが取れたが、まだ少しアリサの言葉を気にしているようだった。







　門前の襲撃者





〝サトゥーです。蟻ありと言えば働き者の代名詞になっていますが、シロアリのように、働かれると困ってしまう種類もいます。異世界ではもっと危険な蟻もいるようで……。〟






　門前宿が見える場所まで来た所で、巡回から帰還した領軍の兵隊達と遭遇した。

「あ、ゼナっち！」

「リリオ！　それにイオナさんとルウも！」

　ゼナさんの護衛兵の三人が、門前の広場で点呼を取り終わってこちらにやってきた。

　またワイバーンとの戦闘でもあったのか、重装甲のイオナ嬢達の鎧よろいが傷だらけだ。ルウと呼ばれた大柄な女性は肩当てが片方無くなっていた。

　駆け寄ったゼナさんが、慌てて風魔法で治癒呪文を唱え始める。

「ご主人様、荷物を先に置いてくるわね」

「ああ、頼む」

　アリサと獣娘達が宿の前で別れて、それぞれ部屋と厩きゆう舎しやに向かった。

　呪文の詠唱で喋しやべれないゼナさんに代わって、リリオ達に話し掛ける。

「大変だったみたいですね。ワイバーンでも出たんですか？」

「そんなにしょっちゅうワイバーンが出てたら軍人なんて止めてるわよ」

　リリオが嘆息して首を横に振る。こういうゼスチャーは日本と変わらない。

「今日は大牙蟻ラージ・フアング・アントという蟻の魔物との遭遇戦があったんですよ」

「まったく、あの鼠野郎共め！　今度見かけたら串くし焼やきにしてやるぜ！」

　イオナ嬢がリリオの言葉を補足し、大柄なルウが話を混乱させた。

　蟻なのか鼠なのかはっきりして欲しいものだ。

「大牙蟻の群れと遭遇する前に、領内に侵入している鼠人族ラツトマンの騎兵を見かけたんですよ。それでルウは鼠人達が大牙蟻の群れを引っ張ってきたんじゃないかって怒っているんですの」

　オレの困惑顔を見てイオナ嬢が補足してくれる。

　なるほど、鼠人が大牙蟻を引き連れてトレインしてきたのか。

　こじれたら、セーリュー伯爵領と鼠人族の間で戦争でも起こりそうだ。

　だけど、部外者にそんな話をして良いんだろうか？　その辺の規律が緩いのか、シガ王国では情報管制に重点が置かれていないのかもね。

「先頭のヤツは目立つ赤い兜かぶとを被ってたから、今度見かけたら必ず処刑台に上げてやる」

　リリオが気炎を上げるのを諫いさめるように、ゼナさんの治癒の風魔法が発動する。

「ありがとう、ゼナっち」

「どういたしまして」

　口々に礼を言うリリオ達に微笑みかけて、ゼナさんは他の怪け我が人の治療に向かった。




「キャ───ッ！」

　宿の中庭から幼い女の子の悲鳴が聞こえた。

　──しまった、レーダーの範囲を狭めたままだ。

　あの声はユニちゃんだ。蛇でも出たんだろうけど、少し気になったのでそちらに向かう。なぜかリリオ達もついて来た。

「えもの～」

「ご主人様！　褒めて、なのです！」

　タマが頭上に伸ばした両手に何かを担いでこっちに駆けてきた。タマの横を走るポチは片手に細い薪を持っている。

　それを見たリリオ達が一斉に抜刀する。

　突然向けられた殺気に、ポチとタマがその場に立ち止まった。

「大丈夫ですよ、死んでいます」

　剣を構えた三人にＡＲ表示で確認した事実を伝え、タマに事情を尋ねる。

「その蟻はどうしたんだい？」

　そう、タマが獲物として運んできたのは、「大羽蟻フライング・アント」の屍し骸がいだ。

「退治した～？」

「馬車の上から襲ってたのです！」

　オレの質問にワタワタと答える二人。

　投げ出された屍骸には所々に鈍器で殴ったような凹へこみがあり、頭部にリザの槍やりが貫通したらしき穴が開いていた。

「ご主人様、他には潜んでいないようです」

　リザは槍を肩に担ぎながら、そう報告してきた。後ろにはユニちゃんもいる。

　怖かったのか、ユニちゃんは震える小さな手でリザの外がい套とうに摑つかまっている。

　ふむ、種類が少し違うが、領軍が撃ち漏らした敵か？

　レーダーでは索敵範囲が狭いので、マップを開いて正門の外に広がる森林を表示する。

　──赤い。敵を示す無数の光点が、森林の奥から近付いて来る。

「ポチ、タマ、小剣を取って来い。アリサ、ルルを連れて来るんだ。リザは寝台を作るのに使った天幕を回収して来い」

「はい、なのです！」

「あい！」

「おっけ～」

「畏かしこまりました」

　オレの指示に四人が速やかに駆けていく。獣娘達はともかくアリサは理由を聞いてくるかと思ったんだが、素直に行ってくれた。

　オレの行動が唐突だったせいか、イオナ嬢が不審そうに聞いてくる。

「どうかされたのですか？」

「この大羽蟻は、決して一匹では行動しません。恐らく、後続が来ます。数騎で構いませんから偵察をだして──」

　せっかく詐術スキルでそれらしい話をねつ造したのに、最後まで言う前に市壁塔の一つから警報が上がった。

　恐らく目視で蟻を見つけたのだろう。

　警報を聞いたゼナさんや兵士達が、指揮官の方に駆け足で集合していくのを見送る。

　宿から女将おかみさんやマーサちゃんも不安そうな顔を覗のぞかせた。リザの代わりにオレの足にしがみついていたユニちゃんを、女将さん達の方に行かせる。

　マップの詳細情報を見る限り、大羽蟻はレベル三程度しかない。単体の強さとしては武装した領軍の兵士より弱い。普通の成人と同じくらいだ。

　ただし、この大羽蟻には鋭い爪と普通の蟻とは違う硬い外殻がある。その上、空を飛ぶのだ。普通の人からしたら十分脅威だろう。

　都市を飛び出して、空にいる内に「小火弾フアイア・シヨツト」の魔法で焼き払うのが最良の手段だと思うのだが、飛行型の魔物の移動速度は予想以上で、オレが僅わずかに逡しゆん巡じゆんする内に蟻達は市壁に辿たどり着ついてしまった。

　まっすぐ市壁の上を通過しようと接近してきた蟻達が、目の前にガラスの壁を見つけた鳥のように軌道を変えて市壁の向こうへ戻っていく。

　何匹か戻りきれず市壁の上部に激突して転落していった。激突を免れた蟻も上手く飛べないのか、速度を落とした所を市壁の上の弓兵達に狙われて射落とされている。

　──何だ？

「市壁の上の魔物払いの結界が効いているみたいね」

　いつの間にかルルを連れて下りてきたアリサが、オレの心を読んだかのように疑問に答えてくれた。

「結界って、突き抜けていたぞ？」

「空間魔法じゃあるまいし。物理的な壁を作るような結界を常設するなんて、魔力効率が悪すぎるわよ」

　竜の谷の結界とかは、物理的な抵抗があったと思うんだが……いや、今はいいか。

「アリサ、ルルを連れて酒場の奥に避難していてくれ。あそこなら三方が石壁だから安全なはずだ。入り口はポチとタマに守らせるから安心しろ」

　アリサに指示を出して、小剣を取って戻ってきたポチとタマに入り口を守るように言いつける。リザが抱えてきた天幕と机を使ってバリケードを作り、万が一、蟻が侵入した時の備えをしておく。

「ポチとタマは入り口の守りを頼む」

「はいなのです！」

「ご主人様は～？」

「オレはリザと一緒に、宿に近付く魔物を追い払うよ」

　今も都市の外で仕事をしていた人達が、正門から逃げ込んでくる。怪我をしている人も何人かいるようだ。

　領軍の人達が正門前に陣形を作っている。ゼナさんが対空系の防御魔法を掛けているが、人数が多いのか手間取っているようだ。

　大きな篭かごを背負った犬人の奴隷が駆け込んで来たのを最後に、正門が閉じられていく。

　発車のベルが鳴った電車に駆け込むマナーの悪い客のように、閉まりきる寸前の正門の間に蟻が体を滑り込ませる。

「一匹くらいの魔物など門で押しつぶしてしまえ！」

　門衛の詰め所から、騎士ソーンが門衛達を叱しつ咤たする声が響く。

　だが、今や蟻は一匹だけではない。

　ほんの少し門の閉鎖が止まった間に、一匹、また一匹と蟻達が次々と体を割り込ませて隙間を広げ──ついに後続の蟻達が市内に侵入を果たしてしまった。

　ゼナさんを加えた帰還したばかりの巡回隊が、蟻達の迎撃を開始する。

　市内に侵入を果たし空に舞い上がろうとした蟻達を、ゼナさんの「落気槌フオールン・ハンマー」の魔法が叩たたき落とし、魔法から逃れた蟻をリリオ達の弩クロスボウが撃ち抜く。

　ゼナさんの魔法や弩を警戒した蟻達が、迂う闊かつに空に飛び上がらなくなった。

　地上戦になれば領軍の方が有利だが、蟻達の数が多い。

　十数匹が領軍を迂う回かいして、オレやリザを襲ってきた。もちろん、近隣の店舗にもだ。

「ご主人様、お任せ下さい」

　リザの黒槍が蟻に向かって振るわれる。突き、払い、叩く──まさに、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくの勢いで蟻を駆逐して行く。

　オレは中庭の馬を狙って低空を飛ぶ蟻を、賤貨の指弾で撃ち抜く。

　──ふむ、カーブが甘い。

　もう少し工夫をしたら、物陰の敵でも命中させられそうだ。

　そんな風に余計な小技を開発していたせいか、リザのフォローが疎おろそかになってしまい、何匹かの蟻を門前宿に近寄らせてしまった。

「ここは通さないのです！」

「通行禁止～？」

　宿に侵入しようとした数匹の蟻の前に、ポチとタマが立ちふさがる。

　蟻を間近に見た宿の人達から悲鳴が上がった。

「とー、なのです！」

　ポチが先頭の蟻に腰溜ために構えた小剣シヨート・ソードごと突撃し、一撃で仕留める。

　動きの止まったポチに、左右から別の蟻が鋭い爪を振り下ろす──。

「油断大敵～？」

　ポチの背中に乗ったタマが、小剣と小盾バツクラーで蟻の攻撃を受け止める。

「タマ、ありがとなのです！」
















「なんくるないさ～？」

　なぜ沖縄の言葉を──ってアリサしかいないか。

　蟻ありが爪を引いたタイミングに合わせて、タマが空を舞い左の蟻の頭上から串くし刺ざしにするように小剣を突き立てる。

　反動で地面に伏せる形になったポチが、地面スレスレから突き上げるように右の蟻の顎あごを刺し貫く。

　瞬く間に三匹の蟻を倒した小さな戦士達に、宿の中から惜しみない賞賛の声が掛けられた。




　半時間もしない内に、門前広場の蟻は残り僅かまで退治されている。

　先ほどのポチのように危ないシーンは幾度かあったが、蟻が不自然に動きを止めたり、口や目から血を噴き出して勝手に倒れたりして切り抜けていた。

　恐らくアリサの精神魔法だろう。小さく両手でピースサインをしている姿が見えた。

　それより、ナディさんのいる何でも屋に何匹かの蟻が侵入しているのが見えた。ナディさんは地下室に隠れているみたいだから大丈夫だと思うが、一応助けに行こう。

「リザ、少しの間、ここを任せる」

「承知！」

　リザは小気味良い返答を証明するように、黒槍で二匹の蟻を一撃で始末する。

　オレは襲いかかってくる蟻を回避しつつ、何でも屋へと向かった。

　何でも屋に進入し、外から見えなくなった所で、ストレージから金属製のバールのようなものを取り出す。メイスなどではなく何かの武器の軸か何かだった物だ。

　蹴けりでも良いのだが、狭い場所だと戦いにくいので適当に武器になりそうな物を選んだ。魔法銃を使わないのは、魔物を倒した痕こん跡せきを隠せないのもあるが、店内が穴だらけになりそうだからだ。

　襲いかかってきた蟻を、バールで撲殺する。




[image: ]「片手棍」スキルを得た。




　そういえば、棍スキルは持ってなかったっけ。

　別にメインウェポンにする気も無いので、スキルポイントを割り振るのは保留する。

　地下室へと続く木製の扉に集っていた二匹の蟻を、順番にバールで撲殺していく。

　蟻の屍骸を脇に退けると、扉は穴だらけになっていた。結構危なかったみたいだ。

　マップ上のステータスで大丈夫なのは判っているが、ナディさんに声を掛けて安心させる。

「ナディさん、大丈夫ですか？」

「は、はい、大丈夫です！」

　地下室への階段は、蟻の吐いた酸で黄色くなっている。残念ながら、酸を中和するような薬の持ち合わせが無い。

　金貨を敷き詰めれば酸に溶ける事も無いと思うが、それは最終手段だ。

　とりあえず、ストレージ内にある岩でも砕いて階段の上に敷き詰めてみるか……。

　それを実行に移す前に華きや奢しやな人影が屋内に駆け込んで来た。

「ナディ！」

「店長！」

　それは一人の少年だった。長い緑色の髪をカンフー映画の主人公のように、一本の三つ編みに纏まとめ、質素なチュニックとズボンを身につけている。他人と違う点といえば、先が少し尖とがった変わった形の帽子だろうか？

「■■■　■■■　■■　蔦操作アイビー・コントロール」

　彼が魔法を使うと、室内にあった観葉植物の蔦が触手のように蠢うごめいて、地下室へと伸びていく。

　しばらくして、胴に蔦を巻き付けられたナディさんが戻ってきた。

　素晴らしい。実にファンタジーな魔法だ。

「ありがとうございます、サトゥーさん！　それに、店長も」

「おまけ？」

「違います、ちゃんと感謝していますよ」

　ナディさんは言葉の少ない少年とオレの頰に、感謝のキスをする。

「誰？」

「借家探しを依頼してくださった方で、命の恩人ですよ。サトゥーさんが来てくれていなかったら、店長が来る前に蟻に食べられちゃってましたから」

　少年がくるりと振り向いて、「感謝」と本当に感謝しているのか疑わしい簡潔さで礼を告げてきた。

　ＡＲ表示でもたらされた彼の情報に驚きを隠せない。

　彼がファンタジー世界随一の有名種族──エルフだったからだ。




　　　　◆




「どうかされたんですかサトゥーさん？」

「エ、いえ、緑色の髪の方は初めて見たので」

　エルフと言いかけたが、寸前で髪の色で誤魔化した。

「ああ、店長は森の妖よう精せいエルフなんですよ。凄すごいでしょ？」

「エルフですか？　あの耳の長い？」

「む、違う」

　オレの言葉に、店長が子供のようにむくれてそっぽを向いた。

　大人げ無い態度だが、店長は二八〇歳という高齢だ。

　彼の名前はユサラトーヤ・ボルエナン。後で聞いた話ではボルエナンは家名というか、彼の住む森の名前であり、その森に住むエルフの氏族の名前でもあるそうだ。

「もう、店長ってば──サトゥーさんの仰おつしやっているのは長耳族ブーチの事ですよ。笹の葉状の横に長い耳の種族ですよね？」

　ナディさんが店長に取りなしながら、オレに確認をしてきた。

　その言葉に首肯する。

「サガ帝国を建国した初代勇者様が長耳族をエルフと呼んだせいで、一〇〇〇年以上たった今でも勘違いしている人が多いんですよね」

　なるほど、初代勇者も勘違いしたのか……。

　きっと、初代勇者もオレと同じく「呪われた島」を舞台にした名作ファンタジーの影響を受けて、長耳族をエルフと勘違いしたに違いない。

　──ん？　一〇〇〇年以上前の人物がか？

　そんな昔の時代の日本人が、エルフなんて単語を知っているはずが無いんだが……。

　元の世界とここの時間の流れは同じじゃないのか？

「だから、エルフと長耳族を間違えるのはとても忌避される事なんですよ」

「そうだったんですか。知らない事とはいえ、失礼なマネを致しました。店長さん、この通り無礼を詫わびさせて頂きます」

　苦笑しつつ教えてくれるナディさんに礼を言い、店長に深く頭を下げて謝罪する。

「ん、許す」

「もう、店長ってば。それじゃ、許していないみたいに聞こえますよ」

「任せた」

　言葉の少ない店長のフォローをしつつ、ナディさんが店長の髪を掬すくい上あげて彼の耳──普通の人間の耳を少し尖らせたような形だった──を見せてくれる。

　店長はナディさんの手を無造作に払ったが、特に気分を害しているわけではなさそうだ。

　気安い雰囲気からして、二人は恋人同士か夫婦なのだろう。

　さて、長居している場合でもないし、皆の所に戻ろう。

「では、ナディさん、借家の件はまた後ほど」

「はい、今日はありがとうございました」

　ナディさんと店長に挨あい拶さつして、その場を去る。




　オレ達が屋外に出た頃には、門前の戦闘は終了していた。

　市内に侵入した魔物は全て退治され、領軍の兵士達や勇士が集まって蟻の屍し骸がいの始末を始めていた。

「サトゥーさん！」

　目め聡ざとくオレを見つけたゼナさんが駆け寄ってくる。

　スカート姿で走るのに慣れていないのか、オレの直前でスカートが足に絡んで躓つまずく。転ぶ前に素早く腕を伸ばし、ゼナさんを支える。

「すみません」

「大丈夫ですか？」

　オレの腕に抱き付く形になったせいか、腕が少し幸せな状態になっている。

　もう少しこのままでも良いのだが、ゼナさんの護衛兵達の視線が痛いので彼女の体勢が戻るのを手伝ってやる。

　ゼナさんによると、領軍および市民に死者はいなかったらしい。

　怪け我が人も殆ほとんどが軽傷で、警報を聞いて駆けつけた神官達が既に治療を始めていた。

　回復魔法は専門の神官達に任せて、ゼナさん達はこれから軽騎士達に同行して、市外へ哨しよう戒かいに向かう事になったらしい。

「せっかくの休暇が無くなって残念ですね」

「お出かけが途中で終わったのは残念ですけど、索敵は風魔法の得意分野ですから。それに早く出発しないと。周辺の村が襲われたりしたら大変です！」

　ゼナさんによると、近隣の村々にも結界柱という魔物除けの防衛システムがあるらしいのだが、セーリュー市の市壁の結界ほど高性能では無いそうだ。

　軽騎士達と一緒に出発するゼナさん達を見送る。ゼナさん以外の魔法兵も動員されているらしく、他にも何組かの部隊が出発して行った。




　門前宿の前からリザが呼んでいるのでそちらに向かう。横に兵士らしき男がいた。

「アンタがこいつの主人か？」

「はい、サトゥーと申します」

　男の問いかけに答えながら、リザが手渡してきた小袋を受け取る。

　中身を確認すると大羽蟻の魔核コアだった。

「魔核は領政府が買い取る決まりだ。寄越してくれ」

「それは構いませんが、怪我人の治療や後始末の方が先では？」

　やけに急がす男を不審に思いながら、ＡＲ表示でステータスを確認する。領軍の主計課の人間か。男が「それは別の者の仕事だ」とオレから小袋をひったくるように奪い取って、兵士達の方に歩き出す。

　精算どころか魔核の個数の確認もせず、それどころかオレの名前も聞いてこないなんて。人を疑いすぎかも知れないが、踏み倒す気があると思われてもおかしくない行為だ。

「お待ち下さい」

「なんだ？」

　オレが呼び止めると、横柄に視線だけを寄越してきた。

　その男の横顔に、キッパリとこちらの主張を伝える。

「受取証を発行していただきます。こちらの紙に、魔核の個数と対価の金額、それから貴方あなたの所属とお名前をお願いします」

　資産的には魔核の代金なんてどうでも良いのだが、リザ達が頑張った成果を他人にかすめ取られるのは気分が悪い。

「なんだと？　俺がくすねるとでも言いたいのか？」

「商人とは用心深いものなのです。それがたとえ聖者や勇者が相手でも、口約束ではなく書類を求めるものなのですよ」

　もちろん、後半は口から出任せだ。「詐術」スキルが絶好調過ぎて怖い。

　男は口の中で一声唸うなった後、オレの差し出した紙とインクで一筆書いてくれた。相場以下の値段を書こうとしたので、地面に計算式を書いて「計算違い」を指摘して修正させた。

「これで良いな？　この強突く張りの商人め！」

　酷ひどい言われようだが、気にせず引換書を受け取る。領政府の役所に持って行けば、換金してくれるらしい。

　男が印章付きの指輪をしているのに、書類に押印をしていないのに気がついたので確認する。前に証明書やリザの槍やりを預けた時の預かり証にはサインだけでなく押印もしてあった。

「押印がありませんが？」

「忘れていただけだ」

　男はオレの指摘に不快そうに顔を歪ゆがめたあと、オレの手から書類をひったくるように奪うと乱暴に押印した。

「これでいいな?!」

　他に細工は無いようなので、今度こそ書類を受け取って懐にしまう。

　男は小遣い稼ぎを失敗したせいか、ブツブツと文句をこぼしながら去って行った。

　小悪人というか、その内、横領か詐欺で職を失いそうなヤツだな。




[image: ]「算術」スキルを得た。

[image: ]「威圧」スキルを得た。

[image: ]称号「駆け出し商人」を得た。

[image: ]称号「灰色の商人」を得た。




　ログを見ると称号とスキルが増えていた。

　オレが一体いつ威圧したのか、スキルシステムを統括する存在に問いただしたい気持ちで一杯だ。




　　　　◆




　日が暮れる頃には、町行く人達も落ち着きを取り戻していた。

　あの戦いの最初にタマ達が倒した大羽蟻は、少し前に門前宿に到着していた荷馬車に紛れ込んでいたらしい。

　門衛のチェックで見つからなかったのが不思議だが、荷馬車の後にリリオ達巡回隊が帰って来たそうだから、通り一遍のチェックで通されたのかもしれない。慣れは禁物だ。

「この子達は凄いね。こんなに小さいのに魔物から宿を守ってくれたんだからね」

　女将おかみさんに礼を言われて、ポチとタマが照れている。

　むしろ宿に魔物を近づけなかったのはリザなんだが……。

　彼女は功を誇るつもりは無いようだ。

　後で例の赤旗屋の美お味いしい焼き鳥でも買ってきて報いてやろう。

「この辺でいいか？」

「もう少し右側だね。そう、そこなら風も来ないし馬車の出入りで埃ほこりも立たないよ」

　旦だん那なさんが中庭に運んできたテーブルの位置を、女将さんが調整させている。

　裏口から厨ちゆう房ぼうに戻った旦那さんが、マーサちゃんと一緒に料理を運んできた。

「他の客の手前、この子達を宿の部屋に泊めるわけにはいかないけど、何のお礼もしないわけにはいかないからね。せめて、うちの旦那が腕を振るった料理でもご馳ち走そうさせて貰もらうよ」

　前に食べたキッシュやトロミの付いた絶品の野菜シチュー、それに何かの小動物の丸焼きまで付いている。ＡＲ表示では「短たん耳じ兎うさぎの丸焼き」と出ている。他にも大皿に盛られたマッシュポテトの山に、長い皿に並べられた俵状の小さなコロッケのような料理が並ぶ。

「良い香りね」

「幸せの匂いなのです」

「お腹減った～？」

「もう少し待ちなさい」

　テーブルに料理を並べる邪魔にならないように、少し離れたところからうっとりと料理を眺める四人の姿が微笑ましい。

「サトゥーさん、買ってきました！」

「ありがとう、ユニちゃん」

　篭かご一杯の果物を買って来てくれたユニちゃんに、果物一個と数枚の賤貨をお駄賃に渡す。

　この果物はルル用だ。元々体調が悪かったのに加えて、羽蟻の襲撃がショックで貧血になったのか、オレの横で青い顔をしてダウンしている。

　さっきまではアリサが看ていたのだが、食欲に負けてテーブルの方に行ってしまった。

　何か薬でもあれば良いんだけど。食事の後にでも、西街の錬金術屋か薬屋を回って探してみるか。




　──なお、食事は大変美味でした。







　鼠のお姫様





〝サトゥーです。学生の頃はジャンルを問わず色々な本を読んだモノですが、ミステリーの犯人当てだけは成功した事がありません。必ず、ミスリードに引っ掛かっちゃうんですよね。〟






「若わか旦だん那なさん、また来て下さいね」

「ああ、きっと来るよ」

　娼館の前で色っぽいお姉さんの営業トークに社交辞令で応こたえ、夜の町並みを歩き出す。

　アリサとルルを寝かしつけ、西街に痛み止めの薬を買いに来ただけだったんだが、迷宮で助けたらしき商人達に酒を奢おごられた挙げ句、彼らの行きつけの娼館に雪崩れ込む事になってしまった。

　色々な行為のお陰で「誘惑」「睦むつ言ごと」「性技」「整体」スキルを得た。称号も色々と増えていたが割愛する。

　一緒に来た商人達はかなり吞のんでいたので、今頃はお姉さん達と一緒に夢の中だろう。

　まあ、楽しめたからいいのだが、このまま帰ったら香水の匂いでアリサあたりに気付かれそうだ。

　娼館前から西通りに続く路地を進むと、短たん杖じようを持った呪い士らしき少女が街がい娼しようの娘達に生活魔法をかけていたので、オレにも洗浄と乾燥の魔法を掛けて貰った。夜間料金で少し高めだったが、汗も流せてサッパリしたし安いもんだ。

　この辺は北の職人街に近いので、できれば辻つじ馬車でも使いたいのだが、この時間帯は貸し切りの馬車以外は店じまいしているようで一台もいなかった。

　仕方が無いので、夜の西通りを練り歩く。

　西通りは大通りと同じく、木製の街灯が等間隔で並んでいる。電球が点ついているわけではなく、商店街が雇っている呪い士達が生活魔法の「灯明ランプ」の魔法で灯しているらしい。

　この魔法灯火の効果時間は二時間ほどらしいので、その単位毎に「夜一刻」「夜二刻」「夜終刻」と呼ばれているらしい。

　夜終刻の時は街灯が一本おきにしか灯されないそうだ。

　今は「夜二刻」なので、全ての街灯が灯っているが、日本の商店街の街灯と比べると遥かに暗い。蠟ろう燭そくを灯した行燈を並べているくらいの明るさだ。

　街灯の下で、露出の高い服を着た街娼達が誘いを掛けてくる。

　あまり幼い娘がいないようなのは良かったが、一晩銅貨一枚とか安売りが酷い。

　既に一戦交えてきたところなので、彼女達のご期待には応える気にならない。それ以前に、彼女達の頭上にＡＲ表示で「状態異常：病気／性病【潜伏】」と出ているのが気になって仕方が無い。

　中には「状態異常：病気／性病【発病】」となっている者までいた。

　──うん、避妊具は大切だね。




　帰り道に見つけた薬屋で、ルル用の頭痛薬を買い求めた。

　相場の一〇倍の値段をふっかけられたので値切っていたら、今度は期限切れの効果の低い薬を出されたので、それを指摘してまともな薬に交換させた。

　正札でまともな日本を恋しく思いながら、ログを確認したら何故か「鑑定」スキルが付いていた。

　鑑定していたのはオレじゃ無くて、メニューのＡＲ表示の方なんだが……。

　何かの役に立つかもしれないので、スキルポイントを割り振っておく。




　通りを歩いている内に「夜終刻」に入ってしまったのか、街灯の明かりが一つ置きになっている。

　雑踏の雑音に紛れて、羽ばたくような音が聞こえた気がして夜闇を見上げる。

　姿は見えなかったが、落ちて来た一枚の羽を鑑定してその正体が判った。鑑定によると「影梟シヤドウ・オウル」というフクロウの一種らしい。

　道理で深夜なのに飛べるはずだ。

　オレは意外に立派な羽を街灯の明かりに翳かざした後、ポチやタマのお土産にしようと、マントの陰でストレージにしまう。

　夜遅いせいか、道を行く人が、どんどん疎まばらになってきた。

　そんな環境だったからか、聞き耳スキルのお陰かは判らないが、微かに金属同士がぶつかる音が聞こえた。

　足を止めて耳を澄ますと、向こうの通りで誰かが争っているようだ。

　特に物見高い方では無いのだが、放置して翌朝にでも「人が殺されていました」とか噂うわさで聞いたら凹へこむ自信がある。

　酔っ払いのケンカなら放置、強盗とかなら悪そうな方を排除する方針で行こう。

　そう決めて街灯の無い薄暗い路地に足を踏み入れる。この辺りは確か昼間来た屋敷の近くだ。地下が犯罪ギルドの巣そう窟くつになっていたから、組織同士の抗争でもしてるのかな？

　月明かりが路地に陰影を生んでいる。

　目を凝らすと、背の低い子供を複数で囲んでいたぶっているのが、暗がりの向こうに見えた。

　そういえば、前に「暗視」スキルを手に入れていたのを思い出して、スキルポイントを割り振ってスキルを有効化アクテイベートする。

　暗いままの路地の輝度を上げたように人や物の輪郭が浮き上がって見えた。

　暗視装置スターライトスコープで覗のぞいた光景に似ている。

　周囲に他の人影は無い。近くの壁に立て掛けてあった木材を倒して、大きな音を立てる。

　これで逃げてくれたら良かったのだが、囲んでいた内の二人が滑るような足取りで接近してきた。

　──それは影。

　人の形をした影としか表現できない存在が迫ってくる。その頭上にＡＲ表示で情報が羅列されていく。

　名前は「這い寄る影シヤドウ・ストーカー」。レベル一一の魔物だ。見た目通り物理攻撃が無効らしい。

　都市にある魔物払いの結界を越えてきたのか迷宮から湧き出てきたのかは判らないが、相手が魔物なら手加減しなくて良いから楽勝だ。

　ストレージから取り出した魔法銃で、影に向かって引き金を絞り込む。

　相手が避けるのを想定して連射したのだが、影は思いのほか鈍いのか、自分の特性に自信があったのか、避けもせずに魔力の弾丸をその身に受けた。影は霧散し、魔核コアの赤い球体が地面に落ちる。

　一体目を始末したところで、二体目に接近されてしまった。

　影は黒い刃をオレに向かって振り下ろしてきた。この刃も影なのか、正面からはほとんど見えない。

　横に身を滑らせつつ、「回避」スキルのもたらす感覚に従って刃を避ける。

　さっきまで背にしていた廃材が斬られる音が聞こえる。

　お互いの位置を交換するような動きになったおかげで、オレの代わりに斬られた廃材の鋭利な断面が目に入った。

　アレに斬られるのは遠慮したい。「自己治癒」スキルがあるから多少の怪け我がは勝手に治るだろうけど、切断された腕がくっつくかを試したいとは思わない。

　向こうが体勢を変える前に倒そうと銃を構える。

　──なっ?!

　人間にはあり得ない動きで、影の腕が関節と反対側に曲がって斬りかかってきた。

　それを間一髪で避ける。

　そのまま地面に倒れ込みながら、魔法銃を三連射して影を始末した。

　ふぅ、相手が人外だって事を忘れていたよ……。




　頰を軽く叩たたいて緩んだ気を引き締める。

　早く助けに行かないと、子供が影に殺されてしまう。

　子供は時折赤い光を漏らす鉈なたのような武器で、三体の影を牽けん制せいして近寄らせないようにしているみたいだ。

　なかなかの使い手だが、何かを背後に庇かばっているせいで動きが悪い。

　たまに影の振るムチのようにしなる剣が、子供をかすめて傷つけているようだ。

　オレは子供と斜線が被っていない二体を魔法銃で狙撃する。今回は威力ゲージを最大にしたので一体目の影を一撃で始末できた。

　ただし、威力を強くした代わりに連射間隔が少し長くなる。

　そのせいで遠間からの狙撃で全て片付ける計画が潰ついえてしまった。

　こちらに気がついた影の片方が、向かってくる。気にせず撃ち倒そうと思ったのだが、接近中に分裂して複数の影の矢に変化して襲ってきた。

　狭い街路で避けるスペースは無い。

　──横には。

　オレは壁を蹴けって宙に逃げる。

　矢が軌道を変えて追いかけてくるが、左右の壁を連続で蹴る事でそれらを避け続ける。

　目を回しそうな動きだが、「立体機動」スキルがサポートしてくれているのか三半規管が悲鳴を上げる事も無く避けきった。

　影の矢が再び合体して人型になった所を魔法銃で打ち抜く。




　ドスンと重い音が路地裏に響いた。

　──しまった。

　出血で動きの鈍っていた子供が影の攻撃を避けきれなかったのか、石壁に叩き付けられている。

　素早く体力を確認する──大丈夫だ。まだ死んでいない。

　影は体形を黒い球体に変形させて、子供を攻撃したようだ。ムチのような線の攻撃だといなされるから、面での攻撃に変えたのか。

　球体の中央には、裂け目ができている。そこから子供の持っていた鉈の柄が見えた。物理攻撃は効かないはずなのに──そうか魔法の武器か。

　地面を抉えぐるように足を踏み込み、地面スレスレを格闘ゲームのキャラクターのような動きで距離を詰める。

　僅わずか三歩で影の正面に辿たどり着つき、前蹴りで鉈の柄に足裏を押し付けて球体の奥に抉り込んだ。

　何かを砕くような軽い感触の直後に影は霧散し、砕けた魔核の欠片かけらが地面に落ちる。どこかに転がって行った欠片を無視して、魔法の鉈だけを回収しておいた。




　それよりも、子供の容態を確認しないと。

　子供は糸の切れた操り人形のような姿で壁に倒れ込んでいる。

　いや、子供だというのが勘違いだったと、ＡＲ表示が教えてくれた。

　オレはその傍らに駆け寄り、フードを取って顔を確認する──あらかじめ知っていなければ悲鳴を上げていたかもしれない。

　赤い兜かぶとに覆われたその顔は、灰色の毛に覆われた鼠そのものだった。鼠顔の癖にニヒルな男臭い顔に見える。

　彼は灰鼠人族の騎兵だ。内臓を痛めているのか咳せき込んだ口から、赤黒い液体が漏れている。状態が「重傷【内臓損傷】」になっているせいか、体力ゲージが継続的に減少している。

「……誰ダ？」

　うっすらと目を開けた鼠人が、聞き取りにくい声で詰問してきた。

「ぐぬ、ギザまはヤツの手先なのクァ？」

「違うよ」

　鼠人の言うヤツが誰かは知らないが、即答で否定しておいた。たぶん、さっきの影を送ってきたヤツだろう。

　彼が庇っていた布の塊の中にもう一人いる、とレーダーの光点が教えてくれる。意識が無いのか布に包まれた人物はピクリとも動かない。

　鼠人と話しながら、布の上に出たＡＲ表示を読む。その意外な内容に少し驚いた。

「ワッシは、もう保もたヌ。シ、姫を頼む」

「判った、任せろ」

　オレの安請け合いを聞いて気が抜けたのか、鼠人が気を失う。

　もちろん、安請け合いしたのには理由がある。彼が姫──彼の発音だとシメと聞こえた──と呼んだ存在の知り合いに当てがあったからだ。

　さて、行動に移ろう。こうしている今も彼の体力は徐々に減っている。

　ストレージから取り出した布で外傷の止血をする。




[image: ]「手当て」スキルを得た。

[image: ]称号「救命士」を得た。




　相変わらず都合良くスキルが手に入ったので、さっさとスキルポイントを割り振って有効化アクテイベートし、応急手当をやり直す。

　血臭と獣臭に眉まゆを顰ひそめながらも、手当てを続ける。

　よし、何とか体力の減少が止まった。

　オレはストレージから闇に紛れる黒いフード付きの外がい套とうを取り出して羽織る。

　フードを目深に被り、長いタオルをマフラーのように口元に巻いた。念の為、交流欄の名前を空欄に変更しておく。

　これで身元の隠いん蔽ぺいは完かん璧ぺきだ。

　銀仮面は月明かりに反射して目立ちそうなので、今回は装備していない。

　オレは姫と鼠人を重ねて胸元に抱え、石壁を蹴って屋根の上に跳び上がる。そのまま、屋根の上を怪盗のように飛び跳ねて、何でも屋の裏口に辿り着いた。

　コンコンと扉をノックする。

　マップで確認したが、残念ながら店長もナディさんも状態表示が「睡眠」のままだった。

　二人は何でも屋の二階に住んでいるようだが、別々の部屋だった。恋人や夫婦じゃないらしい。

　余り大きな音を出して門衛が寄ってきても困るので、ストレージから取り出した針金でドアを開錠する。宝箱開錠スキルでも応用できるみたいだ。




[image: ]「開錠」スキルを得た。
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　中に入って二人を応接セットの少し硬いソファに寝かせる。

　鼠人の兜がソファの木枠に当たって乾いた音を立てた。

　──お、店長が気がついた。

　状態表示が「睡眠」から「なし」に変わる。ナディさんを起こす為に、静かに移動し始めたようだ。

「て、店長？　よ、夜よ這ばいですか」

「違う」

　聞き耳スキルが二階の様子を伝えてくれる。心なしかナディさんの声が嬉うれしそうだった。

　ナディさんを背後に庇い、店長が階段を下りてくる。

　不審者と間違えて攻撃されても困るので、こちらから声を掛ける。

「こんばんは、お邪魔しています。ナディさん、サトゥーです」

「なっ、サトゥーさん？　こんな夜遅くに何の御用でしょう？」

　ナディさんの声が不審そうだ。うん、仕方無いね。

「店長さんの知り合いを連れてきました。重傷なので、早急に治療してやって欲しいのですが……」

「知り合い？」

　知り合いが重傷と聞いて、店長とナディさんが階段の陰から出てきた。

「■■■■　魔灯マナライト」

　店長が長ちよう杖じようを振って魔法を唱えた。ＬＥＤのような光り方だ。

「これは鼠人？　この赤い兜って、たしか賞金首の『赤兜』って言う有名な鼠人族の騎兵ですよ」

「知らん」

　店長が赤兜を見て、否定の声を上げた。オレは彼の勘違いを訂正する。

「店長さんの知り合いは、こっちの布の中ですよ。赤兜は『姫』と呼んでいました」

「鼠人のお姫様ですか？　鼠人の部族では族長と戦士以外には尊称が付けられないはずですが……」

　鼠人は戦闘種族なのか？　ナディさん、意外に博識だな。

　そんな事を考えながら、布を解いて中を見せる。

「──ミーア」

　赤兜が守っていた「姫」は、オレの予想通り店長の知り合いだったようだ。

　後ろから覗き込んだナディさんが、「え?!」と呟つぶやいて固まった。気持ちは判る。

　なぜなら、布の中から現れたのは、白い肌に淡い青緑色の長い髪、そして尖った耳の少女だったからだ。

「エルフじゃないですか！」

　ナディさんが驚きの声を上げる。

　その通り──彼女がエルフだったからこそ、この都市で唯一のエルフだった店長の所に連れてきたわけだ。

　それに二人の名字が同じボルエナンだったしね。

　ナディさんの声で意識が戻ったのか、ミーア姫が薄く目を開けた。彼女はゆっくりと視線を巡らせ周囲を見回す。

　しばらく焦点の合わない銀色の瞳ひとみでオレの方を眺めた後、ミーア姫は「綺き麗れい」と呟いて意識を手放した。

　何を見て「綺麗」と思ったんだろう？　少し気になるが、早いところ死にかけている赤兜の方に注意を持って行こう。

「それで、その『赤兜』の方はどうしますか？　門衛に突き出しますか？」

「恩人」

「えーっとですね。ミーア姫の恩人だから、門衛に突き出したくないみたいなんです」

「姫違う」

「ミーアさんは、姫では無いそうです」

　店長の短すぎる言葉を、ナディさんが解説してくれる。

　後ろから「ゴフッ」と、重い咳せきの音が聞こえてきた。

「それより、早く治療しないと死にそうですよ？」

「む？」

「大変です、裏通りのホルン元神官を呼んできます。彼なら訳ありの人でも看てくれるはずですから。止血はできているみたいですから、店長は魔法で気道の確保をお願いします。その目立つ赤い兜も脱がして何処かに隠しておいて下さいね」

　オレの言葉にナディさんが慌てて行動を起こす。一階の壁に掛けてあった外套を摑つかんで、寝間着のまま店を出て行く。

「一人で夜道は危険ですよ。私も一緒に行きます」

　店長が呪文の詠唱を始めたのを確認して、ナディさんの後を追いかけた。




　　　　◆




　翌朝、何故かアリサに詰め寄られていた。

「もう！　どうしてわたしがいるのに娼館なんか行くのよ！　こんな美少女がいつでもウェルカム状態なのに何が不満なのよ！」

「落ち着け」

　小学生くらいの幼女を性欲の対象にしてどうする。

　寝間着を脱いで鼻息荒く半裸で迫ってくるアリサに、ベッドの上に掛けてあったオレの外套を被せる。

「おお、ショタのカホリが……」

　この変態め──。

　外套の臭いを嗅かぎ始めたアリサが、「獣臭っ」と悲鳴を上げて外套を投げ捨てた。

「ちょっと、毛深いのがいいの？」

　アリサが引き気味に訳の判らない事を言ってきた。

　何を考えたか想像がつくが、失礼にも程がある。

「昨晩、ルルの薬を買いに行った帰りに死にかけの獣人を助けたんだよ」

　矛先を逸そらす為、殊更に「ルルの薬」を強調しておいた。

「ふ～ん？　女の人？」

「違うよ。ニヒルな顔のオッサンだった」

「こりはＢＬ？　ＢＬなのね！　ドラ×ヘビみたいに筋肉質の虎耳オッサンが兎耳の少年を押し倒す展開だわ！　くぅ、たぎってきたー！」

「バカな事を叫んでないで、服を着替えろ。『命令』だ」

　まったく、ボーイズラブなんて展開はお断りだ。

　さすがに騒がしすぎたのか、眠っていたルルが目を覚ました。まだ顔色が少し悪い。

「気分はどうだ？」

「はい、昨日よりはだいぶ楽になりました」

「薬を買っておいたから、痛みが酷ひどい時に飲め」

　オレは昨夜買ってきた痛み止めの薬包をルルに手渡し、薬屋で聞いた使用上の注意を伝えておいた。この手の薬にしては珍しく、食前や食間に飲むらしい。

「そうだ、アリサ」

「何？」

　ルルに薬包を解いてコップに入れた水と一緒に渡してやりながら、昨日言いそびれていた迷宮の話をしてやる。

「え～、セーリュー市の迷宮って一般人は入れないの？」

「ああ、当分無理らしい」

　残念そうにベッドの上に女の子座りするアリサを適当に慰める。

「ご主人様って、この都市に腰を据えるの？」

「いや、この都市の観光が済んだら、南の公都辺りに行こうと思ってるよ」

「観光?!」

　もうセーリュー市の観光はほぼ済んでいるんだが、内壁の向こう側のレストランにゼナさんと行く約束が残ってるんだよね。

　それが済んだら獣娘達が普通に暮らせそうな公都や迷宮都市セリビーラまで足を延ばそうと思っている。

　公都が当面の目的地になっているのは、綺麗だと評判の大河の夜景が見てみたいからだ。

「それじゃさ、それじゃさ」

　アリサが勢い込んで詰め寄ってくる。

「わたし、公都の後に迷宮都市に行ってみたい！」

「ああ、それもいいね」

「本当?!　約束よ！」

　小指を突き出してきたアリサと指切りをして約束を交わす。

　指切りをした小指を眺めて「でへへ」と笑うアリサを促して、朝食を取るために厩きゆう舎しやの獣娘達の所へと向かった。

　獣娘達にも公都や迷宮都市の話をしておかないとね。




　オレは皆に朝食を取らせてから一人で何でも屋に向かった。

「こんにちは、様子はどうですか？」

「はい、二人とも眠ったままです」

　少し眠そうなナディさんが、二人の容体を教えてくれた。

　赤兜かぶとの方はホルン元神官に治療して貰もらったのだが、彼が下級の神聖魔法しか使えなかったので完治していない。

　出血は止まっているそうだが、内臓の傷は中級以上の神聖魔法でないと僅わずかしか治せないそうだ。

　あれ？　そういえば店長も「術理魔法」と「森魔法」という二種類の魔法を使えたはずだけど、回復とかはできないのか？

　そんな疑問をナディさんにぶつけてみた。

「店長の魔法は治療に不向きなんですよ。止血や消毒なんかが精々だと言ってました」

　そもそも店長が回復できるなら、夜中にホルン元神官を呼びに行かないか……。

「魔法薬とかで治せないんですか？」

「中級の魔法薬なら治せるんですけど、高すぎて手が出ないんですよ」

　オレが迷宮で入手した魔法薬は、全て人に譲ってしまったから手元には無い。

　助けついでに薬代を貸してもいいが、それはお節介が過ぎる気がする。

　ナディさんが、言葉を詰まらせたオレを見て勘違いしたのか──

「薬なら大丈夫ですよ。店長が知り合いに交渉して、材料を用意したら格安で調合して貰える事になったんです」

　──そうフォローの言葉を口にした。

　店長はその材料を採取するために、朝早くから少し遠くの山林に出かけているそうだ。

　赤兜は店長がなんとかしそうなので、次にミーアの容体を尋ねてみた。

「たしか外傷は無かったはずですけど、お姫様の方も意識が戻らないんですか？」

「ミーアちゃんは怪け我がとかは無いんですけど、酷く疲労していて衰弱気味なんです。店長の話だと長期間の魔力欠乏状態が続いた時の症状に似ているそうです」

　魔力の欠乏か……オレの無駄に余っている魔力を譲渡できたらいいのに。

　それにしても、何をしたら、そんなに衰弱するんだろう？

「こういった症状は店長が使う術理魔法の『魔力譲渡マナ・トランスフアー』や森魔法の『精神力賦活スタミナ・チヤージ』なんかで治るはずなんですが……」

　なぜか、魔法によって魔力やスタミナを補充しても、穴の開いた鍋なべに水を注いだように抜けてしまうのだそうだ。

　長い年月を生きた店長や博識なナディさんでも、その理由が摑めないらしい。

　マップでミーアのステータスを確認する。

　年齢が一三〇歳、女性。レベル七。スキルは「水魔法」「弓」の二つに、ギフトの「精霊視」。称号には「揺り篭の主クレイドル・マスター」「ボルエナンの森の幼子」とあった。

　称号に「幼子」とか「揺り篭」がある事から推測して、エルフの一三〇歳というのは子供なのだろう。小中学生みたいな外見からは想像できない実年齢だ。

　ミーアというのは愛称らしく、本名は「ミサナリーア・ボルエナン」という名前だった。

　ミサナリーアだと愛称はミサとかリーアだと思うんだが、ミーアと略するのはエルフの慣習なのだろうか？

　呪いや病などの状態異常があるわけでなし、称号も特に変なモノは無い。「揺り篭の主」だから寝たきりになるなどという事も無いはずだ。

　見たところ、スタミナは一割も回復していないが、魔力は徐々に回復しているようで目に見えて魔力ゲージが満たされて行っている。

　店長が掛けた処置が、今頃効果を出してきたんじゃないかな？

　ナディさんに伝えたい所だが、調べた方法が説明できない。適当に話題を振って、上手く誘導できないかやってみよう。

「治癒魔法以外に、何か方法は無いんですか？」

「ミーアちゃんの方も魔力回復の魔法薬マナ・ポーシヨンがあれば治るんですけど、これも高いですから」

　ナディさんが「みんな貧乏が悪いんです」と乾いた笑みを浮かべる。

「お金を掛けなくても、魔素マナの濃い地脈や源泉に連れて行けたら回復すると思いますけど、このあたりだと伯爵様のお城の奥か『竜の谷』くらいしかありませんから」

　なるほど──「源泉」？

　ナディさんに「源泉」について質問しようとしたが、物音が二階から聞こえてきたので後回しにした。

　音のした方向からしてミーアの寝ている部屋なので、マップで確認してみる──ミーアの状態が「昏こん倒とう」から「なし」に変わっていた。

　ナディさんには聞こえなかったみたいなので、水を向けてみる。

「何か二階で物音がしましたけど、目が覚めたんじゃないですか？」

「サトゥーさんは、エルフや兎人族みたいに耳が良いんですね」

　兎人族か。リアル・バニーさんなんだろうか？

　セーリュー市にはいないみたいだが、ぜひお目に掛かりたいものだ。




　ナディさんと一緒に二階のミーアが眠る部屋を訪れた。

　オレはナディさんの許可が下りるまで部屋の外で待機だ。

「ミーアちゃん、目が覚めた？」

「誰？」

「この店の店員でナディと言うの。店長──ユサラトーヤのお店よ」

「ユーヤの……」

　ミーアの声は外見通りの幼さの残る声だ。起き抜けのせいか少し掠かすれている。

「外、誰？」

　ミーアが部屋の外に待機するオレに気がついたようだ。

　勘が鋭いのか？　──いや、階段を上がる足音が二人分あったのを聞いていたのかも。

「あなたと赤兜さんを助けてくれた人よ──」

「ミゼ？」

　ナディさんの言葉に重ねるように、ミーアが呟つぶやいた。

　店長といい、このミーアといい、言葉が少ないのは種族的な特徴なんだろうか？

「赤い兜の鼠人族の方はミゼさんって言うの？　彼なら治療を終えて眠っているわ」

「ん」

　正しくは「応急処置を終えた」だが、正直に話してもミーアの不安を煽あおるだけなのでそう告げたんだろう。

　ナディさんが、中断していたオレの紹介を再開した。

「それで、扉の外にいる人は、サトゥーさんって言うの」

「……サトゥー」

「中に入って貰っていい？」

「ん」

　オレはナディさんに呼ばれて部屋に入った。

　この部屋はナディさんの私室なのか、落ち着いた雰囲気ながらも女性らしさが溢あふれていた。

　でも、観葉植物がちょっと多いような気がする。

「サトゥー？」

「はじめまして、行商人のサトゥーと申します」

　ミーアの問いかけに首肯して自己紹介する。

　整った幼い容よう貌ぼうと瞳ひとみが銀色のせいか、人形のような印象を受ける。

「精霊使い？」

　ミーアの唐突な問いに、首を傾げる。

　火魔法は使ったけど、魔法の入門書を読んだ限りでは精霊とは関係無いはずだ。

　もちろん、色っぽい水の精霊ウンディーネとか妖よう艶えんな森の精霊ドライアドなら会ってみたい。

「いいえ、精霊さんにはお会いした事はありませんよ」

「見えない？」

　ミーアが凄すごく不思議そうな顔をする。

　普通は見えるモノなのかと思ってナディさんに確認したが、「精霊を見られるのは『精霊視』というギフトを持っている人だけです」と断言されてしまった。

　ミーアにはその「精霊視」というギフトが備わっていた。店長には無いギフトだからエルフが全て精霊が見えるという訳では無いのだろう。

　ナディさんがミーアに水を飲ませるのを手伝う。

「何か食べられそう？」

「ん」

「ちょっとスープか麦粥がゆでも作って来るので、しばらくミーアちゃんの相手をしていて貰えませんか？」

　ナディさんが申し訳なさそうに頼んできたので快諾する。

　階下から麦粥の素朴な香りがするまで、ミーアと精霊の話をして過ごした。

　もちろん、ナディさんという優れた解説者のいない状況で、ミーアの短い言葉から精霊の全ぜん貌ぼうを知ることは不可能だった。

「ふわふわ」とか「キラキラ」などの擬音が多かったが、幾つかの単語から「地脈を流れ、魔素を媒介し、属性を持つ」存在だと推測できた。

　他の収穫と言えば「エルフ語」と「暗号解読」のスキルを手に入れた事と、ミーアに懐かれた事くらいだ。

　エルフ語は「『おはよう』はエルフ語で何て言うの？」と尋ねてゲットした。「暗号解読」の方は言うまでもないだろう。

　麦粥を食べ終わって、ミーアが眠そうな顔をし始めた。

「長居してしまってすみません。そろそろお暇いとまします」

「むぅ」

　オレがそう告げてベッド横のイスから立ち上がろうとしたが、ミーアにローブの袖そでをキュッと摑つかまれて阻止されてしまった。

「いて」
















　ミーアが不安そうに懇願して来る。

　まあ、眠るまでは傍にいるか。




　　　　◆




「この文字は『椅子』ね──よっし、一〇枚目げっとぉー！」

「にゅ～」

「アリサ、強すぎるのです！」

「ポチ、タマ、悔しがるヒマがあったら、精進しなさい」

「アリサちゃん、強いね」

　門前宿の中庭の片隅から、皆の楽しそうな声が聞こえてくる。

　ウチの子達に交じって、ユニちゃんも一緒にいるようだ。

　中庭に来ても姿が見えないので、レーダーを頼りに向かってみると生垣の陰にある狭い場所に集まって何かゲームをしているようだ。

　神経衰弱のように並べられたカードの前に車座になって遊んでいる。

　あれは昨日の昼間に買った学習カードか。

　皆の様子から推測するに、文字の面を上にしてそこに書かれた単語を正解すれば一枚獲得できるルールらしい。

　正解かどうかは、裏の絵を見れば確認できるから文字を知らない者同士でも覚えられるのが秀逸だ。

「楽しそうだね」

「ご主人様なのです！」

「字～覚えてた～？」

　生垣の陰から顔を出したオレを見つけて、ポチとタマが駆け寄って来る。

「見てなのです！」

「三枚～？」

　二人が獲得したカードを突き出して、オレに褒めて欲しそうな顔で見上げてきた。二人の期待通り、頭を撫なでながら「凄いぞ」と褒めてあげる。

　序ついでに、カードの内容を確認してみた。

「これはなんてカードだい？」

「それは『肉』なのです！」

　残念、山や羊ぎだ。

「こっちはなんのカードだろう？」

「それも『肉』～？」

　違う、兎だ。

　恐らく違うと理解しているであろうアリサに視線を送る。

「いや～、自信満々に『肉』って言い切られちゃうと、違うって言い辛くってさ」

　アリサが苦笑いしながら白状した。

　オレは二人に正しい単語を教えてやる。

「違うのです？　山羊だけど、肉なのです」

「にゅ～？　兎だけど、肉～？」

　オレの言葉に困惑顔の二人。

「では、このカードも『鳥肉』では無く『鳥』なのですか？」

　リザが驚きよう愕がくしたようにカードを見せてきた。ちゃんと「鳥」の「肉」だと判っているなら、「肉」を付けなくていいじゃないかとは言えなかった。

　アリサの気持ちが少し判ったよ。




　気を取り直して、一枚一枚の単語の正しい読みを教える事になってしまった。

「肉はどんな字なのです？」

「こう書くんだよ」

　カードに「肉」が無かったので、手書きで一枚追加してあげた。




[image: ]「絵画」スキルを得た。

[image: ]「書写」スキルを得た。

[image: ]「遊戯」スキルを得た。




　一枚書いただけでスキルの大盤振る舞いだ。

　おまけに、さっきポチとタマに文字を教えていたあたりで、「教育」スキルが手に入っていた。これは使えそうなので最大までスキルレベルを上げておこう。

　そうだ、今度スキルになりそうな事を思いついたらメモしておいて、スキル獲得大会でも開いてみるのもいいかもしれない。

　カードを作りながら雑談していて判ったのだが、意外な事にアリサもシガ国語の文字の読み書きができないらしい。

「ウチの国だと男尊女卑が激しくてさ。王族でさえ文字を覚える必要は無いって言って、教えて貰もらえなかったもの。魔法書なんかの本を読む為に、兄様達の授業に潜り込んで公用語の読み書きを覚えたものよ」

　アリサは普段の言動で台無しだが、なかなかの苦労人だ。

「だから、こんなカードくらい三日もあれば覚えてみせるわよ！」

　そう豪語するだけあって、一〇〇枚あるカードの内、早くも三〇枚を覚えてしまったそうだ。

「凄いね、何かコツでもあるの？」

「文字の集まりを絵として覚えるのよ。興味のある字からやってみたら？」

　まだ一枚も覚えられないというユニちゃんが、アリサにコツを尋ねている。

「あ、ユニったらこんな所にいた！」

　生垣をガサガサと搔かき分わけて、マーサちゃんがやって来た。髪の毛が生垣の細い枝に絡まって難儀していたので、取るのを手伝ってやる。

　アリサが小鼻を膨らませて「沈じん丁ちよう花げじゃないけど、これもアリね！」と意味不明な呟きを漏らしていた。アリサが前世で読んでいたマンガとかのネタだろうか？

　マーサちゃんの登場で、ユニちゃんが気まずそうにしている。

　そういえばユニちゃんは、勤務時間中だったっけ。

「ごめんなさい、マーサさん」

「まったく、何時までも子供なんだから。さあ、手伝ってあげるから昼の仕込みまでに、馬房の掃除と寝ね藁わらの交換をしちゃうわよ」

　マーサちゃんは軽くユニちゃんを叱った後、妹分の失態をカバーするべく腕まくりをして気合を入れている。

「あ、あの、もうやっちゃったんです」

「へ？」

　ユニちゃんが申し訳無さそうに告げ、上目遣いでマーサちゃんを窺うかがう。

「じつはポチとタマが、お手伝いしてくれたんです」

　二人が手伝ったお陰で、いつもより早く仕事が終わったので一緒に遊んでいたそうだ。

「えいやーって水みず汲くみしたのです！」

「馬の世話した～？」

　二人がどんなお手伝いをしたか、身振り手振りを使って話してくれた。

　お手伝いをしたポチとタマの頭を撫でて、「偉いね」と褒めてやる。タマが手を押し上げるように頭を擦りつけて来る。ポチはおとなしく撫でられているが、左右に揺れる尻しつ尾ぽが千切れそうだ。

　結局、ユニちゃんに仕事が完了したら必ず報告するように注意した後、マーサちゃんもカードゲームを後ろから見物していた。




　　　　◆




「こんにちは！　わたしはアリサって言うの」

「ポチなのです！」

「タマ～」

　幼女三人がミーアの部屋の扉を開けるなり自己紹介を始めた。

　アリサ達が階段を駆け上がってくる音が怖かったのか、ミーアは頭まで布団を被って隙間から外を窺っている。

　お昼を食べている時に、見舞いの相手が鼠人だけでなく「鼠人の騎士が守っていたお姫様」も一緒だと告げると、皆が会いたがったので連れて来た。

　ミーアの寂しさも紛れるだろうし、ナディさんも子守や看護から解放されるはずだ。

　もちろん、子供達だけでは無くリザとルルも連れてきている。二人は一階でナディさんの手伝い中だ。ルルは今朝渡した薬がよく効いたのか、昼食は普通に食べていたし顔色も良くなった。

「ん、ミーア」

　ミーアが恥ずかしそうに目元まで顔を出して、アリサ達に短すぎる自己紹介を返した。

　恥ずかしそうにはにかむミーアの顔を見て、オレは驚きを隠せない。

　銀色だったはずのミーアの瞳ひとみが綺き麗れいなエメラルドグリーンに変わっていたのだ。

　別人に入れ替わった訳でも無さそうだし、「精霊視」とかのスキルを使っている間は瞳の色が変わるのだろうか？

「なっ」

「お姫様なのです！」

「綺麗な髪～？」

　オレとは別の理由で、アリサがミーアの顔を見て絶句している。

　たぶん、ナディさんと同じ勘違いをしていたんだろう。ポチやタマが驚いていないのが意外だった。

「ちょっと、ネズミのお姫様じゃなかったの?!」

「違うよ。『鼠人の騎士が守っていた』お姫様だって言ったろ？」

　アリサの勘違いを訂正する。ちょっとしたイタズラ心に負けて、ミスリードを誘う為にそんな言い方をしたのだ。

　でも、布団越しに「能力鑑定ステータス・チエツク」でエルフって判らなかったらしい。どうやら、オレのメニューやＡＲ表示と違って鑑定には目視が必要みたいだ。

　物怖じしないアリサのお陰か、ポチやタマもすぐにミーアに馴な染じんだようだ。

「ちょっと下に行って来る。ミーアの看護は任せたよ」

「おっけ～」

「はい、なのです！」

「うけたまわり～？」

「むぅ」

　ウチの子達は快諾してくれたが、ミーアが不満そうに唸うなる。布団の下から出した手で、ローブの裾すそを摑つかむので、すぐに戻るからと言って放して貰った。

　どうして、こんなに懐かれたのやら。




　階下では、ナディさんが搔き込むように食事を取っていた。

「助かったわ、朝に麦粥がゆを少し食べただけだったから」

　黒パンとスープのみというシンプルな食事を終え、満足そうな顔でルルの注いだ薄い香草茶の香りを楽しんでいる。

　香草茶と呼ぶと聞こえが良いが、白湯に香り付けの葉を浮かべただけの物だ。ミントほどでは無いが、後味がスッキリとしている。非常に安価で、賤貨一枚で袋一杯の葉が買えるそうだ。

「サトゥーさんって行商人なんですよね？」

　香草茶を一口飲んだナディさんが、おもむろに話を切り出した。

　そういえば、そんな設定だったっけ。セーリュー市に着いてから、商人らしい行動は一切取っていないので少々心苦しいが肯定しておく。

「馬車はお持ちなんですよね？」

「いえ、荷馬を連れていたんですが、例の星降りのせいで逃げられてしまったんですよ」

　たしか、イオナ嬢にはこんな感じの作り話を伝えてあったはずだ。

「それは災難でしたね。資金に余裕があればなんですが、馬車を買われませんか？」

　気遣わしげな表情で、唐突な申し出をしてきた。

　なんでも、店長の知り合いの商人さんが現役を引退するので、馬車と牽けん引いん用の馬二頭をセットで売りに出しているらしい。

　この辺の観光が済んだら、獣娘達が暮らし易そうな土地まで連れて行ってやろうと考えていたので、馬車の話は渡りに船だが問題が一つある。

「せっかくのお話ですが、御者の経験が無いので──」

　普通免許は持っているが、馬車の運転なんてした事が無いんだよね。

　話を断るか、御者の手ほどきをしてくれる人を紹介して貰うか、迷って口くち篭ごもる。

　ふと、ルルが何か言いたげにしていたので話を振ってみた。

「ルル、何か言いたい事があったら、遠慮なく言ってごらん」

「あ、あの、一頭引きの荷馬車なら操った事があります」

　何度も嚙かんだり詰まったりしていたが、一生懸命に言葉を紡いで自分にできる事を伝えてくれた。

「じゃあ、ルルに操車を教えて貰おうか。ナディさん、そういう事なので購入させていただきます」

「即決ですね。でも、サトゥーさん、値段を聞かなくて良いんですか？」

　しまった、ストレージに大量の金貨があるので気が大きくなっていた。

　ちらりと門前広場を通り過ぎる馬車に視線をやって、相場をチェックする。我ながらチートだ。

「そこはナディさんを信用してますよ。予算はこのくらいまでに納めて頂ければ問題ありません。余った額をナディさんの取り分にして下さい」

　昔映画で見た腹に一物ある商人の顔をイメージして表情を作り、ナディさんの手に金貨の詰まった小袋を置く。

　相場プラス金貨二枚なので、余程カモられない限りは大丈夫だろう。

　これで交渉が決裂するようなら、オレの持つ「交渉」スキルや「値切り」スキルの出番だ。

「いつの間に……」

　ナディさんが困惑しつつも、金貨の枚数を数えて預かり証を発行してくれる。

　少し手際が良すぎて不自然だったか。ストレージ内で小袋に金貨を詰めたりせずに、金額だけ伝えて後から渡せば良かった。

　うん、反省終了。次回から注意しよう。




　　　　◆




「旅の前に野営の練習をしましょうよ！」

　アリサのそんな一言から、西街の空き地で野営の練習をする事になった。

　場所は西街にある空き地の一つで、ナディさんが顔役の人に許可を貰ってくれた。普通は勝手に使って良いそうなのだが、今回は火を使うので念の為話を通しておいたのだ。

　空き地は雑草で埋まっていたので、近くの金物屋で買った草刈り鎌で練習する場所を作る事から始めた。

　アリサ、ルル、リザの三人には、足りない道具と野営の練習に使う食材を買いに行って貰っている。

「草刈る～？」

「任せて！　なのです！」

　ポチとタマが楽しそうに草を刈り始める。

　オレも二人と一緒に草を刈り、一箇所に草を集めて積み上げる。即製竈を作る為の場所の草は刈るのではなく根ごと抜いて土を露出させた。

　そこにポチとタマが集めてきた石を積んで竈を作る。学生時代にキャンプをした時の記憶を頼りに作ったが、それなりにできたと思う。

　買出し組が戻るまでヒマだったので、ポチやタマと草のベッドに寝転んで空に浮かぶ雲を眺める。

　作業中にスキル取得ログが流れていたので確認する。予想以上に沢山のスキルが手に入っていた。「草刈り」「耕作」「開拓」「採取」「石工」「野営」の六種だ。

　野営なんて今までにも手に入っていそうなスキルだと思うんだが。迷宮の床でゴロ寝したり岩に天幕を引っ掛けて眠るだけじゃダメなのか。いまいち条件が不明だ。

「お待たせ、買ってきたよ」

　アリサを先頭にリザとルルが戻って来た。

　リザが即製竈を調整して、鍋なべを火に掛ける。水はココに来る前に汲くんでいたようだ。

「えへへ、見て、見て！」

　アリサが得意げに見せてきたのは、笛付きケトルだった。

　ガスレンジの無い世界の「やかん」だからか、屋外用の物を買ったからかは判らないが、鍋と同様に棒で吊つるして加熱するタイプのようだ。

　ルルが煮出しタイプの茶葉を入れて、先ほどの鍋の横に掛ける。

　今日のメニューは、カットした根菜三種と干し肉を煮込んで作るシチューと黒パンのようだ。

　内壁の向こう側に行かないと白パンは買えないらしい。今のところ黒パンに不満は無いので、飽きるまではわざわざ遠征する必要は無いだろう。

　今日のリザは槍やりを包丁に持ち替えて料理長を務めてくれている。ルルが皮むきなどのサポートをしていて、アリサが応援役をしている。ポチとタマにはやかんの番を任せた。

　オレは空き地の一角にあった切り株を回収に向かう。テーブル用だ。

　誰も見ていないので、切り株を力任せに引っ張り上げる。重機でも無いと無理な行為を、異常な筋力ＳＴＲ値が実現する。

　地面から浮き上がった太い根を赤兜かぶとから預かりっぱなしになっていた魔法のナタで払う。

　笛付きケトルのピーッという音が聞こえて来た。

　なぜかポチとタマが、やかんを火から上げる事無くこっちに走って来た。

「やかん怒った～？」

「助けてなのです！　やかんの人が怒るのです」

　やかんの「人」って……。

　ポチとタマは笛付きケトルを見るのが初めてだったらしく、蒸気の鳴らす笛の音に驚いたみたいだ。

「あれはお湯が沸いたよって、笛の音で教えてくれているんだよ」

「怒ってない～？」

「どうして沸いたらピーッて鳴るのです？」

　オレは二人に蒸気の仕組みを教えたのだが、なかなか通じない。

「当たり前よ。理系の学生に教えてるわけじゃないのに、水が気化したら体積が一〇〇〇倍になるのとか言っても理解できるわけ無いじゃん」

　違うぞ、アリサ。一六九九倍だ。
















　当然、そんな内心の抗議をアリサが聞くはずも無く、やかんの蓋ふたをはずして軽く上に載せる。

「見てて」

　やかんの蓋が蒸気でカタカタと動く。

「水は熱くなると、この白い煙みたいなのになるの。この煙は力持ちだから蓋くらいの軽いものだったら動かしちゃうのよ」

　アリサは近くの草を千切って水車を作る。この場合は風車か。

　それを蒸気に当てて回転させた後、自分でも息を吹きかけて回転させる。

「人が息を吹き掛けるのと同じ事を、蒸気がやるから笛の音がでるのよ」

「アリサすごい～」

「良く判ったのです！」

　少し悔しいが、アリサの説明で二人に通じたようだ。

　水魔法が使えるようになったら、水を気化して対象を吹き飛ばしたり壁にしたりする魔法とかを開発してみたいね。もうあるかもしれないけどさ。




　食事を終えてまったりとしている時に、レーダーに映る光点に気がついて振り返る。

　オレと目が合って立ち止まったのは、三人ほどの犬人や猫人の子供達だ。あのヌイグルミみたいな外見には覚えがある。

「ヤキトぉぃのおえい、れす」

「ヤキトぉぃあいがと」

「おいヒかた、れす」

　獣人の子供達はペコペコとした感じで口々にお礼を言って、オレの座る切り株の上に木の実が一杯載った葉っぱのお皿を置く。

「これは？」

「おかぁし、れす」

　お返しって事かな？

　そこにポチとタマが駆け寄ってきた。

　アリサとルルはリザを護衛にして、食後のデザート用に果物を買いに行っているのでここにはいない。

「狼ろう藉ぜき禁止～？」

「ご主人様をイジメちゃダメなのです！」

　どうやら、オレがこの子達に襲われたと思ったらしく、臨戦態勢だ。

「違うよ、この子達は、ヤキトリのお返しに木の実を持ってきてくれたんだよ」

　オレの言葉を聞いて、ポチとタマが戦闘態勢を解く。

「これはシイの実なのです！　とっても美お味いしいのです」

「こっちはクコの実～？　これも美味しい～」

　二人が皿に載った木の実を手に取って、名前を教えてくれる。

「こぇ、こぉ人の」

　ポチとタマが勝手に皿から取り出すのが面白く無かったのか、子供達が抗議の声を上げた。

　せっかくの気持ちだし受け取って上げたいけど、前にポチやタマから聞いた話から鑑みて、これはこの子達の貴重な食料なんじゃないかな？

　──そうだ、お返しのお返しをしよう。

　もう少し早かったらシチューやパンがあったんだけど……。

　干し肉の塊が二キロくらい残ってるから、アレをあげようか。

「ありがたく頂くよ」

　オレは木の実をハンカチで包んで「格納鞄ガレージ・バツグ」に仕舞う。

　それを見届けた子供達が満足そうな笑顔で帰ろうとしたので、呼び止める。

「お願いがあるんだ」

「なぃ、れす？」

「沢山ありすぎて食べ切れなかったから、貰もらってくれないかな？」

　ポチとタマが口を開いた気配がしたので、神速で口を塞ふさぐ。

　たぶん、肉なら幾らでも食べられると言おうとしたに違いない。

「いひぃの、れす？」

「うん、貰ってくれると助かる」

　ポチとタマがグリンと抗議の視線を送ってくるのに気がつかない振りをする。

　油紙に包まれた干し肉の塊を大事そうに抱えて帰っていく子供達に手を振って見送った。

　ちなみに、途中からポチとタマは、オレのお腹に頭を擦り付ける事に楽しみを見つけたらしく、アリサ達が帰ってくるまでグリグリと楽しそうにしていた。




　　　　◆




　野営練習という名目のピクニックの帰りに寄ったなんでも屋で、馬車の購入手続き書類に必要事項を記入する。

　ナディさんの仲介で購入手続きはその日の内に成立し、翌々日の昼には受け渡しが完了していた。

　実にスピーディーだ。

　馬車の購入手続きの最中に、アリサからミーアをエルフの里に送ってやろうという話が出た。

　ナディさんによるとエルフの里は公都の南東にあるそうなので、公都見物の後にでも足を延ばせば良いだろう。

　話を切り出してみた所、ミーアも乗り気だったし、何よりオレがエルフの里を見たいので、店長がセーリュー市に戻ったら話してみるという事で纏まとまった。やっぱり保護者の許可は貰わないとね。

　そう決めたのだが、店長は未だにセーリュー市に戻って来ない。

　予定では昨日の夕方か今朝くらいに戻るはずだったのだが……。

　店長大好きのナディさんも、あまり心配していないようだし大丈夫だろう。




　さて、馬車の方だが、先ほど何でも屋の前でお披露目と試乗会を終え、ルルと二人で操車の訓練の為にセーリュー市の外に出ている。

「今日もいい天気だね」

「……ハイ、ソウデスネ」

　無難に天気の話題を振ってみたけど、ルルの表情は硬いままだ。

　二人っきりのせいか、ルルが緊張して肩に力が入りすぎている。馬にも緊張が伝染したのか、さっきから鼻息が荒く、落ち着きも無い。

「そんなに緊張しなくていいよ。アリサみたいに──はならなくていいから、ポチやタマみたいに気楽に接してくれたらいい」

「そんな……わたしは奴隷ですから、恐れ多いです」

　消え入るような声で言うルルの意識を変えるのは、時間が掛かりそうだ。

　まずは、深呼吸でもさせて緊張を解すか。

「ルル、大きく息を吸って──」

　ルルから手綱を預かりながら指示をする。折角なので緊張と一緒に体も解して貰おうと思い、仕事場でたまにやっていた座ったままでできるストレッチをさせる。

　こっちに来てからは、若返ったせいか肩こりと無縁だったので、一度もやっていなかった。

「少し落ち着いた？　せっかくだから少し雑談でもしようか」

　オレはルルから視線を逸そらし、流れる雲を眺めながら、のんびりした口調を意識して雑談を始めた。

　多少、緊張が和らいだようだが、ルルは「はい」とか「そうです」とか短い答えを返すばかりだ。

　そういえば、ルルは男性が苦手だったっけ。

　アリサの話だと、幼い頃から従兄弟いとこ達や近所の子達から、苛いじめに近い扱いを受けていたそうなので無理も無い。

　喋しゃべるのも苦手そうだから、こういうタイプには話したい事を話させるのが一番だ。

　自慢話や好きな物事に関する事なら、口が滑らかになるはず。

　オレ自身やオタクな友人達もそうだったしね。

　さて、話題は何がいいだろう。

　オレは少し思案して、アリサの話題にする事にした。




「──そうなんです！　アリサったら凄すごいんですよ！」

　どうやら、この方針が正しかったらしい。

　アリサの話をするルルは、とても楽しそうだ。

　目がキラキラしてるし頰も仄ほのかに紅潮している。そうしているとただでさえ美少女顔なのに、さらに美少女度がアップする。

　うっかり危険な世界ロリコンに落ちそうで怖い。

「ほんとうに妹アリサの事が好きなんだね」

「はい！　たまに、どっちが姉か判らなくなりますけどね」

「たしかに、とても一一歳とは思えないよ」

「アリサは小さい時から天才だったんです」

　天才というか前世の知識を持ってたわけなんだが、その辺は話してないのか？

　まあ、いいか。折角なので話題を広げよう。

「どんな感じだったんだい？」

「例えばですね──」

　かなりアリサ上げのフィルターが掛かっているが、無粋な訂正や否定などせず、とにかくルルに好きなだけ喋らせた。

　久しぶりに喋りすぎたのか、ケホケホと咳せきをして喉のどを押さえたので水袋を渡してやる。

　それからお昼近くまで、ルルが楽しそうに語るアリサ自慢の話を聞き続けた。




　遠雷に空を見上げると、色の濃い雲が山の向こうに広がっていた。

　まだ何時間かは大丈夫だと思うけど、雨に降られる前に当初の目的を果たそう。

「そろそろ、操車の練習を始めようか？」

「はい！　ごめんなさい、私ったらアリサの事ばかり……」

　喋りすぎを恥じるルルを宥なだめて、教練を始めた。
















　もちろん、ルルに教えられた通りに馬車を発進させた時点で──




[image: ]「操車」スキルを得た。

[image: ]称号「御者」を得た。




　──のようにスキルをゲットできたので、教練の段階ごとにスキルポイントを割り振ってスキルレベルを上げて行く。

　いきなりＭＡＸにしないのは、教えてくれているルルへの配慮と、時間を掛けて教練する事でコミュニケーションを円滑にするのが目的だ。

　ついでに雑談を通して、操車についての一般常識を学ぶのも重要だったりする。

　操車そのものの機微は「操車」スキルが教えてくれるが、なぜそう操縦する必要があるのかまでは教えてくれない。

　その補完をルルに頼ったわけだ。

　もっとも、ルルも街中しか走らせた事が無いらしいので、旅に出る前にベテラン御者からレクチャーを受ける事にしよう。




　遠くで雷がゴロゴロと唸うなりを上げる度に、横に座るルルとの距離が狭くなる。

　たぶん、ルルは雷が苦手なんだろう。

　先ほど、山の向こうがピカリと光った直後には、短く悲鳴を上げて腕にしがみ付くほどだ。

　アリサ辺りなら、雷の音が聞こえたら見物に行く気がする。

　不意に、近くの林から視線を感じて振り向いた。

　そちらには人影はいない。レーダーにも怪しい陰は映っていない。小動物や鳥がいるだけだ──いや、フクロウがいた。

　再び、雷が光り、フクロウが暗雲をバックに逆光で怪しく浮かび上がって見える。

　何となくフクロウと目があった気がするが、フクロウはこちらへの興味を失ったのか、セーリュー市に入る馬車の屋根に留まって行ってしまった。

「あ、あの、ご主人様？」

　オレが無言でいたせいで、ルルを不安にさせてしまったようだ。

　せっかく打ち解けてきたのに、これではアリサ賛歌を耐え忍んだ甲か斐いが無い。

「すまない、ちょっと林の中に大きな鳥が見えたから気になってね」

「鷹たかですか？」

「いや、もう少し丸かったからフクロウじゃないかな？」

　適当な言い訳を口にして、微妙になっていた雰囲気を気安い感じに引き戻した。




　　　　◆




　市内に入り、なんでも屋の前まで戻って来ると、二階の窓から目敏くオレ達を見つけたタマが手を振ってきた。

　手を振り返そうとしたが、すぐに窓の向こうに顔を引っ込めてしまったので持ち上げた手のやり場に困る。

　くすくすと笑うルルに、決まり悪く馬車を門前宿に向けさせるように指示を出す。

　うん、打ち解けてくれたようで良かった。




「ご主人様～？」

「お帰りなさい、なのです！」

　転げそうな勢いで駆けて来たポチとタマを受け止める。後ろからはアリサとリザに付き添われたミーアもいた。

「サトゥー」

「やあ、ミーア。出歩けるようになったのかい？」

「ん、魔法薬ポーシヨン」

「店長が持って来てくれた魔法薬ポーシヨンのお陰みたい。初めて見たけど、魔法薬って凄いわね」

　ミーアの足りない言葉はアリサが補足してくれた。

　マップを確認すると、店長がなんでも屋の二階にいる。どうやら、オレ達が出かけるのと入れ違いで、セーリュー市に帰還していたようだ。

「元気になって良かったね」

「ん、感謝」

　何か良いたそうなミーアを見かねて、アリサがミーアの後ろから彼女の頭をつんつんと指さしている。

　今日のミーアはいつもと髪型が違った。いつもは無造作に後ろに垂らしていた髪を、二箇所で括くくってツインテールにしている。

　どうやら、ソレを褒めろという事みたいだ。

「可愛かわいい髪型だね、よく似合っているよ」

「ん」

　オレが褒めるとミーアが恥ずかしそうに小さな声で応える。

　アリサの提案で快癒祝いに何か美味しい物をという話になったので、本人にリクエストが無いか聞いてみた。

「蜜菓子」

　即答で返ってくるとは思わなくてリアクションが遅れる。

　ソレを拒否と取ったのか、アリサのフォローが入った。

「前にポチやタマが食べた蜂はち蜜みつ菓子の話を聞いて、興味を持ったみたいでさ」

「リザも食べたのです！」

「甘くて幸せな味～」

　ポチとタマがその時の事を思い出したのか、頰に手を当てて幸せそうな顔をしている。

「できれば、ミーア達に食べさせてあげたいのよ」

　なるほど。ミーアをダシにしているが、要はアリサも食べたいわけか。

　さほど高価な物でも無いので、ルルとリザに銀貨を数枚持たせ、人数分より多めの蜂蜜菓子を買いに行かせた。

　アリサ達に行かせても良かったのだが、病み上がりのミーアも付いて行きそうだったので二人に頼んだ。

　ふと、タマが門前宿の屋根を見上げた。

「どうしたのです？」

「にゅ～、あの鳥へん～？」

　屋根の天辺に留まるフクロウを見て、タマが首をかしげている。

　──さっきルルと馬車の練習をしている時に見かけたヤツかな？

　オレ達に注目されて、フクロウはどこかに飛び去った。




「こんにちはナディさん、店長はいますか？」

「あら、おかえりなさい、サトゥーさん。店長ならミゼさんの所ですよ」

　ミゼって誰だっけ──ああ、思い出した。赤兜かぶとの事か。

　オレはナディさんに礼を告げて、二階への階段に向かう。

　子供達は一階のソファセットのテーブルに、学習カードを広げ始めた。そんなに気に入ったのか、その遊び。

　雨が降りそうな天気だからか店内に客はいなかったが、ナディさんの邪魔にならないように注意しておく。

　軽く扉をノックしてから部屋に入る。

　女性や思春期の男子の部屋なら返答を待ってから入るが、オッサン達の部屋なので少し時間を置くくらいで良いだろう。

　入室してきたオレを見て、店長が小さく手を挙げて歓迎してくれた。

「サトゥー」

「ざトぅー？　貴殿ぐぁ、命の恩人殿くぁ──」

　赤兜の感謝の言葉を受け取る。聞き取り辛いのは、怪け我がをしているせいじゃなく、前に会った犬人族の子供達と同じく口の構造的な問題だろう。

　赤兜が「這い寄る影シヤドウ・ストーカー」に襲われていた事情や、ミーアを連れていた事情を尋ねてみた。

　もちろん、興味本位の野次馬根性だという事は自覚しているので、二人が拒否したらそれで終わらせるつもりだったのだが、思いのほか詳しく話してくれた。

　ミーアが故郷のエルフの里で魔術士に攫さらわれて、「揺り篭クレイドル」と呼ばれる施設に拉ら致ちされた事、施設の転移機能で逃げ出したミーアを偶然居合わせた赤兜が救い、店長を頼ってこのセーリュー市に向かった事を教えてくれた。

　居合わせた理由は、彼の集落近傍の山々で発生している植物の枯死の原因が「揺り篭」ではないかと調べに来ていたお陰だと言っていた。

　種族的な接点の無さそうなミーアの事を姫と呼んでいたのは、赤兜が若い頃にエルフの里で武者修行をしていた時分からの習慣らしい。

　魔術士がミーアを攫った理由は不明だ。店長は何か知ってそうな感じだったが、口を開く気は無さそうなのでスルーした。

　そして、魔術士の手先の大牙きば蟻や大羽蟻に追われながらも、以前から取引のあった闇社会の人達の手引きで市内に潜入できたらしい。

　セーリュー市を襲った大羽蟻は、その魔術士が送り込んだモノだったのか。

　なお、取引品目は集落の近くで採取できる岩塩らしい。

　──そうだ、ミーアを故郷に送り届ける件を店長に相談しないと。

「店長、実は──」

　オレが話を切り出そうとした声を断ち切るように、窓外の雷鳴と階下からのナディさん達の悲鳴が耳みみ朶たぶを打った。

「ナディ！」

　素早い動きで、店長が部屋を飛び出す。

　オレも慌てて追いかけた。後ろから赤兜も追いかけてくる。

　階下に下りてきたオレ達が見たのは、互いに抱き合うナディさんと幼女達の姿だ。

「どうした?!」

「て、店長……」

　赤兜が中腰で店の入り口に鋭い視線をやって、警戒している。

　だが、オレのレーダーにも敵影は映っていない。

　左右からポチとタマに抱き付かれたアリサが苦しそうに、「ギブギブ」と二人の背中をタップしている以外は特に問題は無い。

　アリサが窒息する前に、ポチとタマをアリサから剝はがした。

「いったい何が──」

　オレの声を遮る落雷の音。

　続いてポツポツと降り出した雨が、瞬く間に豪雨となって屋外を鈍にび色いろのカーテンで隠してしまった。

　幼女まみれでソファに腰掛け、先ほどの悲鳴の意味を理解した。

　ナディさんやこの子達は、落雷に怯おびえて悲鳴を上げただけのようだ。

　店長が魔法で室内に明かりを灯す。

　その光が店長に抱き付くナディさんの、怯えながらも幸せそうな顔を照らし出した。心の中で「リア充爆発しろ」と呪いの言葉を紡ぎつつ、苦笑を送っておいた。

　左右から腕に抱き付いてくるアリサとミーア、それからツメを立てつつ膝ひざの上で丸くなっているタマは良いとして、顔の正面から必死に抱き付いて来るポチがちょっと苦しい。髪を摑つかむのは痛いから止めて。

　ポチを抱き上げて、タマと一緒に膝の上に座らせてやる。

「か、雷の人は怖いのです！」

「ぴかぴか、ずどん～」

「真っ黒になっちゃうのです！」

「木も真っ二つ～？」

　ちょっとパニック気味のポチとタマが、腕をふりふり涙目で雷の恐怖を訴えてくる。そんなに怖いか。

　それよりも──

「雷はとても危ないの、危険なのよ？　アーゼも言ってたの。竜だって雷に当たったら墜落しちゃうの、落ちちゃうの、本当よ？」

　──そう訴え掛けてくる君は誰だ。

　先ほどまでの無口さが噓のように、ミーアがマシンガンのように言葉の弾丸を撒まき散ちらしている。

　知らない名前だけど、アーゼっていうのはミーアのお母さんとかかな？

「それで、アリサも雷が怖いのか？」

「……わ、わりゅい？」

　嚙かむほど怖いのか。アリサが蒼そう白はくな顔で、オレの腕の下に回り込んで抱き付いてくる。

　いつものセクハラかと警戒したが、雷が鳴る度にビクリと体を硬くしているので、それは冤えん罪ざいだったようだ。

　胸元に抱き付いているタマが、首だけを捻ひねって屋外の雨を見つめている。

　タマに「どうした？」と尋ねる声を、一際大きな雷鳴が遮った。

　落雷の閃せん光こうに照らされて小さな影が垣間見えた。レーダーにも接近する光点が映っている。

　豪雨のカーテンを抜けて、大きなフクロウがバサリとカウンターの上に着地した。

　──さっきのフクロウだ。雨宿りか？

　その丸い瞳ひとみがミーアを捉とらえる。

　ＡＲ表示がフクロウの詳細をオレに教えてくれる。「影梟シヤドウ・オウル」というフクロウの一種らしい。赤兜と出会う前に見かけたフクロウと同じ種類みたいだ。

　それは良いのだが、称号が「ゼンの使い魔」となっていた。リアル「使い魔」とか、実にファンタジーだ。

　だが、使い魔といえば魔術士が使役するモノだ。

　ならば、このフクロウを操っている主は、ミーアを攫った魔術士である公算が高い。

　魔術士の名前は「ゼン」と言うのだろう。

　それにしても、どこかで聞いた名前──ああ、ゼナさん達と見た劇の主役の名前か。あの悲恋話は実話を元にしたらしいが、偶然の一致だろう。何せ、主役の魔術士ゼンはストーリー通り処刑されたらしいからね。

　そんな益やく体たいも無い情報を脳裏から振り払う。

　今はこの使い魔の対処が先だ。背後にいる魔術士をマップで検索するが、セーリュー市どころか、伯爵領全体を含めても存在しない。

　──どこから操っているんだ？

　とりあえず、使い魔を捕らえよう。

　魔術士の耳目を奪っておかないと、前みたいに魔物を送り込んで来ないとも限らないからね。

　オレはフクロウを注視しながら、膝ひざ上うえのポチとタマを左右のアリサとミーアに預け、四人を背後に守るようにソファから立ち上がった。

　魔法の明かりが、フクロウの背後に長い影を作る。

　雨に映る影から湧き出るようにソイツが現れた瞬間、全てが凍り付いたかのように動きを止めた。

　──恐怖。

　そう、そいつは恐怖そのものが具現化した存在。

　オレ達は瞬きすら忘れて、ただひたすら恐れに吞のまれていた。それに抗あらがおうと考える事すら思い付かない。

　悲鳴を上げて無様に逃げ出したい──そうできないのは僅わずかに残ったプライドと保護欲。背後に守る幼女達の存在が、オレの理性を繫つなぎ止めていた。

　刹せつ那なの空白の後、恐怖がほんの少しだけ薄れる。

　──アリサの精神魔法か？

　僅かな理性がオレにメニューを開く余裕をくれた。

　旧型のＰＣのようなレスポンスの悪さを心の中で罵ののしりながらスキルタブを開き、目的のスキルまでスクロールさせる。

　とてつもなく長い体感時間の末に、ソレを見つける。

　──恐怖耐性スキル。

　思考操作で「無効」から「有効」へ切り替えた瞬間──時が動き出す。

　驚くほど、思考がクリアだ。

　潮が引くように狭きよう窄さくしていた視界が広がっていく。

　さっきまで聞こえなかった雨音も返ってきた。

　オレは何十分も掛けたつもりだったが、ヤツが現れてからコンマ一秒も経っていない。

　その証拠に、ヤツはフクロウの影から姿を現す最中だ。

　さっきまで巨人のように感じていた相手が、今ではオレより少し背が高いくらいだと判る。

　薄汚れた茶色のローブの猫背の男だ。目深に被ったフードのせいで顔が見えない。

　飛んできたフクロウと違い、こいつは今ココに出現した。

　まるで本当に影から出てきたように、レーダーに白い光点が発生したのだ。今では赤い光点に変わっている。

　種類は判らないが、恐らく魔法だろう。

　ヤツの横にＡＲ表示されていく情報を目で追う。

　名前はゼン、レベルが四一と高い。スキル──「不明」。

　嫌な予感がする、アリサや勇者の同類か？

　最後まで読む前に、一歩踏み出した魔術士ゼンがオレ達を睥へい睨げいし、その視線をミーアで留める。

　その前に一瞬だけ、オレやアリサで留まった気がするのは気のせいだろうか？

「迎えに来たのだよ、ミーア」

　地獄の底から這い出てくる亡者のような声に、背後に庇かばったミーアの体が一瞬ビクリと震えたのが摑まれた袖から伝わって来る。

　この男がミーアを攫った魔術士で間違い無いだろう。

　フードの下は、魔法の光を拒絶するように暗いままだ。唯一、熾おき火びのような小さな紫色の炎が二つ見える。

　怖くて声が出せないミーアに代わって、オレが対応する事にした。

「はじめまして、魔術士殿。私は商人のサトゥーと申します」

「ふん、商人風情に用は無いのだよ」

　ゼンが傲ごう然ぜんと吐き捨てる。

「だが、さすがは勇者の末まつ裔えいだ。我が恐怖を浴びて平然と喋しやべれるとは驚嘆に値するのだよ」

　──誰が勇者の末裔だ。

　この黒髪と名前からそう判断したなら、やはりコイツの正体は……。

「見逃してやるつもりだったが、刃向かうなら容赦はせぬぞ？」

　その言葉を証明するデモンストレーションなのだろう。ゼンが木のカウンターの上に手を置くと、そこから見る見る変色し干からび腐っていく。

　魔法か魔法の道具かは判らないが、ヤツに触れられるのは危険だ。オレには「腐敗耐性」スキルがあるからしばらくは耐えられるだろうが、わざわざ試す気は無い。

　魔術士相手の場合、ゲームなら範囲攻撃魔法を警戒するべきなのだろうが、向こうの狙いがミーアの略取である以上、それを警戒しなくても大丈夫だろう。

「荒事は遠慮したいのですが、ミーアは友人なのです。本人の意思に反する略取を見過ごすわけには参りません」

「片腕をこの机のように朽ち果てさせても、同じ事が言えるのかね？」

　ゼンは腐り堕ちたカウンターの間を通って、こちらに一歩踏み出してきた。

「どうしても、引いてはくれませんか？」

「愚問だ。ミーアを守りたくば、武勇を示せ。言葉で止められるほど、我が狂気は軽くないのだよ」

　では、お言葉に甘えよう。

　石畳の床を踏み抜かないように注意して、一撃必倒の打撃をヤツの鳩みぞ尾おちに放つ。

　マンガで見た中国拳けん法ぽうの技のイメージを、「格闘」スキルが実現してくれる。

　やり過ぎると一撃で殺してしまうので、「拉ら致ち」スキルの齎もたらす感覚に合わせて手加減を追加した。

　──軽い。

　体を打ち抜く一撃ではなく、体表少し先で止めるつもりの一撃だったとは言え、ここまで軽いのは異常だ。

　落とした視線に映るのは、半透明に透けたゼンの体を突き抜けた己の拳こぶし。

「なっ?!」

　驚きよう愕がくするオレの足首を何かが摑み、一瞬で持ち上げる。

　上下が入れ替わる視界。「立体機動」スキルがサポートしてくれるお陰で、三半規管が悲鳴を上げることなく周囲を見渡せる。

　オレを摑み上げた巨人の正体は、ゼンの影から伸び上がった幾本もの黒い触手だった。

　──こいつは影を操るのか！

　特にダメージを受けている様子も無いが、摑まれた足首がピリピリと痛い。

　オレやアリサもそうだが、無詠唱の魔法は事前に察知できないから厄介だ。
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　影耐性スキルって何だよ、と突っ込みたいが、今はそんな場合でもない。影耐性スキルにポイントを割り振って、この理不尽な魔法への抵抗力を上げておく事にした。

　影耐性スキルのお陰か、足首のピリピリとした痺しびれが消える。

「驚いたのだよ。商人を騙かたる格闘家か。よもや、そのレベルでそれだけの動きができるとは世の中狭いようで広いのだよ」

「オレも影を操る魔術士がいるとは思わなかったから、お相子だ」

　敵対した相手にまで敬語で話すのはバカバカしいので、タメ口に変える。

　交流欄のレベル表示を低くしすぎると、こういう時に侮られてしまうのか。相手の油断を誘えるのは良いが、そもそも油断を誘う必要が無いんだよな……。

「その姿で減らず口を叩たたくか。天晴れなのだよ」

　ゼンの傍に新しく持ち上がった影が、拳を作り出す。

　まともに殴られたら痛そうだ。オレはストレージから魔法銃を取り出そうと、ローブのポケットに手を入れる。

「うちのご主人様から手を離せぇぇぇ！」

　アリサがヤケクソのように声を絞り出す。同時に、何か引っ張られるような感触が体の右側に生じた。

　ログによると「精神衝撃波シヨツク・ウエーブ」という精神魔法を使ったらしい。

　ほんの一瞬だが、ゼンが一歩後ろによろめいた。

　ヤツの体力ゲージもスタミナゲージも変化が無いが、僅かな後退ノツク・バツク効果があったのだろう。

　のけぞらせた頭からフードがずれて、ゼンの顔が白日の下に晒される。

　──その顔は白骨。

　洞うろのような眼がん窩かの奥に紫色の炎が瞳の代わりに鎮座している。

　恐怖耐性が無かったら、悲鳴を上げていたかもしれない。

　オレはさっき中断していたゼンのステータスの続きに目を通す。

「……幽鬼レイス？」

　掠かすれたナディさんの声が聞こえる。

　どうやら、さっきの攻撃の前にアリサが「恐怖除去リムーブ・フイアー」の魔法を使って、皆の状態異常を解除していたようだ。

　ナディさんの推測は順当と言えるが、ヤツはそんなに生易しい相手じゃない。

「そのような下級の不死の魔物アンデツドと一緒にされるのは、いささか不愉快なのだよ」

　ゼンが不快そうに、ナディさんを睨にらみつける。

　オレを狙うはずだった影の拳を、ナディさんに向けて放つ。

　空中で体を捻ひねり、ストレージから取り出したばかりの魔法銃で拳を迎撃する。

　魔法の弾丸は見事に拳を撃ち抜いて霧散させたが、拳の根元の影がそのまま勢いを失わずにナディさんに迫る。

　次弾の引き金を引くが、コンマ一秒のタイムラグがそれを拒否する。

「ナディ！」

　店長が、ナディさんの前に長ちよう杖じようを構えて立ちふさがり、呪文の詠唱を始めようと口を開く。

　影の先端が店長の長杖を砕き、その胸を強打した。

　──その光景がオレにヒントをくれる。

　足を拘束する影から強引に足を引き抜き、反対側の足を拘束する影を踏み抜く。

　オレは一瞬の早業で拘束から抜け出し、そのまま店長ごとナディさんを貫こうとした影を拳で殴り付けた。

「バカな！　そう、バカな！　なのだよ」

　オレは影と一緒に砕いた石床から拳を抜き取り、地面から立ち上がる。

　影だから触れないと、勘違いしていた。

　こちらに干渉できるなら、こちらからも干渉できるはずだ──

「影魔法で作り出した影鞭シヤドウ・ウイツプに、魔法や魔法の道具マジツク・アイテム以外で干渉するなどありえん」

　──違ったらしい。

　ドヤ顔で解説とかしなくて良かった。危うく黒歴史になるところだ。

　それより、胸を強打された店長の体力ゲージがヤバい。

　影を破壊しても勢いは消せなかったのか、殴り飛ばされた店長を受け止めたナディさんも気絶している。

「姫は渡サぬ」

　赤兜かぶとが、店長の折れた杖を構えてオレの横に並ぶ。

　オレの後ろではアリサが小声でポチとタマに何やら指示を始めた。

「ポチ、タマ、わたしが隙を作るから、ミーアを連れて裏口から逃げなさい。できるわね？」

「一緒に戦うのです！」

「骨倒す～？」

「ダメよ、アイツには絶対に勝てない。レベルが違いすぎるもの」

　そこにミーアが震える声で、アリサの提案を拒否した。

「……いい。逃げて」

「アンタを置いて逃げてどうするのよ。アンタを逃がすのは友達だからだけじゃないわ。わたし達のご主人様の望みがアンタを逃がす事だから、それを最優先するの」

　アリサが幼女じゃなかったら惚ほれそうだ。

「でも」

「デモも、ストも無いわ。ちゃんと逃げる隙は作ってあげるから、安心して逃げなさい」

　アリサのヤツ、固有ユニークスキルを使う気か。しかし、古くさい言葉を使う幼女だ。

　オレの防壁を突破できるくらいだ、たかがレベル四一の相手に効果を発揮するくらいはできるだろう。

　まあ、その前になんとかするけどさ。

「魔術士殿。悪いが無学なオレ達に、アンタの正体を教えてくれないか？」

　オレは魔法銃を構え、ゼンに尋ねる。

　もっとも、正体はもう判っている。ＡＲ表示が教えてくれたヤツの正体は「不死の王ノーライフキング」だ。

　有名な「不死の魔導王リツチ」や「吸血鬼の真祖」に並ぶ最高ランクのアンデッドだ。

「ふむ。ある時は商人、またある時は格闘家、その正体は銃士ガンマンというわけか」

　ゼンがオレの質問には答えず、アリサみたいな古臭い言い回しをして、自分の言葉に肉のない口をカクカクと動かし嗤わらう。

「もっと色々な正体があるかもね」

　オレとしては、真の正体は異世界観光客というのを推したい。

「面白い。サトゥーよ。その正体に勇者を追加してみせよ──」

「ご主人様、ネズたん、横に跳んで！」

　ゼンの言葉を最後まで言わせず、アリサの声が割り込んだ。

「いっけぇぇぇ！」

　オレが飛びのくのとアリサの絶叫は同時だった。

　不可視の攻撃が、ゼンに直撃する。

　よろめく、ゼン──だが、それだけだ。

「今のは危なかった、まさか固有ユニークスキルとは！　そして、その髪！　キサマも転生者だったのだな。カツラを使っているとは思わなかったのだよ」

　キサマもって事は、やっぱり予想通りゼンも転生者だったのか。

「くぅ、抵抗さレジられた」

　ドサッ、とアリサの体がソファに沈む音がした。今の一撃にスタミナと魔力の全てを消費したのだろう。

　昏こん倒とうしたアリサに幼女達が集まり、名を呼んで安否を気遣っている。

　逃げ遅れた赤兜が目元や口元から体液を流して気を失う。命には別状は無さそうだが、放置したら後遺症とかが出そうだ。

　アリサが作った隙を突いて、ヤツの肩を狙って魔法銃のトリガーを引く。

　人間相手に銃の引き金を引くのに抵抗があったんだが、アンデッド相手というか怨おん霊りようみたいな外見のせいか、威嚇程度なら普通に撃てた。

　撃ち出された魔法の弾丸が襲いかかるが、ヤツの身体の前に現れた魔法の防御壁に防がれてしまった。透明度の高い黒ガラスのようなヤツだ。

　魔法銃が効かないのか……。

　だからといって「小火弾フアイア・シヨツト」を室内で撃つわけにもいかない。ヘタに撃ったら家屋全焼間違い無しだ。

　──ストレージの聖剣や神剣なら簡単に勝てると思うが、威力が高すぎて問答無用で殺してしまいそうで踏ん切りがつかない。

　怨霊みたいな見た目のヤツだが、人間としての自意識がある相手を殺したら寝覚めが悪そうだ。

　ワガハイ君や目玉魔族みたいに、存在自体が相容れない「人類の敵」みたいなのだと抵抗は少ないんだが……。

「分を超えた力は破滅を呼ぶ。その娘を神の玩がん具ぐにしたくなければ、先ほどの固有スキルは使わせぬ事だ」

「起きたら伝えておくよ」

　ゼンの忠告を聞きながらも、打開策を思案する。

「それが良い。では去るとしよう」

　──ミーアを諦あきらめるのか？

　ゼンのあっさりした撤退の言葉に気が緩みそうになったが、後ろから聞こえたミーア達の悲鳴を聞いて振り返る。

「力が抜ける～？」

「放せ、なのです！」

「サトゥー」

　ポチとタマが影鞭で空中に吊つり上あげられている。

　オレの名を呼び哀願するミーアは、地面から伸びた無数の影鞭に縛られて体の半ばまで影の中に沈み込んでいる。

　ポチとタマの二人は、スタミナを奪われ尽くして近くのソファに投げ捨てられた。大丈夫、怪け我がはしていない。

　──優先するべきはミーアだ。

「ミーア！」

　オレはポチとタマに心の中で詫わびながら、ミーアに飛びつく。

　手でミーアに絡みつく影鞭を摑つかんで引き千切ろうとするのだが、ゴムのように伸びるばかりでなかなか切断できない。

　ならば、とミーアに絡みつく影鞭を魔法銃で撃ち抜いて切断していくが、次々と影の中から新しい影鞭が生えてくるので間に合わない。

　オレは魔法銃を捨て、ミーアを抱きしめて影の中から引き抜こうとするが、影鞭がミーアを引きずり込む力が思いのほか強い。

　ミーアが辛そうに悲鳴を漏らす。

　オレが引っ張る力のほうが強いが、じりじりとミーアの体力が減ってる。これ以上力を入れて引っ張ったらミーアの体が千切れそうだ。

「無駄なのだよ」

　ゼンが足元の影に沈み込みながら、抵抗を続けるオレを哀れむ。

　アリサが拾った魔法銃でゼンを撃つが、先ほどと同じように黒い防御壁が弾丸を防いでしまう。

「我のような超越者に敵わぬのは、世の理不尽な理ことわりと思い諦めるのだよ。死を恐れぬなら揺り篭クレイドルを訪れるがいい。知恵と勇気とやらを振り絞って突破してみせるのを期待しているのだよ」

　その言葉を置き土産に、ゼンは影に沈んで消える。ミーアが沈むのを最後まで見届けないのは余裕なのか油断なのか。

　オレの体も僅わずかに影に引きずり込まれそうになるが、レジストしてるのか一センチ以上は沈まない。

「ご主人様！」

「アリサ！」

　そこに戻ってきたリザとルルが、室内の惨状を見て声を上げた。

　──オレは決断する。

「リザ！　ルル！　皆の治療を頼む。ホルン元神官かゼナさんを頼れ！」

　そう一言声を掛けて、金貨の詰まった小袋をリザに投げ渡す。ベルトン子爵の家紋入りのヤツだ。いざとなったら彼の助けも借りられるかもしれない。

「オレの事は心配するな。ミーアと一緒に必ず帰る！」

　皆の返答を待たず、オレはそのままミーアと一緒に自ら影に沈み込んだ。







　トラザユーヤの揺り篭





〝サトゥーです。人から人に伝わる時に情報は変質します。それが意図的か無意識かに関係なく、「誰か」のフィルターを通すと否応なく変わってしまうのです。〟






　沈み込んだ先は漆黒の空間だった。

　音も無く光も無く、まさに影の中といった感じだ。もちろん空気も無い。

　……さすがに少し苦しい。僅かずつだが体力とスタミナが減っている。それでも「自己治癒」スキルのせいか一定時間で戻って行く。

　ひょっとしたら、窒息死とかができない体になっているのかもしれない。

　空気があっても、こんな場所に長くいたら正気でいられない人もいそうだ。

　少し酸欠気味で思考に集中できない。

　──そうミーアだ。

　自分の体も見えない状態なので、当然のようにミーアの姿も見えない。周辺を手探りで探すが、上下すら判らない状況ではそれもままならない。

　ストレージから点火魔具テインダー・ロツドを取り出して点火ボタンを押す。自分の体くらいは見えるようになるかと思ったが全然だめだった。

　レーダーにも自分しか映っていない。

　久々に「全マップ探査」を使ってみる。残念だがレーダーの表示はそのままだ。本当にオレだけしかいないのかもしれない。

　マップを開いて見る。

　そこには、こう書かれていた──「マップの存在しないエリアです」

「ゲームか！」

　オレは全力で吼ほえた。

　そして、その声に呼応するかのように、音も無く影の空間は砕け、ガラスのような破片となって消えていく。




　　　　◆




　そこは謁見の間という記号を集めたような場所だった。

　学校の体育館を縦に二つ並べたような広さの縦長の部屋だ。石造りの床、壁際には太い円柱が並び、柱に付けられた燭しよく台だいからはＬＥＤ光のような魔法の光が溢あふれて部屋を照らしている。

　一段高い所には玉座があり、その奥には赤く明滅する直径二メートルほどの球体が膝ひざくらいの高さに浮いている。まるで魔核コアを巨大化したような造形だ。

　──いた！

　玉座には眠らされたミーアがいる。

　その横には見知らぬ金髪美女がミーアを介抱していた。顔はミーアに面差しが似ている。彼女を成長させたらこんな顔になりそうだ。

　だが、体型は似ていない、けしからん巨乳だ。ＤいやＥカップはあるかもしれない。

　いや、今はそんな事はどうでもいい。

　オレが駆け寄るより早く、玉座の横の譜面台のような装置に指を走らせていたゼンがこちらに気がつく。

「バカな！」

　男は驚きながらも、譜面台を操作する手を緩めない。

「そう、バカな！　なのだよ。どうやって我の影の牢ろう獄ごくから抜け出した！　あれは貴様のような低レベルの輩に、どうこうできる代物では無いはずなのだよ」

　驚きたいのか、自慢したいのか、馬鹿にしたいのか、ハッキリしてくれ。

　さっきの影空間の影響なのか、足元がややふらつく。

「オレには光の護符があるからな。影魔法は効かないんだよ」

　しまった、本当の事を言う気は無かったが、誤魔化すにしても内容が適当すぎる。詐術スキルが暴走したのか？

「試練は公正でなくてはならない。ズルは許容できないのだよ。この部屋には揺り篭クレイドルを攻略したものだけが訪れる事ができる。そういう決まりなのだ」

　ゼンはそこで言葉を切って、自分の言葉に数度頷うなずく。

「ゲームマスター気取りか？」

　デスゲームをしたいなら、ＶＲゲームだけにして欲しいものだ。

「ゲームとは心外だ！　確かにこの揺り篭クレイドルでは人は死なぬが、遊びではないのだよ」

　──人が死なない？　どういう事だ？

「そして攻略の果てに、ここまで訪れる事のできた勇者こそ、不死の王たるこの我を討滅する資格があるのだよ」

　こいつは、何を言っている？

　揺り篭クレイドルを攻略して、自分を殺して欲しいのか？

　オレはこいつの言い分が少し頭にきた。そんな理由でうちの子達やミーアに迷惑をかけて店長達を痛めつけたのか？

「死にたいなら自殺しろ。他人を巻き込むな」

「ふははは、神から受けた祝福があるかぎり、我は不死身なのだよ」

　なぜか、ゼンの言葉に皮肉のニュアンスを感じた。まるで「祝福」が「呪い」とでも言わんばかりだ。

　少々不快だが、こいつの長話のお陰で足も回復した。

　四〇メートルほどの距離を一瞬で踏破し、ミーアの目前に迫る。最優先事項はミーアの救出だ。

　オレの指先がミーアの服に触れる直前、操作板の上を縦横に動いていたゼンの手が動きを止めた。

「では、そろそろ主の間から退場して貰もらうのだよ」




　　　　◆




　踏みしめる足裏の感触が違う。

　何より、目前の光景が変わりすぎていた。

　唐突に現れた崖がけの縁で何とか止まり切る。地面を抉えぐった影響で足下の地面が崩れるが、軽いバックステップで範囲外に逃れた。

「何処だ？　ここは？」

　答える者の無い問いを呟つぶやく。

　どうやら、魔法か何かで転移させられたようだ。ゼンの影から影へ渡る能力とは違うようだが、一体何処に飛ばされたのだろう？

　オレは眼前に広がる景色を見渡す。ここは峠のような場所だ。

　目の前の崖がい下かは、セーリュー市が幾つも入りそうな盆地が広がり、その周囲を山々が囲んでいる。

　盆地の底は靄もやが立ち込めていて判然としないが、僅かに覗く背の高い木々は全ての葉を落として枯れた枝を寂しげに伸ばしている。

　周囲の山々も禿はげ山やまのようで、見える範囲には獣もいないようだ。

　オレは一つ深呼吸をして、目を閉じる。

　目を開けて、もう一度景色を見る。

　──まだ、ある。

　今度は目を閉じたあとに素数を数えて、心を落ち着ける。

　意を決して目を開けたが、それは消えていなかった。

　──やはり、幻じゃなかったか。

　盆地の中央に聳そびえ立たつ大樹に目をやる。

　ただの大樹なら良い。

　ありえない事に、その大樹は周囲の山々と同じ高さなのだ。

「これは世界樹というやつなのか？」

　どうして、あのサイズで自壊しないのか気になるが、解明するのは後世の研究者に委ねて、するべき事をなそう。

　世界樹もどきの大樹の横にはＡＲ表示で「トラザユーヤの揺り篭」と表示されている。

　大樹には蜘く蛛もの巣すのような糸状の飾りが付けられている。枝に隠れてよく見えないが、スケールから考えてあの糸は通路のような物なのではないかと思う。

　オレがミーアを救出する為に向かうべき場所は、あの大樹の中にあるはずだ。

　マップを開くと、ここは「灰鼠首長国」という場所らしい。幸いセーリュー伯爵領と隣接した国のようなので、ミーアを救出したのに帰るに帰れないという羽目にならずに済みそうだ。

　全マップ探査で「灰鼠首長国」を調べ、帰還ルートを先に選定しておく。

　一番近い鼠人族の集落でも山二つ向こうにあるようだから、流星雨を使う事になったとしても被害は少なくて済みそうだ。




　目の前に「揺り篭」へと延びる階段がある。先ほどの場所から少し崖沿いに歩いた場所だ。

　この階段だが、空中に浮かぶガラスのような透明の板の連なりだ。恐らく魔法なのだろうが、支えも無しに空中に浮かんでいる。幅は三メートルほどあるが、手すりも無いので突風が吹いたら谷底へ真っ逆さまに転落してしまいそうだ。

　いつもなら踏み出すのを躊躇ためらいそうだが、有効にした「恐怖耐性」スキルが肩代わりしてくれているのか、恐れを感じない。

　──これは危ないな。

　事件が解決したら、「恐怖耐性」スキルを忘れずに無効にしておかないと。




　傾斜の殆ほとんど無いガラスの階段を進んでいると、羽音が聞こえてきた。

　そちらを見上げると、蜂の魔物が近寄ってきていた。

　まだ距離があるので、レーダーには映っていない。

　マップを開くと、ここはもう「灰鼠首長国」では無く「トラザユーヤの揺り篭」の領域になっていた。

　早速、「全マップ探査」で「トラザユーヤの揺り篭」の情報を丸裸にする。

　接近中の蜂の魔物にＡＲ表示で情報が追加される。

　種族は「紅針蜂クリムゾン・ニードル・ビー」で、レベル一ひと桁けたの雑ざ魚こだ。毒を持っているようなので、接近される前にストレージから取り出した魔法銃で撃ち落とす。

　いつも使っている魔法銃はなんでも屋に置いてきてしまったので、これは予備のヤツだ。

　マップに表示される大樹の情報を読み解いて行く。

　ゼンに知られたら「ズル」と言われそうだ。

　大樹の幹を登っていけば良さそうなのだが、先ほどのように「揺り篭」の特殊機能で転移させられたら意味が無い。

　ここは向こうのルールに従ってみるしか無いか。

　討伐が目的なら、流星雨を使うだけで終了なんだが、ミーアを無事に連れ帰るには多少の苦労もやむなしだ。




「何だコレは？」

　入り口に立派な門があるのは判る。

　だが、入り口の横に置かれた看板に戸惑いを隠せない。

　そこにはエルフ語で、この施設の名前と攻略ルールなどが書かれていた。看板の下のほうにはシガ国語を始めとした五つほどの言語で注意書きがしてあった。

　曰いわく──

　エルフの為の訓練施設ゆえ、エルフ以外には生命保護装置が働かぬのを注意されたし。

　訓練所の使用は何人たりとも制限はせぬが、自己責任で行う事。

　訓練所における怪け我がや器物損壊に関しては、一切の補償をしない。

　──と書かれてあった。

　エルフを訓練するための樹木型の迷宮みたいだ。

　生命保護装置があるらしいが、「揺り篭」ごと破壊するのはダメだろう。施設が壊れても生命保護装置とやらがミーアを守ってくれるとも思えない。

　ゼンが人の死なない施設だと言っていたが、ヤツがエルフ以外も対象になるように拡張したのかを調べる術すべは無い。

　マップを見る限りでは樹木の幹の中に迷宮があるのではなく、外から見えた蜘蛛の巣状の人工物が訓練施設本体のようだ。

　分厚い外皮や幹に浸食している部分もあるが、施設の数パーセント程度みたいだ。




　門を潜った先には、魔物が待ち構えていた。

　称号に「通路を徘徊する魔物ワンダリング・モンスター」とあるから、待ち伏せされたのではなく単なる遭遇戦のようだ。

　一メートルほどの餓鬼のような姿をした魔物だ。

　雑魚の代名詞ゴブリンかと思ったが、ＡＲ表示では少し違う名前が表示された「雑草小鬼ウイード・ゴブリン」と表示されている。

　どうやら、ゴブリンを模した雑草の集合体のようだ。

　前蹴げりを叩たたき込こむと、軽い音と共に草を撒まき散ちらして倒れてしまった。レベル一みたいだったし、こんなモノだろう。白っぽい魔核が落ちていたが拾わずに放置した。

　この「揺り篭」は全部で二〇〇階層あり、一〇階層を一単位として二〇個の長大な螺ら旋せん階段で上層に繫つながっている。

　目の前に最初の螺旋階段があり、途中にある八つの扉がそれぞれの階層への入り口になっている。

　階段の前のモニュメントには「第一号大階段」と書かれてあった。

　大階段のある吹き抜けの大広間には壁から幾本もの枝が伸び、その先にはランタンのような形の光源が生えている。

　枝の先には光源だけでなく、色々な果実が実っていた。

　ただ、一つの枝から蜜み柑かんや洋梨、瓜うりが生えているのが不自然だ。まるでＳＦに出てくるような科学者がＤＮＡをデザインしたようだ。

　大階段から繫がる各階層には魔物が配置されていて、上層に至るほど魔物のレベルが上がっている。これは入り口に書いてあった「訓練施設」という言葉を裏付けていた。

　今回の事件と関係なく訪れたなら、ウチの子達の訓練に使ってみたかった。




　大階段を上りきった突き当たりに待つ一〇階の扉には、九個の穴が開いていた。

　扉の横にある黒い石版によると、各階にあるボスモンスターを倒す事で得られる鍵珠キー・オーブという宝玉を嵌はめると開くらしい。

　ゼンは否定していたが、ＲＰＧなどのゲームにしか見えない。

　宝玉を嵌めずに扉を開けようとすると「扉の守護者ゲートキーパー」が現れて、勝負を挑まれるそうだ。

　この「扉の守護者」を倒す事でも扉が開くそうなので、早速戦う事にした。

　扉のノッカーを叩くと、扉前の踊り場に光の魔法陣が生まれ、全身甲かつ冑ちゆう姿の騎士が出現する。

　ＡＲ表示によると「生ける甲冑リビング・アーマー」という魔物だそうだ。レベル一〇とこの付近の魔物と比べたら少々強いが、オレから見たらさっきの小鬼と大した違いは無い。

「生ける甲冑リビング・アーマー」が振り下ろす片かた手て斧おのを避け、無造作に甲冑の真ん中に前蹴りを叩き込む。

　つま先で蹴ったら痛そうだから、腰の捻ひねりを加えて抉りこむように踵かかとで蹴り抜く。

「げっ」

　やり過ぎた。一撃で倒したのは予定通りだったのだが、甲冑が思ったよりも脆もろかったせいで足が背中まで突き抜けてしまった。

　危うく転びそうになったが、バランスを崩す前に「生ける甲冑リビング・アーマー」の体をストレージに収納する事で回避した。

「……ふぅ、焦った」

　気恥ずかしさを誤魔化すように独り言を呟き、オレを招き入れるように開いた扉を潜る。

　次は大樹の反対側にある二〇層までの大階段だ。まったく、コンピュータゲームみたいな配置しやがって。

　──ゲーム？

　オレは駆け出そうとして、足を止めた。

　気のせいかもしれないが、セーリュー市の地下に魔族が作った「悪魔の迷宮」と違い、この「揺り篭」の造りはゲームっぽさが強い気がする。

　まるで、家庭用ゲーム機のＲＰＧに慣れ親しんだ人間が作ったみたいだ。

　──もし、そうなら。

　オレはマップを開き、この一〇階層に範囲を限定マスクして魔物を検索する。

　──いた。

　この階層からすれば、ありえないほどレベルが高い存在だ。

　正面の壁に隠された扉を抜け、配管のように通路に沿って伸びる蔦つたの作り出す回廊を進む。

　回廊の終端には、繭状に集まった蔦が二メートルほどの瘤こぶのようなオブジェを作り出していた。

　この瘤の中に、目的のヤツがいる。

　たぶん、こいつとの勝負に勝つことで、上層へのショートカットができるはずだ。

　古き良きダンジョン物が好きなヤツが設計したなら、こういうギミックを絶対に用意する。

　こういった強者を番人として配置する事で、弱いうちにショートカットを使用できないようにし、強くなったら番人を倒してショートカットを使い、ダンジョン深部に簡単にアクセスできるように設計されているのがお約束なのだ。

「隠れてないで出て来い」

　オレの呼びかけに反応して、瘤を構成していた蔦が開き、緑色の柔らかな光が漏れ出してきた。

　オレは番人たる強者の登場を待つ。

「うっさいなー、魔力が足んなくて億おつ劫くうなのよ。勝負ならまた今度にして」

「悪いけど、そうもいかないんだ」

「もー、トーヤに言いつけてやる。手加減なんてしてやんないんだから！」

　中から出てきたのは、緑色の肌をした五、六歳くらいの童女だった。身長の二倍ほどもある長い緑色の髪を床に引きずっている。

　──強者？

　ＡＲ表示では、レベル二一の木精ドライアドと出ている。実年齢は桁けたが多くて読む気にならない。ミーアと比べても遥かに年上だ。

　気だるげな表情をしていたドライアドだが、何故かオレを眩まぶしそうに見た後、目を輝かせて飛びついてきた。

　害意を感じなかったので、そのまま受け止める。

「アタシの物になれ！　ニンゲン？」

「はあ？」

　予想外の言葉に間抜けな返事をしてしまった。

　しかし、なぜ「ニンゲン？」と疑問系なんだろう。レベル三一〇が悪いのか？

「悪いけど、プロポーズなら一四、五年経ってからにしてくれないかな？」

　どうして、こう子供や年下にばかりモテるのか。

　たまには色っぽいお姉さんタイプの美女に迫られたいモノだ。

「お腹減ったから、ゴハンちょうだい」

「干し肉くらいしか無いけど、それでいいかい？」

　他の食料はリザ達に預けたままだ。

　セーリュー市に戻ったら、食料や菓子類を色々と補充しておこう。

「ニンゲンの食べ物なんていらない。魔力をちょうだい」

　ＡＲ表示で見る限り、ドライアドには「魅了」や「吸精」「吸魔」みたいな能力がある。

　永続的にＭＰが減少すると困るので確認してみたら「痛いのは最初だけ、すぐに気持ちよくなるから」と意味不明な事を言ってきた。

　再度尋ねなおした所、普通に魔法を使った時と同じように一時的に減るだけで時間で回復するとの事だった。

　そういう事なら魔力は無駄に余っているし、別に良いだろう。

「ねぇ、ダメ？」

「いいよ、どうすれば良い？」

「こうする」

　幼女の小さな手が、オレの頰に添えられる。

　その手から吸うのかと思ったら、そのまま顔を寄せて来てキスされてしまった。しかも、舌まで入れられて蹂じゆう躙りんされる。

　見た目童女でも、実年齢が高いという事を忘れていた。

　一〇分近く、いいようにされた後に解放された。

「ふう、満足！」

　満足げにツヤツヤした笑顔で薄い胸を張る童女。

　──忘れよう。うん、犬に嚙かまれたとでも思って。

「お礼に回廊を開いてあげるわ！　使うでしょ？」

「ああ、頼む」

　良かった。これで、ショートカットが勘違いとかだったら、あまりに遣る瀬無い。

　奪われた魔力は三〇〇程なので数分で回復するから構わないが、それ以外の気分的な消耗が激しい。

　オレはドライアドの開いた魔法の回廊に足を踏み入れた。




[image: ]称号「木精ドライアドの虜とりこ」を得た。




　不本意な称号だ。断固として拒否したい。




　　　　◆




　そこはまるで研究室のような場所だった。

　入り口の扉には「トラザユーヤの間」と書かれている。

　このエリアは長く使っていないのか、黴かびたような臭いが満ちていた。床や壁は石ではなく樹脂のような素材でできている。

　もしかしたら樹液でできているのかもしれないが、リノリウムみたいだ。

　この一角には食堂や風ふ呂ろ場ば、寝室などが完備されている。床に溜たまった埃ほこりから見て、ゼンはこの場所に来た事は無いのだろう。

　研究室兼書斎には沢山の書物や書き付けがあった。何十年経過しているのか判らないが本の劣化が激しい。何冊かの魔法書以外は直接手に取ると崩れそうだ。

　仕方無いので、ストレージに仕舞ってからメニュー経由で読むことにした。

　それに、メニュー経由なら検索も使えるしね。

　読書をしている場合でも無い事は判っているのだが、もしかしたら例の強制排除機能を妨害する方法が見つかるかもしれないので書物を流し読みしてみる。

　ここの施設の名前からある程度予想していたが、この「揺り篭クレイドル」を作成した人物の名前がトラザユーヤというようだ。ミーアと同じくエルフらしいので、さっきドライアドが言っていたトーヤとは、彼の事に違い無い。

　書物はすべてエルフ語で書かれていた。ミーアとの会話でエルフ語スキルを取得していなかったら、まったく読めなかっただろう。

　所々インクが掠かすれていたが、大雑把に斜め読みする。

　この「揺り篭」はトラザユーヤ氏がエルフ達の育成を「安全」に行うために、迷宮を真似て作った施設らしい。

　手記には、彼の苦悩と言うか同族への過保護なまでの心配りが記述してあった。

『──我々エルフは生への執着が弱い。絶体絶命になった時に、他の種族にくらべて驚くほど足あ搔がかない。このため迷宮では多くの若者を死なせてしまった。この「揺り篭」にはエルフ達が命の危険に晒さらされた時に、安全に脱出させる機能を付けなくてはならない』

　他には迷宮核ダンジヨン・コアではなく「揺り篭の核クレイドル・コア」を備えている事、迷宮のように自己増殖する事は無いが、迷宮と同じように周囲の土地から魔力を吸い上げて魔核コアを精製すると書かれていた。

　ここで気になる文章を見つけた。

『──のように、培養槽で既存の生き物に魔核コアを宿らせて人造の魔物を作る施設が完成した』

　魔物は元々普通の生き物なのか？

　たしかに、これまでオレが戦った魔物は普通の生き物を巨大化したり奇形にした感じのものだ。

　いや、動く白骨とか不死の魔物アンデツドもいるから、一概には言えないか。

　逸それた思考を戻す。こんな事は後で考えればいい。

　トラザユーヤ氏が試作した補助施設は三つ。魔物を培養する施設。作業用のゴーレムを生産する施設。身の回りの世話をさせる召使の人形を生産する施設。

　ただし、最後の施設は近隣の鼠人族の協力が得られたので、完成間際で放棄したらしい。

　資料によると、魔物達の食料は「揺り篭」の本体たる大樹が供給する樹液や果実みたいだ。外に狩りに出る必要が無いので、「揺り篭」の魔物が周辺地域に散る事は無いそうだ。

　だが、「揺り篭」が完成した後も、他のエルフ達が訪れる事は無かったようだ。

　彼の手記の最後にはこうある。

『──たった一〇〇年では誰も私の失敗を忘れてくれていなかったようだ。私の長い人生はもうすぐ終わる。この「揺り篭」は、後年、わが同胞達が必要とするまで封印しよう。エルフ達が世界を導く立場に戻る日を信じて　──トラザユーヤ・ボルエナン』

　家名がボルエナンって事は、ミーアや店長さんと同じ氏族の人か。

　おそらく、ミーアが必要な理由はこれだろう。それにしても、この手記も読まずに良くゼンは封印の解き方が判ったものだ。

　結果的に色々な情報を得られたが、強制排除を無効にする方法は見つからなかった。

　走り書きの落書きに「爆発は浪漫だ」とあったのが少し気になったが、安全な育成を目指した施設に自爆装置を付ける馬鹿はいないだろう。

　このエリアからは上層に上がる事はできないようなので、一いつ旦たん、ドライアドの所に戻る事にした。




　　　　◆




「あれ？　お帰り？」

「ああ、ただいま」

　蔦でできたベットに寝そべったドライアドがコロコロと転がって端っこまでやって来て、両手をダラリとベッドの外に投げ出す。

「早かったね。もしかして、もっとチューしたかったの？」

「いや、それは遠慮するよ。それより、上層に行きたいんだけど、転移門とかは無いのかな？」

　ドライアドはつまらなそうに仰向けに寝返り、くりんと頭を向けて「あるよ」と部屋の隅を指差す。

　そこにあったのはキノコが輪っか状に植えられた花壇のような場所だ。

「その妖精の輪フエアリー・リングの真ん中に立ってちょ」

　面倒そうなドライアドの指示通り、輪の中心に立つ。

「どの階層まで行く？」

「可能なら揺り篭の主のいる場所まで」

「それはムリ～、ムリムリよ」

　上下逆になった顔をふるふると振るドライアドの仕草に、ちょっと苛いら立だちを覚えながら、行ける最大階層まで行きたいと頼んだ。
















「ほい、それなら一〇〇階層の『守護騎士の間』までね。あそこの守護者は強いから注意してね」

「ああ、問題無い」

　オレの言葉に小さな肩を竦すくめて、「まあ、一度痛い目に遭わないと判んないよね」と年寄りくさいセリフを呟つぶやきながらも了承してくれた。

「じゃ、行くよ。■■■　起動アクテイベート、目標、一〇〇階層『守護騎士の間』へ」

　ドライアドの呪文が終わると、妖精の輪フエアリー・リングが緑色に光る胞子を生み出し、渦を巻くように光の筒を作り上げる。

　光が消えた時に、オレは一〇〇階層へとたどり着いていた。




　でも、いきなりボス部屋の中っていうのは酷ひどくないだろうか。

　目の前には鎮座して動かない鉄魔巨人アイアンゴーレム、そしてその傍らの丸テーブルには木片のピラミッドのような物を作って遊んでいる三人の美女の姿があった。

　オレの出現に驚いたのか、木片を積もうとしていた巨乳美女が木片の山を崩してしまい愕がく然ぜんとした顔をしている。

　思わず「スマン」と詫わびたくなる情け無い顔だ。

　とりあえず、咳せき払ばらいして誤魔化す。

「少し待て、と宣言します」

　美女の一人が変な言い回しで、オレに指を広げた手を突き出してきたので首肯する。

　長いストレートな髪と落ち着いた雰囲気が優等生っぽいのに、喋しやべり方で台無しだ。いわゆる残念系美人というヤツなのだろう。

　彼女達を置き去りにして先に進みたかったが、下の階層に下りる階段しか無かった。

　恐らく正規の手段で倒さないと、上層への移動ができない仕組みなのだろう。

　ゲームをしている時には気にならなかったが、現実でこういう仕様を強要されると、強引に天井を突き破って抜け道を作りたくなる。

　短気を起こしてまた強制排除機能でやり直しさせられたら意味が無いので、しぶしぶ準備が整うのを待つ事にする。

　三人の美女がミニスカの貫頭衣の上に剣帯を付け、レイピアのような細剣を帯びる。細剣の柄つかには薔ば薇らのようなレリーフが付いていてお洒落しやれな感じだ。

　彼女たちは手足にガントレットとグリーブを装備したのに、何故か胸当てや兜かぶとは未装備だ。頭や心臓を守らないのか？

　そんなオレの疑問を他よ所そに、装備を付け終わった二人がテーブルを広間の片隅に運んで行き、残った一人がゴーレムを起動している。

　ＡＲ表示によると、彼女達はレベル七の魔造人間ホムンクルスだ。「理り術じゆつ」という種族固有能力があり、「魔力操作」スキルを全員が持っている。称号は「ゼンの人形」となっていた。

　不思議なことに全員がお揃そろいの細剣を装備しているのに、「片手剣」スキルを持つのは一人だけで、後の二人は「長柄武器ポールアーム」スキルとか「槍やり」スキルだった。

　彼女達の外見は主の間でミーアを介抱していた女性達にそっくりだ。

　確かホムンクルスっていうのは、錬金術か何かで魔術的に作られた人工生命体だったはずだ。

　一種のクローン的な存在だから、同じ顔をした者が何人もいたのだろう。顔の造型からして元素材はミーアなのか？




　起動の終わった鉄魔巨人アイアンゴーレムが立ち上がる。四メートル近い大きさだ。このゴーレムにはやたらとリベットが打ってあり、どこか戦前のテイストを感じる造型だ。

　配置に着き終わったのか、先頭の女性が細剣を抜いてシュッとこちらに一いつ閃せんする。

　先頭の美女がコホンと可愛かわいく咳払いして、口上を始めた。

「よくぞここまでやってきました探索者殿」

　棒読みにも程がある。

　こんな状況でも聞きほれそうな艶つやのあるいい声なのに台無しだ。

「オレは商人なんだけどね」

「商人？」

　美女達が動揺したように、お互いの顔を見合わせる。

　しばらく無言で見つめ合った後、なんらかの結論に達したのか顔をこちらに戻して話を続けた。

「──探索者よ！　良く来ましたと賞賛します」

　探索者で押し通す気か。

　変な言い回しになったけど、棒読みよりはマシだ。

「貴殿には守護者と戦う権利を与えると宣言します。みごと守護者を倒せば、この先へ進む資格ありと認めると承認します。勝者にはマスターから、褒美が与えられると確約します」

　棒読みよりマシだが、小学校の学芸会でも見ている気分だ。

　オレが白けていても気にせず、美女はシナリオ通りに話を進める。

「さあ、戦うのです。鉄巨人よ手加減は無用です」

　長台詞ぜりふを終えた美女が、満足そうな顔でこちらを見る。ドヤ顔っぽくてムカつく。

　ズシンズシンと音を立てて迫るゴーレムは迫力満点なのだが、いかんせん遅い上にちょっとした問題がある。

「№６、№７、身体強化して左右に展開、フォーメーションＺで行く」

　初めは古語の翻訳かと思って聞き流していたが、明らかに美女達の会話に英語が交ざっている。

　トラザユーヤはホムンクルス製造施設の開発を放棄したはずだから、アリサと同じ転生者のゼンが教えたのだろう。

　三方に散った美女達の額に淡い光が灯る。よく見ると、額の上に五〇〇円玉くらいの大きさの光の魔法陣が生まれ、次の瞬間に彼女達の状態が「身体強化」に変化した。これが「理術」か？

　もっとも、極端に強化されるわけではないようで、常人の数割増し程度みたいだ。

　彼女達が定位置に着くのを見守る。

　──ノーブラか。実に、けしからん。

　目が吸い寄せられてしまうのも仕方無い、実に良い躍動感だ。

　ミーアの事も忘れて、そんなバカな感想を抱いていた罰ばちがあたったのか、いつの間にかゴーレムが接近を完了して拳こぶしを振り上げていた。

　転がって相手の股また下したを潜れば十分避けられる間合いなのだが、そうするつもりは無い。

　オレは威力ゲージを最大に上げた魔法銃で、ゴーレムの額の「文字」を撃ち抜く。

　このゴーレムの額には、わざわざアルファベットで「EMETH」と書いてあったので、「Ｅ」を破壊して「METH」にした。

　本来ならヘブライ語で三文字のはずなのだが、とくに偽物フエイクでは無かったようで、逸話通りにゴーレムは動かなくなる。そう「オレ達の世界の逸話」通りに。

「バカな！　と驚きよう愕がくします」

「だから弱点は隠すべきと進言したと蒸し返します」

「それより進退を決定すべきと具申します」

　あっさり倒されると思わなかったのか、部屋の三方で美女が狼ろう狽ばいしている。

　それはそうだろう、主戦力だったレベル三〇のゴーレムがあっさりと破壊されて、残る自分達はレベル七なのだから。

　しかし、良く通る素敵な声だ。

「№５、№６、ここは私に任せて先に行けと宣言します！」

「№７！　貴様の事は忘れませんと撤退を開始します」

「先に行けではなく先に撤退ではないかと、№７にツッコミを入れます」

　顔は同じだが、性格には微妙にバリエーションがあるみたいだ。

　わざわざ死亡フラグを立てた№７が気になるが、元から殺す気は無いから大丈夫だろう。

　同じ顔を一斉にこちらに向けた美女達が、額の上にお揃いの光の魔法陣を生み出す。

　魔法陣の上に、ガラスのように透明な「魔法の矢マジツク・アロー」が現れた。

「撃てぇー！」

　彼女達は、指揮官の№５の号令に合わせて魔法の矢を放つ。元より牽けん制せいだったのだろう。着弾の確認もせずに№５と№６の二人が踵きびすを返して逃走を始める。

　二人が壁際にあるロープの先に爪先を突っ込むと、勢いよく上階へと引き上げられていった。

　高速で飛来する魔法の矢には誘導機能は無いようで、回避スキルの導きに身を任せて、あっさりと避ける事ができた。

　細剣を抜いて襲ってきた№７の攻撃を軽く体を傾けて避け、彼女の伸びきった腕を摑つかんで引き付けて反対側の手で掌打を叩たたき込こむ。

　セクハラにならないように指を下に向ける事を忘れない。

　気絶した№７をそのまま抱きとめる。

　柔らかな感触に意識を奪われそうになるが、気絶した美女を倒れるまま放置するなんてできないから仕方無い。そう、仕方無いのだ。

　さて、このまま抱きしめているわけにもいかないので、広間の隅に毛皮を敷いてその上に寝かせる。

　彼女達が着替えをしていた場所には、色々な種類の武器や魔法薬ポーシヨンが置いてあった。魔法の巻物スクロールにも期待したのだが、それは無かった。

　魔法薬は一〇本ほど置いてある。中級が三本に下級が六本だ。残り二本は「解麻痺薬：万能リムーブ・パラライズオールマイテイ」と中級の「魔力回復薬マナ・ポーシヨン」だった。

　どの武器にも瀟しよう洒しやな彫刻レリーフが刻まれており、相場スキルが教えてくれる値段もなかなかのものだ。

　どれも普通の鋼鉄製だが、斧槍ハルバードや刃槍ブージ、長槍、短たん槍そう、大剣、戦鎚ウオー・ハンマーと種類が豊富なので適当に貰もらって行こうと思う。

　ストレージの中には聖剣や神剣などの強力な装備があるのだが、上級魔族みたいなのを相手にするのでもなければ、いちいち称号を変更するのが面倒なのだ。

　大抵の敵は魔法銃や格闘で十分なのだが、ゴキブリみたいな触りたくないタイプの魔物に囲まれた時の為の保険に、使い捨てにしても惜しくない武器が欲しかった。

　微かな物音が背後でしたので振り返ると、部屋の中央付近の天井から螺ら旋せん階段が下りてきた。

　どうやら、無事に勝利条件を満たしていたようだ。

　手早く魔法薬や武器をストレージに収納し、そちらに足を向ける。

　魔核を回収するのが手間なので、地面に転がるゴーレムをそのままストレージにしまい、螺旋階段に足を踏み入れた。




　魔法陣の先の部屋は、さっきドライアドがいたような蔦つたの部屋になっていたが、少々様子が違う。

　蔦の繭のような物があるのは同じなのだが、蔦が全て干からびて枯れており繭のベッドには土色のマネキンのような骸むくろが一つ転がっているだけだった。

　その骸に冥めい福ふくを祈り、供養代わりにストレージから取り出した「奈落の水袋ウエル・バツグ」からトクトクと水を注ぐ。

　これで少しは安らかに眠ってくれるといいのだが──。

「みずー！」

「えっ？」

　白く小さい手が、水袋を戻そうとするオレの手を摑み、小さな口に運ぶ。

　土偶のようだった顔が、水を飲む度に変化して行く。ものの数分で、マネキンから童女の姿に変わってしまった。その姿は下の階層で見たドライアドと瓜うり二ふたつだ。

「次、魔力ちょーだい」

　こいつらは、やはりドライアドではなくサキュバスなんじゃないだろうか……。

　数百ポイントの魔力を奪って満足したドライアドが、幸せそうな顔で「ぷはぁ」と酒を飲んだ中年のような吐息を漏らす。

「あら？　下にいた私にも魔力をくれたんだ」

　──下にいた私？

　疑問に思ってドライアド２号に尋ねてみた。

「みんな私だよ？　ニンゲンみたいに個別に分かれてる方がヘン。木とか精霊はみんな繫つながってるモン。魔力が無いと連絡もできないけどさ」

　地球生命体説とかの亜種かな？

　たぶん、魔力を使ってネットワークを構築する群体みたいなものだろう。

　あまり掘り下げて聞きたいほど興味が無かったので、ドライアド２号に上層へ転移して貰えないか聞いてみた。

「うん、良いよ。ちょっと待って──う～ん、どうも接続腺せんが途切れてるっぽい。森魔法が使えるエルフがいたら何処でも送ってあげられるけど、今できるのは一八〇階層までしか無理みたい」

「十分だ頼むよ」

「ま～かせて！」

　胸を張った童女が、自信満々に宣言した。

　オレは妖精の輪フエアリー・リングを渡り、一八〇階層へと転移した。




　　　　◆




「虫食い？」

　思わず呟つぶやいてしまったが、転移先の一八〇階層は床や壁を構成している木々や蔦が食い荒らされていて、惨さん憺たんたる状態になっていた。

　恐らくこの虫食いのせいで接続腺とやらが途切れたのだろう。

　周囲を囲みギチギチと牙きばを鳴らす虫の魔物を、左手に持った魔法銃で撃ち抜いていく。

　相手の数が多いので、このままだと囲まれて圧殺──はレベル差的に無いだろうが、虫の体液まみれにされてしまうだろう。

　ストレージの中から右手に斧槍ハルバードを取り出す。

　重いはずの斧槍だが、筋力ＳＴＲが高いからか片手で振り回せる。

　斧槍を扱うスキルは持っていないが、襲いかかってきたカミキリ虫のような魔物に攻撃して「長柄武器ポールアーム」スキルを手に入れた。

　幅三メートルほどの広い通路を、踊るように斧槍で魔物を惨殺しながら進む。

　別に戦いを楽しんでいるわけでは無い。筋力が足りていても体重が軽いので、斧槍の重量を上手く捌さばくのに踊るような動きになってしまうのだ。

　途中で面倒になって、ストレージから取り出した岩石を投げて蹂じゆう躙りんし、逃れた少数を魔法銃で始末していく方針に変えた。

　虫の体液まみれになるのがイヤで魔核の回収はしていないが、次の大階段に辿たどり着つくまでの間に一〇〇匹以上も倒している。

　大階段前の空間には、それ以上の魔物がうぞうぞと待ち構えていた。

　──気持ち悪っ。

　そんな気持ちが乗り移ったのか、魔物を蹂躙する為の岩石の勢いが少々強すぎた。

　魔物達を蹴け散ちらした後、壁に突き刺さって止まるかと思われた岩石だが、周辺の壁にメキメキと悲鳴を上げさせて巨大な風穴を作りだしてしまった。

　どうやら、虫食いか腐食で外壁が脆もろくなっていたようだ。

　オレは気圧差で生じた突風に耐えるべく、近くの壁から生える蔦に摑まる。

　気流はすぐに緩んだので、残敵を掃討しながら壁の大穴に向かう。

「なかなか絶景だ──」

　こんな時じゃなければゆっくり眺めていたい景色だが、少々違和感がある。

　最初に入った入り口の反対側なのだが、大穴の向こうに見える枝の葉が落ちたり変色したりしている。

　上方は雲が掛かっているので見えないが、下方を見渡すと幹の外皮が虫食いで酷ひどく荒れているようだ。

　トラザユーヤの残した資料と違う。

　魔物が樹木を荒らす必要の無い設計になっていたはずなのに……。

　気流に怯ひるんでいた虫達が行動を再開して寄ってきたので、魔法銃で蹴散らしながら大階段に向かう。

　一九〇層前の「扉の守護者ゲートキーパー」は触手の先から氷弾を打ち出すイソギンチャクみたいな魔物だったが、斧槍でサックリと倒してたので印象が薄い。

　その扉の向こう側には虫系の魔物がおらず、代わりに作業用らしき木魔兵ウツドゴーレムが虫食い痕あとの補修作業を黙々とこなしていた。

　オレには興味が無いようで、襲ってきたり進行を邪魔したりして来ないので無視して進んだ。




　　　　◆




　その後は、大した障害も無く主の間に辿り着けた。時間にして三〇分も経っていない。

　罠わなもあったようだが、木魔兵ウツドゴーレム達が作業する為か全て停止していたので、どんな罠があったかも確認していない。

　主の間の奥にはゼンが待っていた。

　玉座にはミーアもいるが、まだ気を失ったままだ。ミーアのスタミナは三割ほど回復しているが、ＭＰはまた枯渇状態に戻っていた。

「まさか、これほど早くここまで来るとは思わなかったのだよ」

「そうかい？」

　意外そうなゼンに肩をすくめて見せる。

　向こうに警戒させないように、会話しながらゆっくりと歩み寄る。

「できれば、このまま戦わずにミーアを返してくれないかな」

　ゼンがカカカと笑う。

「否、それは否なのだよ。アイアンゴーレムを倒すことで君は資格を示してしまった」

　ゼンの独演は続く。

「だが、我と相対するには称号が足りない。君には、これから決して勝てない難敵と戦って勇者の称号を得て貰うのだよ。報酬には、この聖剣ジュルラホーンを与えよう」

　ゼンは手に持っていた鞘さやに入ったままの剣を掲げる。細長いコーン状の鞘に納められている。

　ＡＲ表示でも、その剣は聖剣ジュルラホーンとなっているので本物みたいだ。

　聖剣ジュルラホーンの事はゼナさんに聞いた事がある。たしか、シガ王国を建国した王様が創った聖剣のはずだ。

　オレの持つ聖剣にくらべると格段に性能が落ちるが、普通の剣とは比べ物にならない品だ。

　それにしても、そんな国宝級の聖剣をどうやって手に入れたのやら。

「鼻先のニンジンのつもりか？」

「然り！　この失われたジュルラホーンを国王に献上すれば、栄達など思いのままだ。望めば貴族の位さえ手に入るだろう」

　言葉だけ見ればオレの欲を煽あおっているようにも聞こえるが、後半のセリフに濃い侮ぶ蔑べつのニュアンスが篭こめてあったので「貴族の位」が「犬の糞ふん」みたいに聞こえる。

　それにしても、こいつの真意が判らないな。「揺り篭クレイドル」の外に強制排出される前にも聞いたが、本当に自殺したいだけなのか？

「君の戦う相手は彼らなのだよ」

　ゼンの言葉に遅れて彼の影が部屋の中央まで伸びる。そして影の中から、三体の鉄魔巨人アイアンゴーレムが現れた。先ほどのゴーレムと違い額に文字は無い。きっと見つけにくい場所に刻んであるのだろう。

　さらに柱の陰に隠れていた七人の美女もゴーレムの後ろに並ぶ。

　美女達の中には、さっき逃走した№５や№６の姿もある。全員同じ顔だが、髪型が違うのでそれなりに見分けがつく。

　七人いたので、「守護騎士の間」に放置してきた№７もいるかと思ったのだが、代わりに№８という美女がいた。他の子達と違って胸元が寂しい。

「だが、これでは難敵にただ殺されるだけ、勇者の称号は死線の先にこそあるのだよ」

　アイツから見えているオレのレベルは一〇だ。レベル三〇のゴーレム三体に勝てるはずも無いと見ているんだろう。

　ゼンは両手を広げ天に向かって言葉を続ける。

「故に我は神の祝福を皆に与えよう──限界突破リミツト・ブレイク」




　　　　◆




　ゼンの体から噴出した紫色のオーラが、ゴーレムや美女達だけでなく、オレをも包む。

　話の流れから強化魔法の類たぐいだと思うが、明らかに敵対している相手からの施しは遠慮したい。

　そんな気持ちが反映されたのか、オレを包んでいた紫色の輝きが搔かき消える。

　ログには「限界突破リミツト・ブレイク」の効果をレジストしたと表示されていた。

　特に何のスキルも取得できなかったのは、ゼンの固有ユニークスキルだからだろうか？

「では良き死闘を期待するのだよ」

　そう言ってゼンは手元の譜面台のような「揺り篭の核クレイドル・コア」の操作板に指を走らせる。

　次の瞬間、玉座の間と広間との間に壁ができた。マップで確認すると単なる壁ではなく、玉座の間のあるブロックがエレベーターのように樹上の展望台へと移動してしまったようだ。

　マップに意識を逸そらしていたオレを叱責するように飛んできた魔法の矢を、首を傾けて避ける。

　続けて襲ってきた魔法の矢を、ジグザグのステップで避け尽くす。

　──多すぎないか？

　飛んできたほうを見ると、夜や叉しやもかくやというような形相の元美女達がいる。

　だが、おかしいのはその表情だけではない。

　つつと頰を流れる涙が赤いのは、なぜだ。

　どうして、あのヘンな喋り方ではなく、傷ついた獣のような咆ほう哮こうを上げているんだ。

　──文字通り限界を突破したって事か。

　幾ら戦闘力が上がるからって、身体の安全装置を外すような無茶をしても破滅が待っているだけなのに。

　ゼンにとって、この美女達は単なる道具なんだろうか？

　オレの益体も無い考えなど知らぬとばかりに、ゴーレムと美女達が移動を開始した。「守護騎士の間」の時とは比べ物にならない速さだ。

　よく見ると彼女達の手足の上に、幾重もの帯状の魔法陣っぽい模様をした光の輪が回転している。

　さっきのゼンの「限界突破リミツト・ブレイク」の効果が視覚的に現れているのだろう。

　ゴーレム達の手足にも、美女達と同じ光の輪が発生していた。

　だが、強化に姿勢制御システムが追いついていないのか、ゴーレム達の動きがぎこちない。アンバランスな動きのせいか、今にも転びそうだ。

　最初に間合いまでやってきたゴーレムの一体を相手にする。

　ゼンの固有ユニークスキルの見極めに使いたいところだが、比較対象になりそうなさっきの同型ゴーレムや同じレベル三〇のワイバーン相手にダメージを受けた事が無いので比べようが無い。

　バランスを崩しながらも殴りかかってくるゴーレムを、その勢いのまま一本背負いのように投げ飛ばす。簡単な作業だ。

　だが、その油断を突くように倒したゴーレムの背後から、その巨体を目隠しブラインドに利用して、七人の美女達が魔法の矢マジツク・アローを放ってきた。

　その数は一人当たり三本、合計二一本。

　銃弾のような速度で迫る魔法の矢を、回避スキルの教えてくれる通りに体を動かして、一つ、また一つと避けていく。

　今なら至近距離で自動拳けん銃じゆうを乱射されても、避けられる自信がある。

　全て計算ずくなのか、全ての魔法の矢を避け終わって体勢が乱れた所を狙って、二体目のゴーレムが迫って来ていた。

　横殴りに襲ってきた暴風のような豪腕を、バックステップで回避する。

　そのまま一定距離を保ちつつ、ゴーレムの片足に最大威力の魔法銃の弾丸を集中的に撃ち込む。三発ほどで膝ひざを破壊されたゴーレムが、頭からスライディングを決めて床に溝を刻む。

　三体目のゴーレムが接近する前に、アイテムボックス経由でストレージから取り出した短たん槍そうで床を這はう二体目のゴーレムの足を叩たたく。




[image: ]「槍」スキルを得た。




　素早く槍スキルにポイントを割り振り、自在に使えるようになった短槍を、目前まで接近していた三体目のゴーレムに投とう擲てきする。

　金属を擦り合わせたような硬質な異音を残して短槍が消え去る。

　ゴーレムの胸元に穴が開き、まるで見えない巨人の拳こぶしで殴られたように、ゴーレムの体が後ろに吹き飛ばされていった。

　ゴーレムの背後にあった壁にも大穴が開いている。

　もしかして、オレが投げた短槍の突き抜けた跡だろうか？

　──バカげた威力だ。

　立ち上がった二体目が一体目と重なるラインに来た瞬間を狙って、次の短槍を取り出して投擲する。結果は確認するまでも無いだろう。




　レーダーの光点が消えるのを視界の隅に捉えつつ背後から襲ってきた光点に意識を向ける。

　ホムンクルスの奇数ナンバーの三体が直列に並んで襲ってくる。

　懐かしの名作を思わせる隊列だが、ゼンがおふざけでやらせているのでは無いのは、彼女達の装備で判る。先頭は大盾と細剣レイピア、二人目が刃槍ブージ、三人目が長柄斧ポールハンマーだ。

　恐らく、一人目がオレの攻撃を止めて、残りの二人が左右からリーチの長い武器で反撃するのだろう。

　大盾の陰に全身を隠した美女が「守護騎士の間」にいた№７の倍近い速度で突撃してきた。

　オレの間合いまで来た所で、少し前傾している大盾を軽く蹴けり上げる。

　体勢を崩して尻しり餅もちをつく大盾美女の背後に、予想通り左右に回り込んで襲ってこようとする刃槍美女と長柄斧美女の姿が見える。

　ここで大盾美女を無力化するつもりだったのだが、思いのほか二人のサポートが速い。

　遠心力で唸うなりをあげる長柄斧を手で逸らし、反対側から襲って来る刃槍に打ち当てて押し返す。

　そのまま強引に長柄斧を引き寄せて、付いてきた美女に膝ひざ蹴げりを叩き込こんで気絶させる。勢いがつきすぎたのか、美女の体から骨の軋きしむ音がした。

　気を付けて手加減しないと大怪け我がをさせそうだ。

　気絶した美女から奪った長柄斧の柄を使って、刃槍を構え直す美女の顎あごを薙ないで意識を刈り取る。直ぐに目を覚まさないように、長柄斧の石突で軽く突いて悶もん絶ぜつさせておく。




　──残り五人。

　ゴーレムの残ざん骸がいを遮蔽物ブラインドにして偶数ナンバーの四人が接近していた。

　立ち上がってきた大盾美女を先に始末するために、大盾に長柄斧の刃を叩き込み体勢を崩す──あれ？

　その目論見は結果として失敗した。

　長柄斧の斬撃が鋭すぎたのか、同じ鋼鉄製のはずの大盾の上部をあっさりと斬り飛ばしてしまったのだ。

　大盾の横から突き出された細剣の連撃を回避する。

　こうも距離が近いと長柄の武器が使いにくい。

　面倒な大盾美女を後回しにして、その後ろから迫る四人に意識を集中する。

　姿が見えないので、レーダーの光点を頼りに動きを追う。

　そこに格闘ゲームのキャラみたいな動きで大盾美女の背後から跳躍して来た別の美女が、戦鎚ウオー・ハンマーを振り下ろして来た。

　二次元のレーダーで見ていたため、まさか上から来るとは思わず、ほんの少し対応が遅れた。

　そのせいで長柄斧で戦鎚を受け流した後に隙ができてしまい、それを狙って今度は大剣の美女が大盾美女の脇を回って襲い掛かって来た。

　同じ顔ばかりでややこしいにも程がある。武器が違うのがせめてもの救いだ。

　両手で大剣を構えた美女が、横よこ薙なぎに斬りかかって来る。

　このままだと無防備な胴体に、大剣の直撃を受ける事になる。

　──普通ならば、だ。

　足元を踏み抜いて床材に穴を開け、めり込ませた足を強引に振り上げて床材を目隠しに蹴り上げる。

　牽けん制せいするだけのつもりだったのだが思いのほか剝がれた面積が大きく、大剣の美女を床ごと蹴り上げて宙に舞わせてしまった。

　畳返し異世界版、かな？

　だが、そんな余計な感想を抱くヒマも無く、次の攻撃が襲ってくる。

　小さく跳んだ大盾美女の足元を滑り抜けて来た短槍の美女が、下から鋭い突きを放ってきた。

　普通に回避するには体勢が崩れすぎている。

　オレは足首だけの力で体を跳躍させる。足りない勢いは大盾美女の肩を摑つかんで引っ張る事で補った。

　空中にいるオレを立ち直った戦鎚美女の豪打が再襲撃して来る。

　オレは大盾美女の肩を手で突いて宙を舞い、戦鎚の攻撃を紙一重で避けた。天井に着地したオレを、一番遅れていた曲刀美女の放つ魔法の矢が襲う。

　──まったく、忙しすぎるぞ。

　オレは天井を蹴って魔法の矢を避け、そのまま両手で着地し、懐かしのブレイクダンスを踊るように振り回した蹴撃で戦鎚美女と短槍美女の意識を刈り取った。

　オレの蹴撃を大盾で受け流した美女が地面を転がって行く。防御力の高い相手は厄介だ。




　──残り三人。

　床材を搔き分わけて復活した大剣の美女が、こちらを睨にらみ付けて絶叫を上げる。

　赤く染まった両目だけでなく、耳や鼻からも赤い液体が流れていた。それそろ身体が危険だ。彼女の体力ゲージが既に半分くらいまで減っている。

　彼女の額に生み出された魔法陣が、怪しい紫色の光を帯びて巨大化していく。

　魔法陣がバスケットボールサイズの直径に拡張され、尋常で無い数の魔法の矢を生み出して来た。さっきの五倍だ。

　彼女の魔力ゲージはゼロを指しているのに、なぜか魔法の矢が尽きる事が無い。

　かなり身体の負担が強いらしく、こちらに突き出した腕は指先まで血管が浮き上がっている。

　第一射をジグザグの軌道で避け、地面に落ちていた二体目のゴーレムの足に指をめり込ませて拾い上げ盾代わりに翳かざす。それを使って尽きない魔法の矢を防ぎつつ大剣の美女に接近する。

　盾代わりの足が激突する直前に、美女が宙を舞い大剣を振り下ろしてきた。

　とっさにゴーレムの足を手放し、反対側の手に持っていた長柄斧で大剣を受けようと構える。

　──嫌な予感がする。

　それが「長柄武器ポールアーム」スキルによるモノか、それ以外のスキルによるモノかは判らない。

　だが、その予感のお陰で長柄斧ごと大剣の餌食になる事はさけられた。




[image: ]「危機感知」スキルを得た。




　二つに分断された長柄斧を両手に持ち、背後に逃れる。

　後ろから戦線に復帰した大盾美女が接近して来る。

　それには気が付いていたが、てっきり細剣で襲ってくるという思い込みのせいで、盾攻撃シールドバツシユを避け切れなかった。

　トラックに撥はねられたように宙に突き上げられたオレを、大剣美女の暴風のような斬撃が襲ってくる。おまけに曲刀美女が横合いから、コマのように回転しながら謎の技を放ってきた。

　普通なら避けようが無いが、諦あきらめたらそこで終了だ。

　現在位置とオレの取りうる手段、美女達を殺さずに無力化する方法を幾通りも思案する。

　一瞬の間にコレだけ色々と考えられるのは、異常に高い知力ＩＮＴのせいだろう。

　両手に持つ長柄斧の残骸で大剣の側面を殴って破壊し、その破片で曲刀美女の足元の床材を粉砕する。




[image: ]「武器破壊」スキルを得た。




　バランスを崩したコマが倒れるように、曲刀美女が床を転がっていく。

　壊れた大剣で斬りかかって来る美女を、もう片方の手で持っていた柄の残骸で叩いて受け流す。さらに受け流しの勢いを利用した回し蹴りで、大剣美女を気絶させた。




　──残り二人。

　転がっていった曲刀美女は後回しにして、意識を大盾美女に集中する。

　この娘も体中の毛細血管が裂けているのか、肌や服が真っ赤だ。

　それよりも体力ゲージの値がヤバすぎる。気絶させようとした衝撃でそのまま逝きそうなレベルだ。

　仕方が無い。左手に持っていた柄を捨てて相手の細剣に集中する。

　高速で突き出してきた細剣を引き戻す為に静止する一瞬を狙って刃を二本指で挟み、異常な筋力ＳＴＲにモノを言わせて相手の手から奪い取る。




[image: ]「真剣白刃取り」スキルを得た。




　武器を奪われた事で動揺した大盾美女の持つ盾に手をかけて、無理矢理に盾と相手の身体の間に空間を作る。

　大盾美女は自由になる方の腕で、オレの繰り出す攻撃をガードしようと動かすが、もう遅い。

　ジャブのように放った軽いパンチが大盾美女の意識を刈り取る。

　残りの曲刀美女を倒そうと振り向いたが、転倒した際に自爆したらしく気を失っていた。




　戦闘の終了を確認したのか、玉座の間への回廊が開いた。

　このまま放置したら美女達の命の火が尽きそうなので、「守護者の間」で手に入れた体力回復用の魔法薬を全て使って彼女達の傷を癒す。

　ミーア用の保険に一本くらい確保しておきたかったが、節約して彼女達の誰かを死なせるのは心苦しいので大盤振る舞いする。

　巨乳美人を無駄死にさせるのが嫌なのは勿もち論ろんだが、それよりも、主人に使い捨てにされた彼女達に同情したからだ。

　オレは回廊に足を踏み入れ、ゼンが望んでいた称号をセットした。




　　　　◆




　ゼンの拍手の音が広間に響く。

「素晴らしいのだよ。ようこそ、新たなる勇者よ」

　ゼンの操る影が、聖剣ジュルラホーンをオレの許もとへと運ぶ。

「あんたの目的は勇者なのか？」

「然り」

「なら、こんな回りくどいマネをしなくても、サガ帝国に行けばいいんじゃないか？」

　問いかけるオレの声に険が宿る。

　美女達の血塗れな姿がショックで、心が荒んでいたようだ。

「ふむ、パリオンの勇者か。我が訪れた時には、既に送還された後だったのだよ」

「次代がいるだろう？」

「もう、そんな季節であったのか。だが、時期が悪いのだよ」

「どういう意味だ」

「説明しても理解できぬよ」

　答える気は無いようだ。

　問答をしながら、オレは心を鎮めて行く。

「なあ魔術士──それとも不死の王ノーライフキングと呼んだ方が良いか？　あんたは本当に死にたいだけなのか？」

「その答えは是であり否なのだよ」

「『禅問答』はしたくないんだ」

　その答えを聞いて、ゼンは正気を失ったような笑い声を上げる。

　フードの陰で、二つの紫炎が狂おしく揺れる。

「くははは、そうか、そうだったのだな。キサマは勇者の末まつ裔えいではなく、神国から招かれた輩だったのだな」

「そんな国は知らんよ」

　いや、戦前か戦時中に日本をそんな名前で呼んでいた事があったような気がする。

「カカカカ、誤魔化したところで無意味、キサマは無慈悲な神に何を祈った、何を求めた、何を望んだのだ！」

「何も望んでないよ」

　ほんと、会った事も無いから。

「しいて言えば、休みが欲しいとかかな？」

　それなら良く願ってた。

「フハハハ、なんと無欲なのだ。正に勇者に相応ふさわしいのだよ」

「あんたは、何を望んだんだ？」

　そう、それに、どうしてあんたの種族は人族ニンゲンじゃないんだ。

「知っているのだろう？　見えているのだろう？　そう我は夜の王にして不死の存在イモータル。全能の神に祈ったのは、死なない体、飢えない生活、理不尽な暴力に歯向かう力なのだよ」

「だからそんな体に生まれ変わったのか……」

　ゼンは手を横に広げたまま哄こう笑しようを止めて首を振る。

「それは穿うがち過ぎなのだよ。神は、我を健康な赤子として転生させてくれた。そして、尊敬できる良き両親に育てられ、美しく健気で我には勿もつ体たい無い伴はん侶りよとの出会いまで用意してくれたのだよ」

　なら、どうして。

「我は新しい人生に馴な染じみ過ぎたのだよ。前世ではあれほど理不尽な暴力で奪われたというのに、今生は違うと思い込んでしまったのだ」

　ゼンはフードを取る。

　白骨のような顔を彩る二つの紫炎が眼がん窩かの奥で燃える。

「妻を見初めた貴族の手によって我は投獄され、無実の罪で処刑された。神の祝福で今の姿で蘇よみがえった我が見たのは、城門前に並べられる両親を始めとする一族郎党のもの言わぬ首。そしてその台の下に、壊れた人形のように投げ捨てられた妻の軀……」

　彼の白い頰には涙の雫しずくも無い。

　その代わりに眼窩からは憤怒の紫炎が溢あふれる。

「哀れみは不要なのだよ。我は一族の軀を不死の化け物アンデツドに変え、同じような境遇で死んだ多くの人々の遺体と共に、当時最高の権勢を誇っていたその貴族に牙きばを剝むき、全て滅ぼしたのだ」

　涙が零れるはずも無い。その姿は白骨なのだから。

「復ふく讐しゆうを果たした我は、妻の待つ来世へと旅立つつもりだったのだよ。しかし神の祝福がそれを許さぬ。聖職者の浄化ターン・アンデツドも、苦労して手に入れた聖剣でも、我は死ぬことができなかった」

　彼は言う。「まさに神の祝福のろい」だと。

「勇者よ、汝なんじは強い。欲望ちからに溺おぼれぬ強さがある。だが、忘れるな。凡人は弱いのだ。貴殿と共にいた娘を大切に思うなら、神に与えられたこの力を濫用させぬように気を配るのだよ」

　なんでも屋でも同じような忠告を受けた気がする。

「この力は人の身に余る。我のような末路を辿たどらせるな……」

「──忠告感謝する」

　オレは彼の言葉を胸に刻み込む。

「さあ、勇者よ。語るべき全ては語り終えた。我に最後の一突きを！　せめて心まで魔王となる前に我を滅ぼしてくれ」

　そう魔術士ゼン、いや不死の王ノーライフキングゼンが言う。

　その狂気を孕はらんだ言葉に飲まれるように、オレは聖剣ジュルラホーンを抜く。

　捩ねじれたドリル状の刃を持つ不思議な剣だ。

　その剣を一度祈るように掲げ、不死の王ノーライフキングゼンに渾こん身しんの突きを放つ。

「くは、くははは。エナよ、我の片翼リルティエナよ。今こそ君の許に……」

　ゼンの体が砂のように崩れていく。

　遅れて地面に広がるローブ。

　最後に「感謝するのだよ」と微かに聞こえた。




[image: ]称号「不死王殺し」を得た。

[image: ]称号「揺り篭クレイドルの踏破者」を得た。




　　　　◆




「クスクスクス、失敗だね」

「うん、失敗だったね」

　ゼンの崩れた跡から、紫色の小さな輝きが二つ浮かび上がる。

「さよなら勇者」

「君の勝ちだよ」

　その光から感じる邪気に、反射的に聖剣ジュルラホーンで斬りつける。だが、光は一度飛び散ったものの、また集まって空に昇っていく。

「また、会おうね」

「またね」

　やがて光は天井に染みこんで消えてしまった。




　　　　◆




　天使なのか？　それにしては邪気を感じた。

　だが、その事を悠長に考える暇は無かった。なぜなら──
















『システムメッセージ、この「揺り篭」の自壊シーケンスが実行されました。職員および訓練生は直ちに脱出してください。繰り返します』

　──そう、こんな放送が聞こえてきたからだ。

　オレはミーアの許に急ぐ。まだ気絶しているミーアに魔力回復薬を飲ませる。試してない薬なので三分の一ずつ飲ませていく──丁度一瓶で目を覚ました。

「ミーア、オレが判るかい？」

「……お兄ちゃん？」

　違うだろ。

　ミーアのぼやけていた瞳ひとみが焦点を結ぶ。

　スタミナの回復が足りていないので、その瞳に力は無い。

「ここは？」

「『トラザユーヤの揺り篭』の玉座の間だよ」

　オレがそう言うとミーアが言う事を聞かない身体に鞭むちを打ってゼンの姿を探す。

「大丈夫だよ、彼はもういない。二度と君の前に姿を現さないよ」

「本当に？」

「本当に」

　そんな事を暢のん気きに話している場合じゃなかった。

『自爆シーケンスが実行されました。職員および訓練生は直ちに──』

　早く止めないと。

「ミーア、この『揺り篭』の自爆を止められるかい？」

「やってみる」

　足元の覚束ないミーアを抱き上げて、操作板の所に連れて行く。

　しばらく幾つかの操作を試していたミーアだが、すぐに首を横に振った。

「無理」

　諦あきらめるの早ッ。

　トラザユーヤ氏が嘆くのも判る。

　ミーアに代わって操作板を触る。エルフ語だが問題無い。

　タッチパネルのような操作で目的の箇所を探す。

　──あった。

　オレはその詳細をチェックして舌打ちする。

「サトゥー？」

「ああ、ごめん。大丈夫だよ。ちゃんとミーアは脱出できるから」

　ゼンもミーアを犠牲にするつもりは無かったらしく、ミーアを対象とした脱出用の転移設定がしてあった。

　ただし、それ以外の全ての機能がロックされている。

　ミーアにくっ付いていけば一緒に転移できるようだが、それでは階下の美女達はともかく、「守護騎士の間」に放置してきた№７が助けられない。

　折角殺さないように配慮したのに、こんな事で巨乳美女を無為に死なせるわけにはいかない。

　転移開始タイマーだけは設定を変更できるようなので、一分後に設定し直してミーアを抱えて階段を下りる。

　メニューのカウントダウンタイマーもそれに合わせて設定しておく。

　これは支援魔法バフなんかの再詠唱時間リキヤスト・タイムの管理に使う便利機能だ。地味なのに、前作の後衛職ユーザーから絶大な支持を得ていた。

「ミーア、良く聞いて」

「ん」

　集めてきた美女達の手をミーアに握らせる。

　ミーアが手を離さないように、ミーアと美女達の手を革ひもで固定した。

「もう一人助けないといけないんだ」

「サトゥー」

　ミーアが弱々しい動きで──それでも必死にオレの行動を批難する。

　カウントダウンタイマーを確認しつつ、ミーアの髪を撫なでる。

「大丈夫、死んだりしない」

　──残り一五秒。

「約束するよ」

「約束よ、約束なの！　守らなきゃダメなの、守ってね？　絶対よ」

　震える舌を酷使してミーアが言葉を紡ぐ。

　──残り三秒。

「ああ、必ず、生きて帰る」

　転移で消え行くミーアに力強く頷うなずいた。

　──自殺趣味は無い。必ず生きて帰るさ。




　　　　◆




　オレは聖剣ジュルラホーンを片手に謁見の間を飛び出す。

　ミーアの脱出がトリガーだったのだろう。彼女達の転移と同時に、「揺り篭」の自壊システムが発動してしまった。

　通路を構成する蔦つたや壁面が白く染まり脆もろくなっている。

　踏み抜きそうな場所は、罠わな感知スキルが教えてくれるのでそれを回避して跳ねるように回廊を進む。

　一つ目の大階段を駆け下りる間に、天井が白濁化して剝はく落らくしてくる。

　進路を塞ふさいで落ちてくるソレを、飛び蹴げりで排除する。

「しょっぱ！」

　──この白いのは塩か？

　口の中に進入した塩の欠片かけらを唾つばと共に吐き捨てる。

　少々行儀の悪い行為だが、見み咎とがめる者もいないだろう。

　普通に階段を使うのは時間が掛かりすぎる。螺ら旋せん階段を支える太い柱に沿って飛び降りた。

　普段のオレには絶対できないが、恐怖耐性が臆おく病びような心を捻じ伏せてくれる。途中で聖剣を柱に突き立てて落下速度を落とす。

　聖剣は折れる事無く役目を果たし、残り八階層分の螺旋階段をショートカットできた。

　目の前に開く外壁の穴に向かって駆け寄り、その外縁部まで歩を進める。

　これからする事を前に、少しだけ、そう、ほんの少しだけ躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　一度だけ深呼吸をして、恐れを捻じ伏せる。恐怖耐性をもってしても、簡単ではないようだ。

　オレは意を決して、足を踏み出した。

　──先ほどと同じくダイブする為だ。

　外から見ている者がいたら、自殺志願者にしか見えなかっただろうが、ちゃんと計算してから行動している。

　樹皮にできた瘤こぶやヒビを足場にして、高速で下に向かう。

　大樹の幹から離れてしまったら、そのまま下まで真っ逆さまになりそうなイメージがあるが、その心配は無用だ。

　スケールの違いが、それを無効にしている。

　瘤やヒビが崖がけや大岩のようなサイズなのだ。多少離れても、一〇〇メートルも落ちない内に突き出たそれらに出会える。

　普通ならアウトな高さだが、セーリュー市に到着する前に実証済みの高さだから大丈夫だ。

　スカイダイビングやジェットコースターに近い興奮とスリルを満喫しながら、一〇〇階層の『守護騎士の間』まで下りてきた。

「マジか──」

　落下に近い速度で下りてきたので、上部の白塩化に巻き込まれるまで時間の余裕があるはずだったのだが……。

「──根元が崩れてるじゃないか」

　さっきまで跳んでいたから気がつかなかったが、大樹の根元が崩れて地面に向かって沈下しているのが振動として伝わってくる。たぶん根元の方でも白塩化が始まっているのだろう。

　このままではオレが予定していた手段が使えないかもしれない。

　だが、まあ、なんとかなるだろう。

　オレは「守護騎士の間」の外壁を聖剣で斬り裂く。今度はジュルラホーンでは無く、聖剣エクスカリバーの方だ。形状的にジュルラホーンは切断に向かないので交換した。

　上級魔族を斬った時の神剣も凄すごかったが、聖剣エクスカリバーだって負けていない。凄すさまじい切れ味だ。

　オレは何の抵抗も無く外壁を切り裂いて、「守護騎士の間」に侵入を果たした。

　未だに気絶したままの№７を荷物のように肩に担ぎ上げて駆け出す。

　だが、オレが向かうのは階下ではない。




「──いるか！」

「いるひょ～」

　オレの呼びかけを気の抜けた声で返すドライアド２号。

　その声は泰然としていて、大樹の崩壊で死ぬ事を恐れている様子は無い。

「オレ達をこの樹木の外に送れるか？」

「ムリ」

　あっさりとした答えが返ってきた。

　大丈夫、この状況も想定して──

「でも、触媒用の種と魔力をもっとくれたら、盆地に生えてる古木の洞うろに送ってあげられるよ」

　──いたのだが、ドライアド２号のニシャニシャした笑顔が、それを不要な事だと否定した。

　魔力なら問題無い。それよりも種か。

「種は何でも良いのか？」

「うん、途切れた接続腺せんを強引に繫つなぐ媒介にするだけだから、植物の種ならなんでもい～よ」

　途中で見かけた果実を採っておけば良かった。

　さっきの「守護騎士の間」には無かったが、一つ上の階層に行けば見つかるだろう。

　──いや、いいのがあった。

「種がこれで良いなら、やってくれ」

「ちょっと……。種はそれでいいけど、さっきの三倍くらいの魔力がいるんだよ？　干からびても知らないよ？」

　三倍の魔力というと一〇〇〇ポイントくらいか。

　既に全回復しているから三分の一程度の魔力なら大丈夫だ。

「問題ない。頼む」

「ほ～い」

　オレはストレージに仕舞ってあったハンカチに包んだ木の実をドライアド２号に差し出す。前に獣人の子供達から貰ったヤツだ。

　ドライアド２号は木の実をざらざらと飲み下し、オレに手を伸ばす。

　チュウと音がしそうな感じでオレの唇を奪うと、凄まじい勢いで魔力を吸い上げ始める。

　魔力が消費され、貧血の時みたいな悪寒を感じる。流星雨を撃った時のような感覚だ。

　チュポンと水気のある音を残して、ドライアド２号がオレから顔を離す。

「なんとか繫がったよ」

　満足そうなドライアド２号が、オレの手を引いて妖精の輪フエアリー・リングに入る。

「では出発ぅ～」

　ドライアド２号がツヤツヤした顔で出発の号令を上げると、緑色に光る胞子の輪が筒状のゲートを作る。

　ほんの僅わずかな違和感の後に、オレ達は樹齢一〇〇〇年くらいの古木の洞に移動していた。

「助かったよ、木精ドライアド」

「ん～、いいよ。こっちも魔力をたっぷり貰ったしね」

　キシシと笑うドライアド２号が気さくに答えた後に、首を傾げて問うてきた。

「それよか逃げなくていいの？」

「逃げる？」

　──どうして？

　続きは言葉にならなかった。ドライアド２号の指差す方を見て血の気を失う。

　正直、上級魔族のワガハイ君と対たい峙じした時や、命綱無しのダイブをした時よりも背筋が寒くなる。

　オレは№７を肩に担ぎ上げ、ドライアド２号に手を伸ばす。

「あたしは良いよ。森がある限り死なないから」

　ふるふると首を振る童女の言葉を信じて、№７を担いで駆け出した。

　雷雲のような低音を上げて迫ってくるのは、塩の津波だ。

　あれに追いつかれたら、窒息死は確実だろう。いや、その前に圧死する方が先か。

　影の中にいた時の経験から、何となくオレは死なない気がするが、塩に埋もれて干物みたいになって何年も苦しむ羽目になったら嫌だ。

　枯れ木を押し分け、柔い地面を巻き上げつつ盆地を爆走する。




[image: ]「悪路走破」スキルを得た。




　オレは揺れる視界にストレスを感じながら、「悪路走破」スキルと入手してから放置していた「運搬」スキルにポイントを割り振って有効化アクテイベートする。

　急に走るのが楽になった。

　地面の起伏や植生から、走るべきコースや避けるべきコースが推測できるようだ。

　明らかにスピードアップしたが、精々自動車程度の速度だ。

　後ろから迫る白い暴虐の波は、轟ごう音おんと共に一歩また一歩と近付いてきている。




　──くっ、あと少しで追いつかれる。




　考えろ。

　考えるんだ。

　無駄に高い知力ＩＮＴは何の為にある。

　今のオレには状況を打破できるスキルが無い。

　新しいスキルを何か覚えるか？

　速く走る「疾走」スキルなら既に使っている。

　では、何がある？




　──空気が潮くさい。




　時間が無いぞ。

　視線の先で何かが光った。

　水？　池か沼か？

　どっちでも良い。無駄な思考に処理を回すな。

　津波を止めるには、どうすれば良い？

　防波堤、そうだ壁だ。




　──壁？




　ストレージの瓦が礫れきを出すか？

　いや、そんな事をしても一緒に流されて、かえって危険を増やすだけだ。

　オレの思考を遮るように火山弾のような塩の塊が、近くを掠かすめて前方の池に落ちて水柱を上げる。

　その光景がオレの脳裏に引っかかった。

　何だ？

　ポチとタマの泣きそうな顔が過よぎる。この記憶は何だ。

『やかん、怒った～？』

『やかんの人が怒るのです』

　走馬灯とか止めて欲しい。

　少し塩辛い水みず飛沫しぶきを不快に感じながら、前に進む事に全力を注ぐ。

　役立たずの小火弾みたいな火魔法じゃなく、土魔法でもあれば壁が作れるのに──。




　──役立たず？




　違う。役立たずじゃない。

　さきのポチとタマの事で思いついた事がある。

　オレは進路選定の邪魔にならないように小さくマップを開いて進行方向を確認する。

　よし、行ける。

　進路を少し斜めにズラして、今まで以上に本気で走る。

　オレの脚力に耐え切れずにブーツの底が抜けてしまった。足の裏がチクチクする。

　目的のポイントに到着する数秒前に、メニューを開いて準備を完了させた。




　──さあ、防波堤を作ろう！




　メニューを思考操作して魔法を使う。

　もちろん、今ここで選択するべきは小火弾フアイア・シヨツトだけだ。

　高熱を撒まき散ちらして炎の塊が空を駆けて行く。

　着弾と同時に、その熱量の全てをもって、轟音と共に巨大な水柱を上げる。

　もちろん、一発だけじゃない。後追いで撃った二発目、三発目が水柱を手折り、熱蒸気の塊を生んだ。

『水が気化したら体積が一〇〇〇倍になるの』

　そう言ったのはアリサだったか。

　さらに後追いの一発が蒸気にならなかった水柱の一部を気化して蒸気に推力を与える。

　塩の津波が、爆発的に膨張する蒸気の壁に激突して止まる。




　──だが、止まったのは一瞬だけだ。さすがに質量が違う。




　すぐに白い援軍が到着して蒸気の壁を突き崩し、新たな波頭が姿を現す。

　蒸気の壁の側面から回りこんだ塩の津波も、左右からオレをその腕かいなに抱こうと迫り来る。

　この状況を見たら多くの人が絶望という言葉を、その瞳ひとみに映すだろう。

　肩に担ぐ№７も、意識があったなら、悲鳴を上げ続けたに違いない。




　──だから、あえて言おう。想定内だと。




　さっきのほんの一瞬が必要だったのだ。

　僅かな時間が、この第二ポイントに辿たどり着つく機会をくれた。

　目の前にあるのは草原──に見える湿地帯だ。

　湿地に足が沈む前に、次の足を前に出す。マンガみたいな走法で湿地を駆ける。

　水量が十分あるエリアまで来たところで、次のステップに移す。

　オレは脳が焼ききれそうな速さで、魔法リストの小火弾を連打していく。

　狙うべき場所は算術スキルと火魔法スキルが教えてくれる。

　分厚い蒸気の防波堤が塩の津波を抑え、オレは無事に盆地を囲む山やま裾すそに辿り着く事ができた。
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　　　　◆




　山を登りきった所で柔らかそうな地面に№７を下ろす。

　マップで見た限りでは、この辺は「揺り篭クレイドル」と「長毛鼠首長国」の境目らしい。

　ミーアや一緒に脱出させた美女達は、盆地を挟んだ反対側の山頂にいる。全員無事のようだ。

　安全確保の為に急いで戻ろうと思ったのだが、ミーアの傍には店長やうちの子達がいた。いつの間に来たのやら。

　携帯電話でもあったら無事を知らせられるんだが、無いものねだりしてもしょうが無いし、王都や迷宮都市に着いたら似た機能のものが無いか探してみよう。

　急いで戻る必要が無くなったので、崖がけの先に立って「トラザユーヤの揺り篭」の最期を看取る。

　この盆地の方に突き出した崖の先端は、「揺り篭」の領域だったみたいだ。

　塩の靄もやの中に沈んで行く大樹の上端を見送った。

　ひときわ高く噴き上がった塩の柱が、ゼンの墓標のように見える。

　塩の柱がある程度収まったあたりで、マップに映っていた最後の魔物がリストから消えた。

　それにタイミングを合わせたようにログが凄すごい速度で流れ始める。

　これは「竜の谷」以来だ。

　ログのスクロールバーを操作してロールバックすると、戦利品の獲得の直前に「マップ内の全ての敵を倒しました」と書かれていた。

　前に迷宮で推測したけど、戦利品の自動回収オートマチツク・ルートの条件はコレで合っていたようだ。

　今回は「源泉」とかの表記は無い。

　新しい戦利品は全て、「トラザユーヤの揺り篭」と書いたフォルダに移動しておく。

　仕分けは後日で良いだろう。大半は魔物の屍し骸がいと壊れた機材くらいだ。他にはゼンの魔法書やトラザユーヤの間にあった大量の書物が含まれていた。

　白い塩の靄の陰で、倒れた大樹の幹や枝が崩落する地響きが伝わってくる。

　ほんの少しだけ黙もく禱とうしてから背を向けた。







　新たな旅路





〝サトゥーです。出会いがあれば別れがあるのが旅の醍だい醐ご味みです。手紙が主流の頃はお互いに疎遠になるのが早かったですが、メールが普及してからは交流が続く人が増えた気がします。〟






　さあ、皆の待つ場所に向かおう。

　裸足はだしになっていたのを思い出して、「羽の具足」をストレージから取り出す。さっき壊れたブーツを普段使いにしていたので、これを装備するのは久々だ。

　移動を楽にする為に、ストレージから取り出した廃材で背負しよい子こを作る。

　適当に作ったにしては頑丈にできた。移動中に怪け我がをさせないように、気絶したままの№７を厚手のシートで包んで背負子に固定する。

　禿はげ山やまの稜りよう線せん沿いに跳ねるように駆け、思ったより短い時間で皆のいる場所の近くまで戻ってこれた。

　途中で日が落ちてしまったので少々大変だったが、「暗視」スキルと「悪路走破」スキルの助けを借りて走りきった。




　こんな夜中なのに皆起きているようだ。

　やけに明るく燃える焚たき火びの傍で野営をしているらしい。その周辺には紅針蜂の死体が大量に転がっていて、それを食い荒らしに子犬くらいの小動物が集まっていた。

　オレは幾つかの岩を飛び越えて、皆のいる草地に到着した。

　その音に気がついたポチとタマが、焚き火の前から転がるように駆けてくる。

　二人の間をすり抜けた影があった──意外な事にリザだ。

「ごじゅじんざま」

　滂ぼう沱だのように涙を流しながら、リザが濁点多めでオレを強く抱きしめてくる。

　体重差で撥ね飛ばされないように重心を落として受け止める。決してリザが重いわけでは無いが、少年に戻ったオレの体は少々軽いのだ。

　リザの意外な行動に目を白黒させているうちに、ポチとタマもリザやオレの体をよじ登って左右から抱きついてきた。

「おかり～？」

「なのです！」

　二人はそう言いながら嬉うれしさと安心を上手く表現できないのか、オレの頭や肩を散々甘あま嚙がみした後、顔を舐なめまくっている。なんていうか本物の犬猫並に激しい。

「ただいま、心配させてごめんね」

「ご無事で本当に良かった……」

　リザはオレを抱きしめたまましばらく泣いていたが、オレの言葉を聞いて涙声で一言返したあとまた一泣きした。

　しばらくして、抱きついていた自分に気がついたのか、恥ずかしそうにオレから離れる。

　それに合わせてポチとタマの二人も地面に下ろして、ぐりぐりと頭を撫なでてやる。

「心配したのです！」

「怪我無い～？」

　ポチとタマがこちらを見上げながら心配そうに気遣ってくれる。

　アリサとルルが獣娘達に遅れて駆け寄ってきた。その後ろには店長もいる。

　ルルが奥ゆかしい感じに「おかえりなさいませ」と言って微笑む。少し俯うつむいたまま黙っているアリサの肩に手を掛けて前に押し出して来た。

　意を決して顔を上げたアリサの言葉を待つ。

　大きな目には零れそうなほど涙が溜たまっていた。

「……し、心配したんだから！　もう、あんな無茶はしないって約束して!!」

　心の奥から絶叫するような激しい言葉を受け止める。

　謝りながら優しく抱きしめて、背中を軽くポンポンと叩いてやる。

　我慢していた涙るい腺せんが崩壊したのか、泣き出したアリサをあやす。それに釣られたのか、ポチとタマまでアリサと一緒になって泣き出してしまった。

　皆が泣き止むまで、オレは何度も何度も謝罪の言葉を口にする事になった。皆がオレを心配して流してくれる涙や小言が、少し荒んでいた心を温かくしてくれた。

　声を掛けるタイミングを計りかねていた店長に「全部終わりました」と告げる。店長からの返事はやっぱり短かった。




　泣き止まないアリサをお姫様だっこして、一人だけ動けずに焚き火の前で寝かされていたミーアの所に向かう。

　梱こん包ぽうされたままの№７を乗せた背負子を下ろし、ミーアの傍らに行く。

「……サトゥー」

「ただいま、ミーア」

「約束、守った」

「ああ、当然だ」

　起き上がりたそうなミーアに手を貸して上半身を起こしてやる。

「改めてお礼を──」

　ミーアがこほんと小さく咳せき払ばらいをして言葉を紡ぐ。

「わたしはボルエナンの森の最も年若いエルフ、ラミサウーヤとリリナトーアの娘、ミサナリーア・ボルエナン。シガ王国のサトゥー、あなたに最大の感謝を」

　そう言ってミーアはオレの額に口付けた。

　あれ？　前に言っていたアーゼさんとやらは母親じゃなかったのか。

　美人のお姉さんだったら紹介して欲しいな。




[image: ]称号「エルフの友」を得た。




　　　　◆




「ところで、この背負子の荷物は何？　まさか、あの大樹から脱出する時に財宝でもかっぱらって来たの？」

　アリサが赤くなった目元を擦りながら、梱包されたままの№７を見る。

　元王女の癖に言葉遣いが悪い。

「これは一緒に助け出した子だよ」

「子？　またハーレムメンバーを増やす気！」

　人聞きの悪い。ハーレムも何も、子供しかいないじゃないか。せめて二〇代じゃないとね。

　オレは背負子を背負って近くの大岩の向こうに行く。

　そこにはミーアと一緒に脱出させた美女達が蔦つたのようなロープで縛られて、大岩の裏側に括くくられていた。称号が「ゼンの人形」になっていたから敵と判断したのだろう。

　美女達の傍らには、赤兜かぶとが監視役兼魔物からの護衛役として油断無く警戒していた。

「ミーアと一緒に助けた子達の姉妹だよ」

「ああ、この子達ね。七つ子かと思ったら八つ子だったのね」

　ホムンクルスは七つ子とかそんな言い方をするのだろうか？

　アリサの言葉に首をかしげながら、№７を背負子から下ろして美女達の横に寝かせる。

　ちょっと振り回し過ぎたみたいで、状態異常が「気絶」のままだ。スタミナだけでなく体力も少し減っていたので、保護の為に包んでいたシートを解いて容体を確認する。

　残念ながら実行したのはリザだ。

　オレがやろうとしたらアリサから物言いが入ったのだ。

　失礼な話だが、冷静に考えたら医者でもないオレがチェックしても仕方が無い事に思い当たった。

　梱包を解いて№７の顔が覗のぞくと、他の美女達から歓声が上がった。

　喧やかましいので、再会の興奮が収まった所で黙らせる。

　代表して№１がオレに礼を言ってきた。

「サトゥー殿、敵対していた我らの命を奪わなかっただけでなく、№７を死地から救う為に尽力していただいた事、まことに感謝の念に堪えません」

　他の姉妹達も彼女に続いて感謝の言葉を口にしていた。どうやら、ナンバーが小さいほど言葉が流りゆう暢ちようなようだ。

　彼女達は「揺り篭クレイドル」の崩壊からゼンの死を察していたようだ。オレにその事を確認してきたので、正直に話してやる。

　その前にアリサに頼んで使って貰もらった「覚醒ウエイクアツプ」の精神魔法で№７を気絶から回復させておいた。二度同じ話をするのは面倒だからだ。

「ではマスターは……」

「ああ、成仏していったよ」

　成仏という単語があるか心配だったが、概念自体はあるようで普通に納得して貰えた。この国では「昇天」という言葉が普通らしい。

　彼女達は姉妹で何やら小声で話した後、オレの方を一斉に振り向く。

　何だろう？

「マスター・サトゥー。これより我々は新たなるマスターであるサトゥー様に従います」

　巨乳美女に傅かしずかれるのは嬉しいが、ちと人数が多すぎる。

　なにより、固かた唾ずを吞のんでこちらを窺うかがうアリサ達の視線が痛い。

　断るのは少々惜しいが、別段ハーレムを作りたいわけじゃないので断る為の言葉を探す。

「ですが、お側にお仕えする前に、しばしお暇を頂きたいのです。下僕の分を超える行いとは存じますが、前マスターの遺品をかの細君の眠る墓所に届けたいのです。何とぞ、ご容赦を賜りたく伏し願い奉ります」

　ゼンの遺品を奥さんの墓に届けたいわけか。断る理由も無いので即答で承諾した。

　興味本位でその遺品について聞いてみたのだが──。

「これから『揺り篭』の跡地を捜索するつもりです」

　──なんて答えが返ってきた。

　彼女達によると「マリッジリング」という話だったので、ストレージを確認したら案の定、「揺り篭」の戦利品の中に存在していた。

　オレはポケット経由でストレージから取り出した指輪を№１に手渡す。

「これは！」

「ゼンから預かっていた物だ。間違い無く奥さんの墓に届けてあげて欲しい」

「この身に代えましても！」

　№１が胸に手を当ててキリリとした表情で請け負ってくれた。

　いや、そんなに重い決意はいいから。

「つきましては、我らの中から一名を側仕えとしてご指名ください」

　キャバクラとかの指名なら気楽にできるが、同じ顔の美女八人の中から選ぶのはなかなか大変だ。

「全員で墓参りに行っても構わないんだよ」

「いいえ、そういうわけにはいきません」

「なら、君達の自主性に任すよ」

　即答で拒否されたので、彼女達自身に丸投げする。うちにはもう五人もいるし、一人くらい増えても大差無いだろう。

　彼女達はジャンケンで残る者を決めるようだ。巨乳美人が真剣な顔でジャンケンをする姿は、なかなかシュールだ。

　そして選ばれたのは№７だった。

「マスター、今後ともヨロシクお願いしますと宣言します」

「ああ、宜しく」

　後ろの七人が悔しそうに歯がみしている。

　そう、№７はジャンケンでオレの従者になる権利を勝ち取ったのだ。

　てっきり、負けた者が残るつもりだと思っていたので意外だった。

　№７だと呼びにくいので新しい名前を付けさせて貰った。渾あだ名なというか通称のつもりだったのだが、彼女のステータス欄の名前まで変わっていた。

「では、宜しく、ナナ」

「はい、マスター」

　他の美女達も名前を付けて欲しがったが、沢山考えるのが大変だったので帰参後に名付けると告げて先送りにした。

　オレが名付けた名前を聞いたアリサから詰なじるようなジト目を向けられたが、ネーミングセンスが無いのは仕様なので諦あきらめて欲しい。

　ナナに名前を付けた事がトリガーになったのか、ナナの称号が「ゼンの人形」から「サトゥーの召めし使つかい」に変わる。そして、それに呼応するかのように他の七人の称号もナナと同様に変化した。

　なし崩しにナナを同行させる事になってしまった。

　巨乳美女の参加は歓迎だが、実年齢が〇歳というのが問題だ。№１が二歳だったから、あと二年くらいで奇矯な喋しやべり方も直るのだろうか？

　アリサ達が文句を言いたそうな顔でこちらを窺っている。

　これは説得が大変そうだ。




　　　　◆




　夜明けを待つ間に、ミーアをエルフの里まで送ってあげたいと店長に提案してみた。

　ミーア本人が望んでいたので、割とあっさりと許可が貰えた。

　二人の会話はこんな感じだった。

「ユーヤ」

「なんだ」

「里に帰る」

「送る」

「いい」

「大丈夫か？」

「サトゥーと」

「そうか」

　もう少し長文で話して欲しいモノだ。

　店長がオレを呼んで手を握ってきた。アリサから嬉うれしそうな悲鳴が上がる。

「頼んでいいか？」

「ミーアを送る事ですか？　もちろん構いませんよ。元々公都まで足を延ばす予定だったので、そのついでみたいなモノです」

「そうか……」

　店長はオレの手を握ったまま、視線をオレに固定する。

　えっと、ＢＬ展開は止めてくださいね？

「ボルエナンの森のユサラトーヤが、シガ王国のサトゥーに願う。ボルエナンの森の幼子ミサナリーアを、故郷へ送ってやって欲しい」

「ええ、お任せ下さい」

　おお、店長の初長文だ。

　元々こちらから提案した事でもあるので、オレは彼の頼みを快諾する。

　これで公都観光の後には、秘密のベールに包まれたエルフの里の観光ができそうだ。

　ゼンの話だと先代勇者は送還されて元の世界に帰れたみたいだし、心置きなく観光ができる。予定通り、シガ王国漫遊が終わったらサガ帝国にお邪魔する方針のままで良さそうだ。




　オレ達は夜が明けた後に、店長の魔法でセーリュー市近くの森に移動した。

　森の木々が自分から避けて道を作るのもファンタジーっぽくて良かったが、ほんの一〇分ほど「妖よう精せいの道」を歩いただけでセーリュー市の近くまで辿たどり着ついていた。

　こんな魔法を覚えたいものだ。

　森魔法のスキルは例によって「妖精の道アルフ・ロード」に踏み入れた瞬間に手に入れたが、肝心の呪文がエルフ達の秘伝らしく教えて貰えなかった。

　赤兜とは「揺り篭」の前で別れた。店長が森魔法で送ろうと申し出たのだが、彼はそのまま徒歩で里に帰ってしまった。もちろん、預かったままだった魔法の鉈なたも忘れずに返してある。

　ナナの姉妹達はセーリュー市近くの森まで一緒に来て、そこで別れた。

　彼女達のミニスカの貫頭衣は眼福だが、長旅には向かないのでオレやリザの予備の服や外がい套とうを分け与えた。旅に必要な品々は今回の戦利品の中に大体あったので、持ち運びに邪魔にならない程度に渡してある。

　旅をする上でネックになりそうな彼女達の種族名だが、ちゃんと対応策が存在した。

　今回の戦利品の中にあった「人成りの護符アミユレツト・オブ・ヒユーマン」というアイテムで、種族を人族に偽装できる上に種族固有能力を隠いん蔽ぺいする事ができるらしい。

　この護符はゼンが都市などに侵入する時に使っていた物だそうだ。

　オリジナルのヤマト石は騙せないそうだが、都市の入り口に設置されているようなレプリカのヤマト石や一般的な「能力鑑定ステータス・チエツク」スキル持ちには見破られる事は無いらしい。

　ストレージ内に複数個あったので、ナナの分以外を全て№１に渡しておいた。

　こうしてセーリュー市に戻ってきたオレ達だが、宿で一眠りする前にまだまだする事が残っていた。

「──なるほど、シガ王国に恨みを持つ謎の死霊魔術士か」

「はい、私達を助けてくれた六人組の剣士様達がそうおっしゃってました」

　オレは門衛の詰め所で騎士ソーンに、事の顚てん末まつを語る。オレが攫さらわれた理由は店長と間違われた事にしておいた。

　もちろん、前の晩にアリサ達と考えた作り話だ。「六人組の剣士様達」はアリサの知っていたサガ帝国の勇者一行の構成で伝えてある。

　やはり有名人だったのか、話を聞いた騎士ソーンが「それはきっと勇者様御一行に違いない」と断言していた。

　魔術士が拠点にしていた塔は、魔術士の死と共に倒壊して瓦が礫れきの山やまになっていると伝えておいた。

　主のいない「魔術士の塔」は宝物の山らしいので、セーリュー伯爵の軍が鼠人族の領域に侵略に向かわないように倒壊した事にした。

　正確な場所は伝えようが無いので、「灰鼠首長国」と「長毛鼠首長国」の境だとだけ言ってある。

「待ちなって、ゼナっち！」

「そうだよ、待てって」

「離して下さい、早く助けに行かないとっ！」

　詰め所の外から聞き覚えのある声が聞こえて来た。

「騎士ソーンは、いらっしゃいませんか？」

　詰め所に入ってきたイオナ嬢と目が合ったので会釈しておく。彼女はオレに会釈を返す途中で踵きびすを返して外に戻って行った。何か嫌われるような事をしたかな？

　それはともかく、彼女がいるって事は、表で騒いでいるのはゼナさんとリリオ、それから名前を覚えていないけどもう一人の護衛兵の女性だろう。

「サ、サトゥーさん！　ご無事だったんですね！」

　イオナ嬢に連れられてバタバタと詰め所に入ってきたゼナさんが、無事の帰還を喜んでくれる。

「ご心配をおかけして──」

　オレの詫わびの言葉はゼナさんの泣き声にかき消された。その場に座り込んで子供のようにおいおいと泣き出してしまったのだ。

　オレは必死にゼナさんを宥なだめたり、心配させた事を詫びたりした。

　リリオ達も宥めようとしてくれていたが、イオナ嬢に止められていた。そんな気遣いは不要なんだが……。

　騎士ソーンの計らいで、ゼナさんが落ち着くまで詰め所の奥を占領させて貰った。

　しばらくして、落ち着いたゼナさんが椅子の上で小さくなっていた。

「すみません、子供みたいに……」

「いえ、こちらこそご心配をおかけしてしまって」

　夜勤明けにお城の兵舎に戻ったゼナさんがオレの所に遊びに行こうと着替えている時に、リリオ達からオレが誘拐された事を教えられたらしい。

　それでそのまま領軍の馬を借りて、オレを捜す為に都市を飛びだそうとしたのをリリオ達に止められたそうだ。

　危なくすれ違いになりそうだったのか。

　心配してくれるのは嬉しいですが、無茶が過ぎますよ、ゼナさん。

「そうだ、先日の魔物騒動で渡し忘れていた物なんですが──」

「これは……」

　オレは蚤のみの市いちで買ったイヤリングをゼナさんに手渡す。

　近日中にセーリュー市を出発するので、渡せる時に渡しておかないと次の機会があるかも判らないしさ。

　そうだ、イヤリングを見てニヨニヨしているゼナさんには凄すごく言い辛いが、その事も言っておこう。

　何も告げずに出発するのは、友達として不義理すぎるもんね。

「ゼナさん」

「は、はいっ」

　彼女の目を見て話す。向こうの瞳ひとみにもオレの顔が映りこんでいた。

　──そんなに見つめられると切り出しにくいです。

「実は今回一緒に攫われていたエルフの子を、故郷に届ける依頼を受けたのです。うちの子達は腕が立ちますし、いつまでも行商の仕事を休むわけにもいきませんから」

　ゼナさんの瞳から光が消え笑顔が急速に色あせていく。

　なんだろう、凄い罪悪感がする。

「エルフの故郷って……」

「公都の南にあるそうです」

「せ……、セーリュー市にはもう戻ってこないんですか?!」

　椅子から腰を上げたゼナさんが、オレを見上げて問うてきた。

　その必死な様子に気圧されるように、オレは言葉を返す。

「そんな事は無いですよ」

「……良かった」

　ゼナさんが脱力したように椅子に身体を預ける。

　公都や王都を見物して、迷宮都市セリビーラでアリサ達の修行を済ませたら、今度は西周りでセーリュー市に戻ってくるのもいいかもしれない。

　シガ王国歴訪を終えて出発点のセーリュー市に戻ってきたら、今度は諸外国を旅しよう。

　夢は広がるね。

「迷宮都市でうちの子達を修行させるので少し長居するかもしれませんが、セーリュー市に戻ってきたら、色々なお土産話をしにゼナさんのところに伺いますよ」

「……はい、約束ですよ」

　前にアリサと交わしたように、ゼナさんとも指切りをする。王祖ヤマトが残した風習らしい。

　指切りの後にゼナさんが微笑んでくれたが、前に見たような明るい笑顔ではなく、どことなく無理をしたような硬い笑顔なのが少し気になった……。
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　帰還した日は皆寝不足だったので、翌日まで揃そろって爆睡した。

　翌日からは皆で手分けして、旅の準備を始めた。

　馬車は既にあるが、馬車に積み込む物資を用意しないといけない。オレ達の食料や生活必需品、それから馬達の飼料だ。

　これらの手配はナディさんに依頼して調達して貰もらった。

　オレ達は自分達の身の回りの物を中心に買い集めて回る。

　ナナや獣娘達の革鎧よろいなどの防具を買い揃えたかったのだが、亜人の装備は作れんと職人さんに断られてしまった。とりあえず、オレとナナの防具と盾だけを購入してある。

　革鎧はオーダーメイドで作って貰うには出発まで日が無いので、ベルトで調整するタイプの既製品を買った。多少防御力が下がるが、これならオレの分をリザに使わせられるだろう。

　革細工スキルもあるし、材料を買っておけばポチやタマの革鎧を自作できそうだ。

　オレは商会でダミーの交易品として、なめし革やフェルトっぽい毛織物、毛糸や木綿などを買い求めた。なめす前の皮の方が革よりも安かったのだが、なめす時に結構臭いが凄いはずなので加工後の物にしておいた。

　シガ王国の商取引許可証を持っていなかったが、商業ギルドで金貨一枚を出したらレンタル屋の会員カードみたいに即日発行してくれた。

　丁度、役所で二回目の滞在証の再発行を受けた後だったので、手続きが省略できたそうだ。

　今回発行して貰った商取引許可証は、都市の出入りで関税の減免処置があるような上級のモノではなく、「商業ギルドで大量の商品を売買しても良い」という最低レベルの商取引許可証だ。

　もちろん、少量の取引ならこんな許可証は不要だが、大量の商品を買った人間が許可証を所持していないというのも不自然なので作っておいた。

　購入した素材を活かすためにも、本屋で加工方法を書いた書籍を探しに寄った。

　内壁の内側にある本屋には、ナナには劣るもののなかなかの巨乳女性が店番しており、とても眼福だった──違う、七つほどある大きな書棚には様々な本があり、実用書だけでなく小説や絵本なんかも揃っていた。

　ちなみに地図は置いていなかった。役所で買えるそうだが、高価な上に購入前に時間のかかる審査が必要らしい。

　基本的に街道から逸それない限りは一里塚のような目印の石の道標があるので、迷う事は無いそうだ。

　仕方無いので地図は諦あきらめて、必要そうな実用書を店主の爺じい様に見繕って貰い、店番のセモーネ女史には絵本や小説などを選んで貰った。

　店主が選んでくれた本には、「旅と食べられる植物」「薬草辞典」「逆引き馬車の修理」を始めとした実用性の溢あふれる物から、「魔法道具の基礎」などの浪漫溢れる物まで、色々と心引かれるラインナップが詰まっていた。

　本当なら店ごと買い占めたい所だが、ここは我慢だ。流通の悪そうな異世界で、本を独り占めするのは良くない。

　オレは必要な本を厳選し三〇冊ほどまで絞り込んだ。

　本は非常に高く全部で金貨一〇枚を超える値段になった。今日は急ぐ用も無いので、色々と値切りや交渉を経て金貨一〇枚ジャストにして貰った。

　魔法道具マジツクアイテム関係の本が少々高かったが必要経費だ。

　やっぱり、魔法道具の自作ってしてみたいじゃないか。




　本屋の隣に魔法屋があったので、そちらにも寄ってみた。

　残念ながら市民以外には初級以外の魔法書の売買はできないそうだ。

　魔法の巻物スクロールに至っては種類を問わず、伯爵の許可を受けた一部の者にしか売れないそうだ。

　巻物は魔力さえあれば魔法が使えるわけだし、ある意味兵器みたいな物だと言うのは判るが……。

　剣の売買には制限が無いみたいなのに厳し過ぎる。

　仕方無いので、制限の無かった初級の魔法書を一通り買い求めた。結構高かったが相場通りの値段だったので文句は無い。

　ここの店主は値切り交渉とかが面倒なのか、最初から相場の値段だったのでそのまま値切らず支払った。

　魔法薬も売っていたので、中級の体力回復薬ヒール・ポーシヨンを数本と下級の魔力回復薬マナ・ポーシヨンを数本購入した。

　ついでにアリサとミーア用の長ちよう杖じようと自分用の短たん杖じようも買ってある。

　魔法薬の自作ができたら便利そうなので、調合道具や入門書が無いか尋ねたのだが、それは錬金術屋で買えと叱られた。




　その後で訪れた錬金術店ではカモだと思われたのか、やけに高額の入門セットを売りつけられた。

　それだけなら良かったのだが、錬金術で一番重要な「錬成板」の状態が「故障」になっていたのには閉口した。

　見た目だけは不良品とは思えない立派な「錬成板」だったので、いきなり「不良品だから交換してくれ」とも言えず、「錬成板の意匠が気に入らない」と言って別の品に交換させた。

　次に出て来た「錬成板」も同じように問題を抱えた品だったので、何度か同じようなやり取りを繰り返して、ようやく正規品に辿たどり着く事ができた。

　もっとも、目利きが的確すぎたのか、ノームの老店主にオレが「鑑定」スキル持ちだと見抜かれてしまったが、そのお陰で以降の取引はスムーズだった。

　ただ、その後、彼のおだてに乗ってしまい、竜白石とかいう解毒薬の錬成に使う素材を大量に買い付けてしまった。この無駄遣いはアリサ達には秘密だ。

　これからはノームの甘い言葉には注意しなくては……。

　なお、「錬成板」が不良だったのは老店主が客に課した試験だったそうで、普通は何度か交換に来させる事で、目利きの仕方や交渉の仕方などを学ばせる為にしているらしい。




　こうした買い物の合間に、ルルと一緒にベテラン御者からレクチャーを受けたりと大忙しの日々を送り、ついに出発の日がやって来た。

「ご主人様、積み込みが完了いたしました」

「ばっちり～？」

「完かん璧ぺきなのです！」

「了解、先に馬車に乗り込んでいてくれ」

　積み荷を確認しに行ってくれていた獣娘達が報告してくる。

　御者台によじよじと上るポチとタマを、リザが後ろからお尻しりを押して御者台に乗せてやっている。

「高いのです！」

「いい眺め～？」

　ポチとタマが楽しそうに御者台の上ではしゃぐ。

　背伸びをして周囲を見回すのは良いが、落ちるなよ？

「満足したら馬車の中に入りなさい。私が上がれません」

「あい！」

「なのです！」

　リザは二人を窘たしなめた後、軽い跳躍で馬車に乗り込んだ。

　その後、リザも二人と同じように御者台の眺めを堪たん能のうしていたが、それは見なかった事にしてやろう。

　門前宿の主人からできたてのお弁当を受け取ってきたルルとナナが、リザに荷物を渡して乗り込む。

　馬車の後ろ半分は荷物で一杯なので少し狭そうだ。

　出発したら「格納鞄ガレージ・バツグ」やアリサの宝物庫アイテムボツクスに収納し直す予定だ。

　初めから入れておかないのは、それらの品やスキルを持っている事を周囲に秘密にする為だ。

　アイテムボックスを使える者は各都市に少なくとも一〇人以上はいるが、その有用性から考えて貴族や大商人、それに軍隊での需要が高いはずだ。

　ヘタに目を付けられて強制徴発とかをされたら嫌だからね。

　ウチの子達には、出発した後にでも「格納鞄ガレージ・バツグ」の事を教えてやろう。

「サトゥー」

　店長とナディさんを連れたミーアが戻ってきた。

「結局、借家の件ではお力になれず、申し訳ありませんでした」

「いえいえ、そのご縁で、この馬車が手に入ったわけですし」

　ナディさんが申し訳無さそうに、頼んでいた借家が見つからなかった事を詫びて来た。

　正直、依頼していた事自体を忘れていたよ。

「これは店長と私からの餞せん別べつです」

　ナディさんが餞別にとくれた品は、お茶の葉の包みと簡単な手描きの地図だ。

　地図は前にナディさんに頼んでおいた品で、セーリュー伯爵領から公都までの領地の繫つながりや、それぞれの領地の都市の名前なんかを書いて貰った。

　マップと「全マップ探査」の魔法があるので、領地の接続さえ判れば迷う心配は皆無だ。

「ミーアを頼む」

「はい、お任せ下さい」

　オレの手を握り真剣な表情で頼む店長。

　やはり同郷の子を他種族に預けるのは心配なのか、いつもより言葉が長い。

　もっとも、後ろで腐った悲鳴を上げるアリサが全てを台無しにしている。後でお仕置きだ。

「サトゥーさん、セーリュー市に来たらまた泊まってね」

「ああ、その時はまた寄らせて貰うよ」

「気をつけて行くんだよ。うちは領軍が頑張ってるから盗賊や魔物なんてめったに出ないけど、他よ所その領地は盗賊が多いって話だからね」

「お気遣いありがとうございます。気をつけます」

　マーサちゃんや女将おかみさんと別れの挨あい拶さつを交わし、馬車を発進させる。

　そこに幼い声が割り込んだ。

「待って～」

「ユニ～？」

「ユニなのです！」

　ルルに馬車を止めるように言って、ユニちゃんの到着を待つ。

「これ、ポチちゃんとタマちゃんに」

　パタパタと走って来たユニちゃんが、小さな木の実数個と紐ひもで作った首飾りを餞別に持ってきてくれた。子供らしい可愛かわいい餞別だ。

「ユニ、感謝～」

「ありがとなのです。大切に食べるのです」

　いや、食べちゃだめだろう。

　ポチのセリフに、ユニちゃんが泣き笑いの複雑な顔をしている。

「これは石華の実で作った首飾りだから、食べたらお腹壊しちゃうよ」

「残念～？」

「なら、大切に身に着けるのです！」

「うん！」

　石華の実は擁護施設で養子に行く子に贈る縁起物だと、マーサちゃんが耳打ちしてくれた。

　三人が抱き締め合って別れを惜しむ。頃合を見計らって、リザとマーサちゃんが三人に声を掛けて別れの挨拶を交わさせた。

「きっと文字を覚えて手紙を書くから！」

「タマも書く～」

「ポチも書くのです！」

　文通とは懐かしい。そうだユニちゃんが文字を覚える助けになるし、例の学習カードをプレゼントしよう。

　カードの絵柄は大体覚えているから、うちの子達にはオレが同じ物を作ってやればいいだろう。カードを作る為のスキルは揃っているしね。

「ユニちゃん、このカードを貰もらって」

「え?!　いいんですか？」

　恐縮するユニちゃんに学習カードを手渡す。

「ああ、二組あるから片方を進呈するよ」

「ありがとうございます。これで一日でも早く文字を覚えてみせます」

「タマも負けない～？」

「ポチだって絵本を書けるくらい覚えてみせるのです！」

　名残惜しそうな三人には悪いが、そろそろ出発しよう。

　見送りの人達に手を振って、御者役のルルに発車を指示した。

　オレは一度だけ中央通りの向こうに見える城に視線をやる。

　ゼナさんには今日の朝に出発するという話をしていたんだが、見送りには来てくれないようだ。マップを見た限り、お城の兵舎から動く様子は無い。

　もう夜明けから四時間以上は経っているし、何時までも待っていても同じだろう。




　　　　◆




　セーリュー市の正門を抜けた所でアリサが質問してきた。

「今日の予定は何処まで？　この時間からだと他の都市や街には辿たどり着つけないだろうし、街道沿いの村にでも泊まるの？」

「村には寄らないよ。ナディさんの話だと、亜人差別は村落の方が強いらしいから、適当な場所で野宿しようと思っている」

　アリサに答えながら、周辺の警戒の為にレーダーの有効レンジを最大まで広げる。

　最大だと三〇〇メートル強って所か。

「のじゅく～？」

「原っぱで焚たき火びをして、その周りに寝床を敷いて眠るんだよ」

「迷宮の時みたいなのです？」

「そうだよ」

　オレの説明に目をキラキラさせたポチが聞いてきたので、頷うなずきを返す。

「わ～い」「なのです！」

　何故か二人が飛び跳ねて喜ぶ。その動きに驚いた馬達が足を止めてしまった。

　リザに叱られる二人に野宿を喜ぶ理由を聞いてみた。

「一緒だと嬉しい～？」

「ご主人様と一緒に眠れるのです！　嬉しいのです！」

　満面の笑みのポチとタマの頭をグリグリと撫なでてやる。

「出発して宜しいですか？」

「ああ──」

　ルルの問いに頷こうとしたのだが、レーダーに映るオレ達以外の青い光点が目に入った。

　青はマーキングした人。つまり知人の誰かだ。

「ちょっと待って」

　マップを開いて光点の人物が誰かを調べる必要は無かった。

「──サトゥーさあぁぁぁぁぁん！」

　オレを呼ぶ声に正門の方を振り返ると、白馬に乗ったゼナさんの姿があった。

　後ろからアリサの「現地妻の逆襲？」という呟つぶやきが聞こえたが黙殺する。

　街道を行く人や馬車の邪魔にならないように、ルルに指示して馬車を路肩に寄せる。

「サトゥーさん！」

　風で乱れた髪を手で撫で付つけながらゼナさんが馬を寄せてくる。馬に乗るには不似合いな青いドレス姿だ。デートの時みたいに化粧までしている。

「間に合ってよかった！」

「こちらこそ出発前に会えて良かったです」

　さすがに、ゼナさんが家を捨てて押しかけ女房みたいに一緒について来る展開は無いと思うが、気合いの入った化粧やドレスが予断を許さない。




「……ずっと考えていたんです」

　オレは真剣なゼナさんに気圧されて、そのまま続きの言葉を待つ。

「私、家を捨てて恋人の許もとに走るような、リルティエナ姫みたいな事はできません」

　家を重視する世の中で育ったのなら当然の考えだと思う。

　アリサが少し不満そうだが、余計な事を言う気は無さそうなのでゼナさんの話に集中する。

「だから、私はサトゥーさんに『一緒に連れて行って』とは言えません」

「一緒に行こう～？」

「ゼナも一緒に行くのです！」

　ポチとタマが重い空気を撥はね除けてゼナさんを誘う。

「ありがとう。でも、今は一緒に行けないの」

　二人にお礼を言ったゼナさんが、オレに視線を戻す。

　──というか、さっき「今」を強調していなかったか？

「春には弟も成人して家督を継ぎます。その後は自由にしても良いと弟の快諾を得ました。だから、春になったら──」

　そこで一いつ旦たん言葉を切って、何かを振り払うように続きを言葉にする。

　ゼナさんの視線はオレにロックオンしたままだ。

「──私も迷宮都市に行きます！」

　……ふぅ、プロポーズでもされるのかと焦ったよ。

　途中から恥ずかしくなったのか、ゼナさんの視線がアリサに移った。

「アリサちゃん、その時は勝負よ！」

「ふふん、出遅れたお嬢様に勝ち目はあるかしら？　迷宮都市に着いた時にわたしとご主人様の子供を見て歯がみしても知らないわよ」

　……いくら何でも、それは無いだろう？

　アリサが悪ノリして悪役のようにホホホと笑う。年少組の三人がマネするので止めて欲しい。

　大きな都市に着いたら、必ずゼナさんに手紙を出すと約束した。

　気恥ずかしい事に、又しても指切りをする事になった。こんなに指切りをするのは子供の頃以来だ。

　指切りをした後の曲げた小指をうっとりと見つめるゼナさんに、別れの挨拶をする。

「では、ゼナさん、また迷宮都市セリビーラでお目にかかれる日を楽しみにしています」

「はい、サトゥーさん！　それまで待っていてください！」

　しんみりとした別れにならなくて良かった。

　お日様のような笑顔で手を振るゼナさんに、手を振り返す。

　良く晴れた日に相応ふさわしい明るい笑顔だ。
















　彼女の頰に流れる一筋の涙に目を瞑つぶり、彼女の姿が見えなくなるまで大きく手を振った。

「そんな顔しないで。これからはわたし達が一緒なんだから」

　アリサが御者台の背もたれ越しに、オレの頭をポンポンと叩たたいてきた。

「お腹痛い～？」

「苦しいのです？」

「サトゥー？」

　アリサを押しのけて年少組が心配そうに見上げてきたので「大丈夫だよ」と微笑む。

「マスター、寂しい時は女の胸で泣くと良いと行動ライブラリーにありました」

　ナナが優しい手つきでオレを胸元に搔かき抱いだく。

　ふわりとした柔らかさと優しい香りに、僅わずかな寂しさが癒やされていく。

「ちょ、ちょっと！　ソレは反則よ！　ルルも見てないで対抗しなさい！」

「ダメよ、アリサ。馬車を操る時は前を見ないとね」

　アリサが憤慨しているので、ナナの癒やし空間から体を起こす。

　リザが差し出してくれる果実水に口を付け、友人と別れた寂しさと一緒に吞のみ込んだ。

　ガラガラ、ゴトゴトと音を立てて馬車が進む。

　タマを膝ひざに乗せ、ポチを肩車してオレは前を向く。




　さあ、異世界の旅を楽しもう！







　あとがき




　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　この度は『デスマーチからはじまる異世界狂想曲』の第二巻をお手に取って頂き、ありがとうございます！

　このまま三巻、四巻と続けていけるように面白いお話を紡ぎだしていきたい所存です。

　なので、買おうか迷っているあなたには是非ともレジまで持っていって頂けたら幸いです。




　さて、本作はネット上で公開されておりますが、既読の方も書籍のみの方も楽しめるようにネット上のお話をベースに大幅な加筆を加えております。




　まずは本作の見所を語りましょう。

　ネット版を読んでくださっている方は表紙の大樹に気付かれたでしょうか？

　木漏れ日の向こうにこっそり見える大樹が今回の冒険の舞台となります。ネット版をご覧の方は表紙を見て「あれ？　こんなシーンあったっけ」とか「まさかエルフの森編までスキップしたのか！」と驚かれたかもしれません。

　そんな無茶はしていないのでご安心を！

　二連続で舞台を地下にするのがワンパターンな気がして、新しい舞台を用意してみました。その思い付きのせいで最後のサトゥーの活躍シーンが完全に別物になっています。

　一巻でもネット版とは違う扱いになった人がいましたが、二巻でも一部の人達の運命が変わりました。もちろん、メインキャラの扱いは変えていません。どんな運命が待っていたのかは本編をご覧ください。

　二巻は表紙で一番目立つ場所にいる紫髪の幼女アリサが色々と活躍します。

　ええ、それはもう色々と……。

　一方、同じ表紙にいながら控えめな黒髪のルルの出番は少ないですが、ネット版よりは出番やサトゥーとのエピソードを追加してあります。ネット版のままだとセーリュー市を出発するまで空気でしたから。

　さて、二巻で活躍するのはこの二人だけではありません。

　もちろん、ポチ、タマ、リザの獣娘達は新登場メンバーに負けずに活躍していますし、一巻よりは控えめですがゼナさんやリリオ達領軍の皆さんの活躍もあります。ちゃんと、マーサやユニも元気に登場します。

　そして、全国三万人のナディさんファンの方！　お待たせしました。一巻では出番を全てゼナさんに取られた彼女も、ようやく二巻で登場させる事ができました。

　あ、もちろん店長さんも出ます。




　一巻の最後と違い、打ち切りＥＮＤみたいな最後になっていますが、ちゃんと続くのでご安心ください。

　三巻は一巻、二巻と趣向を変えて、ほのぼの旅日記＆物作りのお話で行こうかと画策しています。

　街中をデートしていて暴動や迷宮誕生に巻き込まれるデスマ世界ですから、本当にそんな話になるかは判りませんが……。

　きっと変な方向に行きかけたら有能な編集さんが止めてくれるので大丈夫のはずです。




　さて、そろそろ語る事も無くなってきたので、謝辞に移りたいと思います。

　担当のＨ氏にはいつも的確なディレクションを頂き、いくら感謝しても足りないほどです。判りにくいかなと懸念しつつも提出した箇所には確実にツッコミが入るので油断できません。

　新人の分際で締め切りの延長をお願いしたのに快くスケジュールの調整をしていただいたりと色々をご迷惑をお掛けしていますが、今後ともご指導ご鞭べん撻たつの程を宜しくお願いいたします。

　そして、いつも素敵なイラストでデスマ世界を表現してくださるshriさんにも感謝です！

　特に今回の表紙は素敵過ぎます。この表紙を壁紙にして苦手な校正作業を乗り切ることができました。あのアリサの笑顔に励まされながら三巻のプロット作成に挑みたいと思います。

　富士見書房の皆様、校正、印刷、製本、流通、そして本屋さんで働く皆様にも感謝を！

　皆様が陰で支えてくださるからこそ、本作は世に出る事ができました。




　そして何より、読者の皆様に感謝を！

　本作を最後まで読んでくださってありがとうございます！




　また次巻でお会いしましょう！


愛七ひろ
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